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第1節　研究組織

　第 1 章第 1 節に概括した通り、2004 年の国立大学法人化以降の先端研では、大括りの部門・講座に
縛られずに、社会状況・研究状況にあわせて弾力的に新分野での教員人事を行ってきた。もっとも、
分野だけを列挙しても先端研の全体像は浮かび上がらない。そこで、ゆるやかな意味でいくつかの研
究分野に各研究室をまとめるために当初導入されたのが「クラスター制」であった。物理・環境・生
産クラスター、社会・知識・市場クラスター、生命・人間・共生クラスター、情報・感覚・創造クラ
スターの 4 クラスターが当初のクラスター制の構図である。ここに研究室をはめ込んだ「研究者マッ
プ」が作成され、分野間の遠近を視覚化する試みがなされた。
　だが、この「クラスター」は制度上の呼称というよりは通称であった。そこで 2008 年より「研究領
域」という言葉に置き換えられ、環境・エネルギー、社会科学、バリアフリー、生物医化学、情報、
材料の 6 カテゴリーの中に各研究分野を位置付ける「研究者マップ」が、その後現在に至るまでの研
究組織である（資料 2-1-1）。各種の未来予測報告書を見ても、環境・エネルギー、バイオ、情報は将
来の飛躍的発展が予想される領域と位置付けられている。これらに文系分野の社会科学と、東京大学
内外でも特色あるバリアフリーを独自に掲げることで、先端研の研究組織が時代に即応しつつ、独自
の特徴を持っていることを示そうとしているのである。
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第2節　研究者

　先端研では、工学研究科など学内他部局から迎え入れ、およそ 10 年後に帰任する還流教員、学外か
ら招聘する招聘教員ないしは非環流教員が教授・准教授の中核である。これに加えて、2003 年に導入
された基金教授は、外部資金としての基金によって給与を充塡することで交付金教員ポストを他に振
り向けられる仕組みであり、この基金教授もまた教授会構成員となる。教授会構成員ではないものの、
教授総会の構成員である教員のタイプが客員教員・特任教員である。前者は、学外の研究者・有識者
に研究所の施設等を利用してもらうことで研究協力を円滑に進めるための制度である。後者は、スー
パー COE の採択にあわせて先端研が全国に先駆けて設けた制度であり、外部資金により雇用され、5
年任期を更新する仕組みをとっている。交付金教員の定員に縛られず、研究プロジェクトの進展に応
じて弾力的に研究室を拡充できる制度として、現在では全国の大学に広がっている。
　2007 年の内規改正と細則制定によって、10 年任期制と 60 歳定年制が明記され、先端研の 4 つのモ
ットーのうち「流動性」の確保が図られたのが、この 10 年間の教員人事の基軸となった。
　また、先端研での国際的な連携を強化するために、2013 年に先端研フェローが導入された。2017
年 12 月現在 8 人がフェローに任命されている。さらに国内で産学連携等を強化するために 2017 年に
先端研顧問が設けられ、2017 年 12 月現在 1 名に委嘱されている。いずれも全学レヴェルの職ではな
いため、先端研独自で機動的に任命することができ、先端研と学外との連携に大きく寄与している。

相澤　龍彦　Tatsuhiko Aizawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科金属工学専攻教授

2000/4/1　高信頼性材料分野教授
2002/4/1　国際・産学共同研究センター教授
2004/4/24　転出

青木　保　Tamotsu Aoki

学位：大阪大学博士（人間科学）
前職：大阪大学人間科学部教授

1996/4/1　情報技術社会相関分野教授
1999/4/1　転出（政策研究大学院大学政策研究科教授）

青木　輝勝　Terumasa Aoki

学位：東京大学博士（工学）

1998/4/1　科学技術開発法分野助手
2002/4/1　応用情報工学分野講師
2007/6/1　転出（東北大学電気通信研究所准教授）

赤石　美奈　Mina Akaishi

学位：北海道大学博士（工学）
前職：北海道大学工学部助手

2004/3/1　知能工学講座（先端学際工学専攻）助教授
2007/4/1　知能工学講座（先端学際工学専攻）准教授
2008/7/1　（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻准教授）
2008/7/1 ～ 2012/3/31　知能工学分野准教授に併任

資料2-2-1　交付金教員一覧
　本資料は、この 10 年間に先端研と関連組織に所属した講師以上の交付金教員（運営費交付金によって雇用されている常勤の教
員）の経歴一覧を示している。本務が先端研と関連組織（先端学際工学専攻、国際・産学共同研究センター、先端経済工学研究
センター、駒場オープンラボ）ではない場合は、その職をかっこに入れている。データ上、兼務、兼担などと標記されていたも
のは全て併任としている。関連組織から先端研への併任は記載していない。転出の日付は、先端研所属教員ではなくなった年月
日を指し、転出先への着任日等を示すものではない。なお、学位は 20 年史の表記に倣い、1991 年以前に授与された学位も専門分
野をかっこで付す形式を採った。
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秋元　肇　Hajime Akimoto

学位：東京工業大学博士（理学）

1993/1/1　地球環境物質科学分野教授
2001/4/1　転出（海洋科学技術センター地球フロンティア研究

システム領域長）

浅沼　浩之　Hiroyuki Asanuma

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科助教授

2000/5/1　生命反応化学分野助教授
2005/5/1　転出（名古屋大学大学院工学研究科物質制御工学専

攻教授）

油谷　浩幸　Hiroyuki Aburatani

学位：東京大学博士（医学）
前職：医学部附属病院第三内科助手

1999/4/1　ゲノムサイエンス講座（先端学際工学専攻）助教授
2001/9/1　ゲノムサイエンス分野教授
2002/4/1　国際・産学共同研究センター教授
2006/4/1　ゲノムサイエンス分野教授

荒川　泰彦　Yasuhiko Arakawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所助教授

1988/4/1　極小デバイス分野助教授
1992/7/1　（生産技術研究所　応用電子工学部門助教授）
1992/7/1 ～ 1992/9/30　極小デバイス分野助教授に併任
1996/7/1　国際・産学共同研究センター教授
1998/7/1　極小デバイス分野教授
2009/4/1　転出（生産技術研究所情報・エレクトロニクス系部

門教授）

荒巻　俊也　Toshiya Aramaki

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科講師

1999/1/1　都市観光システム分野講師
2004/3/16　転出（大学院工学系研究科都市工学専攻助教授）

生田　幸士　Koji Ikuta

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：大学院情報理工学系研究科システム情報学専攻教授

2010/10/1　医用マイクロマシン分野教授
2016/4/1　転出（大学院情報理工学系研究科システム情報学専

攻教授）

池内　真志　Masashi Ikeuchi

学位：名古屋大学博士（工学）
前職：名古屋大学大学院工学研究科 COE 特任助教

2010/10/1 ～ 2015/7/31　医用マイクロマシン分野助教
2015/8/1 ～ 2016/5/15　医用マイクロマシン分野講師
2016/5/16　転出（大学院情報理工学系研究科システム情報学

専攻講師）

池内　恵　Satoshi Ikeuchi

学位：東京大学修士（学術）
前職：人間文化研究機構国際日本文化研究センター准教授

2008/10/1　イスラム政治思想分野准教授

池袋　一典　Kazunori Ikebukuro

学位：東京大学博士（工学）

1993/4/1　バイオセンサー分野助手
1996/4/1　バイオセンサー分野講師
2001/4/1　転出（東京農工大学工学部助教授）

石井　泰　Yasushi Ishii

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設教授

1988/4/1　物理情報変換デバイス分野教授
1992/4/1　転出（計測科学研究所）

石北　央　Hiroshi Ishikita

学位：ベルリン自由大学博士（理学）
前職：大学院工学系研究科応用科学専攻教授

2014/7/1　理論化学分野教授

石谷　久　Hisashi Ishitani

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設助教授

1988/4/1　情報技術社会相関分野助教授
1989/1/1　転出（工学部資源開発工学科教授）

和泉　真　Makoto Izumi

学位：京都大学博士（理学）
前職：大学院工学系研究科講師

2001/5/1　フォトニクス材料分野講師
2008/10/1　転出（株式会社シャープ）
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伊藤　滋　Shigeru Ito

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部都市工学科教授

1987/4/1　都市環境システム分野教授
1991/4/1　転出（工学部都市工学科教授）

伊藤　隆敏　Takatoshi Ito

学位：ハーバード大学博士
前職：一橋大学経済研究所教授

2002/4/1　情報文化社会分野教授
2004/4/1　転出（大学院経済学研究科現代経済専攻教授）
2004/4/1 ～ 2005/3/31　情報文化社会分野教授に併任

伊藤　寿浩　Toshihiro Ito

学位：東京大学博士（工学）
前職：日本学術振興会特別研究員

1994/5/16　微小製造科学分野助手
1995/4/16　（大学院工学系研究科精密機械工学専攻講師）
1995/10/1　微小製造科学分野講師
1999/4/1　微小製造科学分野助教授
2004/4/1　転出（大学院工学系研究科精密機械工学専攻教授）

伊藤　良一　Ryoichi Ito

学位：東京大学博士（理学）
前職：工学部物理工学科教授

1987/4/1　フォトニクス材料分野教授
1991/9/1　転出（工学部物理工学科教授）

稲見　昌彦　Masahiko Inami

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院情報理工学系研究科教授

2016/4/1　身体情報学分野教授

井野　秀一　Shuichi Ino

学位：北海道大学博士（工学）
前職：北海道大学電子科学研究所講師

2003/4/1　生命情報ネットワーク分野助教授
2007/4/1　生命情報ネットワーク分野准教授
2008/8/1　転出（独立行政法人産業技術総合研究所主任研究員）

井上　純哉　Junya Inoue

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科マテリアル工学専攻准教授

2015/8/16　高機能材料分野准教授

伊福部　達　Tohru Ifukube

学位：北海道大学博士（工学）
前職：北海道大学電子科学研究所教授

2002/7/1 ～ 2013/3/31　生命情報ネットワーク分野教授

井街　宏　Kou Imachi

学位：東京大学博士（医学）

1997/4/1 ～ 1999/3/31　人工生体機構分野教授に併任（本務：
医学系研究科）

1999/4/1 ～ 2001/3/31　生命情報ネットワーク分野教授に併
任（本務：医学系研究科）

岩崎　晃　Akira Iwasaki

学位：東京大学博士（工学）

2008/7/1 ～ 2009/3/31　宇宙環境利用学分野に併任
2009/4/1　先端学際工学専攻教授

岩本　敏　Satoshi Iwamoto

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所講師

2003/9/1　極小デバイス分野講師
2007/10/1　極小デバイス分野准教授
2009/4/1　転出（生産技術研究所情報・エレクトロニクス系部

門准教授）

巖淵　守　Mamoru Iwabuchi

学位：大阪大学博士（工学）
前職：人間支援工学分野特任准教授

2009/4/1　支援情報システム分野准教授

宇佐美　康二　Koji Usami

学位：東京工業大学博士（理学）
前職：ニールス・ボーア研究所研究准教授

2013/4/1　量子情報物理学分野准教授

氏平　祐輔　Yusuke Ujihira

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部工業化学科教授

1992/4/1　化学認識機能材料分野教授
1997/4/1　転出（東京大学名誉教授）
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榎　学　Manabu Enoki

学位：東京大学博士（工学）

1988/9/1　ロボチックス材料分野助手
1991/4/1　ロボチックス材料分野講師
1992/4/1　高信頼性材料分野講師
1993/8/16　高信頼性材料分野助教授
2000/4/1　転出（大学院工学系研究科材料学専攻助教授）

遠藤　薫　Kaoru Endo

学位：東京大学修士（工学）
前職：独立法人都市再生機構職員

2007/6/1　都市環境システム分野都市再生プロジェクト担当
教授

2012/9/1　転出（独立行政法人都市再生機構）

大越　慎一　Shin-ichi Ohkoshi

学位：東北大学博士（理学）

1997/9/1　化学認識機能材料分野助手
2000/9/1　化学認識機能材料分野講師
2003/4/1　化学認識機能材料分野助教授
2004/7/16　転出（大学院工学系研究科応用化学専攻助教授）

大越　孝敬　Takanori Ohkoshi

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部電子工学科教授

1987/4/1　光デバイス分野教授
1987/5/21 ～ 1989/3/31　センター長
1993/1/1　転出（産業技術融合領域研究所 所長）
1993/1/1 ～ 1993/3/31　光デバイス分野教授に併任

大須賀　節雄　Setsuo Ohsuga

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設教授

1988/4/1　知識処理・伝達システム分野教授
1991/4/1 ～ 1993/3/31　センター長
1992/4/10　知能工学講座（先端学際工学専攻）教授
1995/4/1　転出（早稲田大学教授）

大竹　豊　Yutaka Ohtake

学位：会津大学博士（コンピュータ理工学）

2008/1/1 ～ 2011/3/31　製造情報システム分野講師に併任（大
学院工学系研究科講師）

2011/4/1 ～ 2014/3/31　製造情報システム分野准教授に併任

大西　隆　Takashi Ohnishi

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科都市工学専攻教授

1998/4/1　都市環境システム分野教授
2008/4/1　転出（大学院工学系研究科都市工学専攻教授）
2008/4/1 ～ 2013/3/31　都市環境システム分野教授に併任

大渕　哲也　Tetsuya Ohbuchi

学位：ハーバード大学博士（司法科学）
前職：東京高等裁判所判事

1999/4/1　科学技術開発法分野教授
2003/5/1　転出（大学院法学政治学研究科教授）

岡田　至崇　Yoshitaka Okada

学位：東京大学博士（工学）
前職：筑波大学大学院数理物質科学研究科准教授

2008/4/1 ～ 2011/3/31　新エネルギー分野准教授
2011/4/1　新エネルギー分野教授

岡部　洋一　Yoichi Okabe

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部電子工学科助教授

1990/4/1　高速電子機能デバイス分野教授
1996/7/1　国際・産学共同研究センター教授
1997/5/1　高速電子機能デバイス分野教授
1999/4/1　情報デバイス分野教授
1999/4/1 ～ 2001/3/31　センター長
2000/4/1 ～ 2002/3/31　駒場オープンラボラトリー長
2002/4/1　転出（大学院工学系研究科電子工学専攻教授）

岡本　晃充　Akimitsu Okamoto

学位：京都大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科化学生命工学専攻教授

2012/4/1　生命反応化学分野教授

小熊　久美子　Kumiko Oguma

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科都市工学専攻講師

2015/4/1 ～ 2016/4/30　都市保全システム分野准教授
2016/5/1　共創まちづくり分野准教授
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長田　俊人　Toshihito Osada

学位：東京大学博士（工学）
前職：教養学部助手

1992/3/1　フォトニクス材料分野講師
1996/3/1　フォトニクス材料分野助教授
1998/4/1　転出（物性研究所極限環境物性研究部門助教授）
1998/4/1 ～ 1999/3/31　フォトニクス材料分野助教授に併任

香川　豊　Yutaka Kagawa

学位：早稲田大学博士（工学）
前職：三菱電機株式会社材料研究所金属セラミック材料技術

部主事

1988/7/16　未来材料（新日鉄）寄付研究部門客員助教授
1989/4/1　（生産技術研究所助教授）
1998/7/1　（生産技術研究所教授）
2003/10/1　（大学院工学系研究科マテリアル工学専攻教授）
2005/2/1　国際・産学共同研究センター教授
2008/4/1　高信頼性材料分野教授
2015/4/1　転出（大学院工学系研究科マテリアル工学専攻教

授）
2015/4/1 ～ 2017/3/31　高信頼性材料分野教授に併任

垣澤　英樹　Hideki Kakizawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：独立行政法人物質・材料研究機構主任研究員

2011/4/1 ～ 2015/3/31　高信頼性材料分野准教授
2015/4/1　転出（物質・材料研究機構主任研究員）

梶井　克純　Yoshizumi Kajii

学位：東京工業大学博士（理学）
前職：東京工業大学理学部助手

1993/11/1　地球環境物質科学分野助教授
2000/4/1　地球大気環境科学分野助教授
2002/4/1　転出（東京都立大学大学院工学研究科応用化学専攻

教授）

河東田　隆　Takashi Katoda

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：東京工業大学資源化学研究所教授

1988/4/1　高速電子機能デバイス分野助教授
1990/1/1　転出（工学部助教授）

軽部　征夫　Isao Karube

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科金属工学専攻教授

1988/4/1　バイオセンサー分野教授
1997/4/1　生体機能工学分野教授
1999/4/1　国際・産学共同研究センター教授

河内　啓二　Keiji Kawachi

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設助教授

1988/4/1　バイオメカニクス分野助教授
1990/10/16　（工学部航空学科教授）
1992/4/1　バイオメカニクス分野教授
2002/9/1　転出（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻教授）

神崎　亮平　Ryohei Kanzaki

学位：筑波大学博士（理学）
前職：大学院情報理工学系研究科知能機械情報学専攻教授

2006/4/1　生命知能システム分野教授
2016/4/1　所長

菊池　和朗　Kazuro Kikuchi

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科電子工学専攻教授

1997/4/1　光デバイス分野教授
2007/4/1　転出（大学院新領域創成科学研究科教授）
2007/4/1 ～ 2016/6/30　光デバイス分野教授に併任
2008/4/1 ～ 2016/6/30　（大学院工学系研究科教授）

岸　輝雄　Teruo Kishi

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設助教授

1987/6/1　耐環境材料分野助教授
1988/4/1　ロボチックス材料分野教授
1992/4/1　高信頼性材料分野教授
1995/4/1 ～ 1997/3/31　センター長
1997/4/16　転出（産業技術融合領域研究所所長）
1997/4/16 ～ 2000/3/31　高信頼性材料分野教授に併任

岸本　昭　Akira Kishimoto

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所助手

1994/1/1　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）
講師

1997/5/16　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）
助教授

1997/7/1　転出（生産技術研究所助教授）

木原　諄二　Junji Kihara

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部金属工学科教授

1987/4/1　耐環境材料分野教授
1989/2/1　転出（工学部教授）
1989/2/1 ～ 1989/8/31　耐環境材料分野教授に併任
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木村　文彦　Fumihiko Kimura

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部精密機械工学科教授

1988/4/1　ファクトリーオートメーション分野教授
1992/4/1　転出（工学部精密機械工学科教授）

工藤　徹一　Tetsuichi Kudou

学位：東京大学博士（工学）

1997/10/1 ～ 2001/3/31　インテリジェント材料学講座（先端
学際工学専攻）教授に併任

熊谷　晋一郎　Shinichiro Kumagaya

学位：東京大学博士（学術）
前職：バリアフリー分野特任講師

2015/4/1　当事者研究分野准教授

栗栖　聖　Kiyo Kurisu

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科都市工学専攻助手

2006/4/1　都市環境システム分野講師
2015/4/1　転出（大学院工学系研究科都市工学専攻准教授）

ロバート・ケネラー　Robert William Kneller

学位：ハーバード大学博士（法律）
前職：メイヨー医学大学院博士（医学）

1998/9/1　先端生命工学分野教授
1999/4/1　生命科学の法と政策分野教授

小泉　秀樹　Hideki Koizumi

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科都市工学専攻教授

2016/5/1　共創まちづくり分野教授

小泉　宏之　Hiroyuki Koizumi

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科宇宙工学専攻准教授

2011/10/1 ～ 2015/3/31　数理創発システム分野准教授
2015/4/1　国際・産学共同研究センター教授
2015/4/24　転出

小出　治　Osamu Koide

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部都市工学科助教授

1987/6/1　都市環境システム分野助教授
1990/11/16　（工学部教授）
1991/4/1　都市環境システム分野教授
1993/1/1　転出（大学院工学系研究科都市工学専攻教授）

小坂　優　Yu Kosaka

学位：東京大学博士（理学）
前職：気候変動科学分野特任研究員

2014/9/1　気候変動科学分野准教授

小谷　潔　Kiyosi Kotani

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科准教授

2014/8/1　光製造科学分野准教授

児玉　龍彦　Tatsuhiko Kodama

学位：東京大学博士（医学）
前職：医学部附属病院第三内科助手

1996/4/1　科学技術と社会的価値分野教授
1999/4/1　分子生物医学分野教授
2002/4/1　システム生物医学分野特任教授
2004/5/1　システム生物医学分野興和基金教授

児玉　文雄　Fumio Kodama

学位：東京大学博士（工学）
前職：東京工業大学工学部経営システム工学科教授

1994/4/1　科学技術産業相関分野教授
1995/5/16　科学技術論・科学技術政策講座（先端学際工学専

攻）教授
1999/4/1　先端産業創出戦略分野（先端経済工学研究センタ

ー）教授
2003/4/1　転出（芝浦工業大学大学院マネジメント研究科長）

後藤　晃　Akira Goto

学位：一橋大学博士（経済学）
前職：一橋大学イノベーション研究センター教授

2001/11/1　経済工学分野（先端経済工学研究センター）教授
2004/4/1　経済工学分野教授
2005/4/1　技術経済論分野教授
2007/2/18　転出（公正取引委員会委員）
2007/2/18 ～ 2007/3/31　技術経済論分野教授に併任
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小西　由也　Yoshinari Konishi

学位：大阪大学博士（理学）
前職：独立行政法人産業技術総合研究所主任研究員

2007/10/1　経営連略企画室准教授
2009/4/1　転出（独立行政法人産業技術総合研究所）

小宮山　眞　Makoto Komiyama

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科科学生命工学専攻教授

2000/4/1　生命反応化学分野教授
2012/4/1　転出（筑波大学生命領域学際研究センター教授）

近藤　高志　Takashi Kondo

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科マテリアル工学専攻教授

2015/4/1　高機能材料分野教授

近藤　武夫　Takeo Kondo

学位：広島大学博士（心理学）
前職：人間支援工学分野特任講師

2011/12/1 ～ 2013/3/31　人間支援工学分野講師
2013/4/1　人間支援工学分野准教授

近藤　豊　Yutaka Kondo

学位：東京大学博士（理学）
前職：名古屋大学太陽地球環境研究所教授

2000/4/1　地球大気環境科学分野教授
2011/4/1　転出（大学院理学系研究科地球惑星科学専攻教授）
2011/6/1 ～ 2013/3/31　地球大気環境科学分野教授に併任

齊藤　圭亮　Keisuke Saito

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科応用化学専攻助教

2014/10 ～ 2015/4/30　理論化学分野助教
2015/5/1　理論化学分野講師

酒井　寿郎　Juro Sakai

学位：東北大学博士（医学）
前職：システム生物医学分野特任教授

2009/7/1　代謝医学分野教授

榊　裕之　Hiroyuki Sakaki

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所教授

1988/2/15 　極小デバイス分野教授
1996/7/1　転出（生産技術研究所第 3 部応用電子工学部門教

授）
1996/8/1 ～ 1998/3/31　極小デバイス分野教授に併任

佐々木　健　Ken Sasaki

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部精密機械工学科助教授

1988/4/1　ファクトリーオートメーション分野助教授
1990/10/1 　転出（工学部助教授）

佐々木　元　Gen Sasaki

学位：東京大学博士（工学）
前職：防衛庁防衛大学校材料物性工学教室助手

1992/4/1　ファクトリーオートメーション分野助手
1994/3/1　微小製造科学分野助手
1994/4/1　微小製造科学分野講師
1995/4/1　転出（広島大学工学部助教授）

貞廣　幸雄　Yukio Sadahiro

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科都市工学専攻講師

1995/8/1　都市環境システム分野講師
1998/6/1　転出（空間情報科学研究センター空間情報解析研究

部門助教授）

佐藤　知正　Tomomasa Sato

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部機械工学科教授

1991/10/1 　巨大システム分野教授
1994/4/1　生命知能システム分野教授
1998/4/1　転出（大学院工学系研究科機械情報工学専攻教授）
1998/4/1 ～ 1999/6/30　生命知能システム分野教授に併任

澤　昭裕　Akihiro Sawa

学位：プリンストン大学修士（行政学）
前職：経済産業省資源・燃料部政策課長

2004/8/1 経営戦略担当教授
2008/8/1 転出（経済産業省大臣官房付事務官）
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澤田　嗣郎　Tsuguo Sawada

学位：東京大学博士（工学）

1996/10/1 ～ 1997/9/30　インテリジェント材料学講座（先端
学際工学専攻）教授に併任（本務：大学院工学系研究科応用
化学専攻）

清水　初志　Hatsushi Shimizu

学位：東京大学博士（薬学）
前職：清水国際特許事務所所長

1997/7/1　知的財産法分野助教授
1998/3/1　転出（清水国際特許事務所所長）
1999/1/1 ～ 2000/12/31　技術移転法・技術移転政策分野客員

教授

白木　靖寛　Yasuhiro Shiraki

学位：東京大学博士（工学）
前職：株式会社日立製作所中央研究所主任研究員

1987/12/1　フォトニクス材料分野助教授
1991/4/1　フォトニクス材料分野教授
2001/4/1　転出（大学院工学系研究科物理工学専攻教授）

新谷　元嗣　Mototsugu Shintani

学位：イェール大学博士（経済学）
前職：ヴァンダービルト大学経済学部准教授

2014/1/1　マクロ経済分析分野教授

須賀　唯知　Tadatomo Suga

学位：シュトゥットガルト大学博士（理学）
前職：（工学部精密機械工学科助教授）

1990/12/1 　ファクトリーオートメーション分野助教授
1993/10/16　（工学部教授）
1994/3/1　微小製造科学分野教授
2004/2/1　転出（大学院工学系研究科精密機械工学専攻教授）

菅　裕明　Hiroaki Suga

学位：マサチューセッツ工科大学博士
前職：バッファロー大学化学部准教授

2003/4/1　ケミカル・バイオテクノロジー分野助教授
2005/1/1 ～ 2010/3/31　ケミカル・バイオテクノロジー分野教

授
2010/4/1　転出（大学院理学系研究科科学専攻有機化学講座教

授）
2010/4/1　ケミカル・バイオテクノロジー分野教授に併任

菅原　琢　Taku Sugawara

学位：東京大学博士（法学）
前職：知的財産法分野特任准教授

2012/10/1 ～ 2014/9/30　日本政治分析分野准教授
2014/10/1 　転出

杉山　正和　Masakazu Sugiyama

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科教授

2014/4/1　エネルギーシステム分野教授

鈴木　宏正　Hiromasa Suzuki

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科精密機械工学専攻教授

2004/2/1　製造情報システム分野教授
2014/4/1　転出（大学院工学系研究科精密工学専攻教授）

須磨岡　淳　Jun Sumaoka

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科化学生命工学専攻助手

2006/2/16 　生命反応化学分野講師
2012/4/1　転出（筑波大学医学医療系講師）

瀬川　浩司　Hiroshi Segawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院総合文化研究科・教養学部教授

2006/4/1　エネルギー環境分野教授
2010/4/1 ～ 2012/3/31　産学連携新エネルギー研究施設長
2016/4/1　転出（大学院総合文化研究科教授）
2016/4/1　エネルギー環境分野教授に併任

セット・ジ・イヨン　Set Sze Yun 

学位：サウサンプトン大学博士（電子工学）
前職：株式会社アルネアラボラトリ代表取締役社長（兼任技術

統括 CTO)

2016/2/1　情報デバイス分野准教授

芹澤　武　Takeshi Serizawa

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：鹿児島大学大学院理工学研究科助教授

2004/1/1　バイオナノマテリアル分野助教授
2007/1/1　バイオナノマテリアル分野准教授
2011/11/1 　転出（東京工業大学大学院理工学研究科教授）
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相馬　宣和　Nobukazu Soma

学位：東北大学博士（工学）
前職：独立行政法人産業技術総合研究所研究員

2006/4/1 経営戦略担当助教授
2007/4/1 経営戦略担当准教授
2007/10/1 転出（独立行政法人産業技術総合研究所）

染谷　隆夫　Takao Someya

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所講師

2000/1/1　極小デバイス分野講師
2002/5/1　極小デバイス分野助教授
2003/5/1　転出（大学院工学系研究科附属量子相エレクトロニ

クス研究センター助教授）

高橋　哲　Satoru Takahashi

学位：大阪大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科精密工学専攻教授

2014/4/1　光製造科学分野教授

高橋　琢二　Takuji Takahashi

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所講師

1992/11/16　極小デバイス分野講師
1996/4/1　極小デバイス分野助教授
2000/1/1　転出（生産技術研究所マイクロ波工学部門助教授）

高橋　宏知　Hirokazu Takahashi

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院情報理工学系研究科知能機械情報学専攻講師

2006/8/16 　生命知能システム分野講師

多久島　裕一　Yuichi Takushima

学位：東京大学博士（工学）

1995/4/1　光デバイス分野助手
1997/4/1　光デバイス分野講師
2000/4/1　光デバイス分野助教授
2006/3/1　転出

竹内　啓　Kei Takeuchi

学位：東京大学博士（経済学）
前職：経済学部教授

1987/4/1　科学技術産業相関分野教授
1993/4/1　転出（経済学部教授）
1993/4/1 ～ 1994/3/31　科学技術産業相関分野教授に併任

竹川　暢之　Nobuyuki Takegawa

学位：東京大学博士（理学）

2002/4/1　地球大気環境科学分野助手
2003/11/1　地球大気環境科学分野助教授
2007/4/1　地球大気環境科学分野准教授
2014/4/1　転出（首都大学東京都市教養学部理工学系化学コー

ス教授）

武田　展雄　Nobuo Takeda

学位：東京大学博士（工学）
前職：九州大学応用力学研究所助教授

1988/5/15 　ロボチックス材料分野助教授
1991/4/1　バイオメカニクス分野助教授
1996/7/1　国際・産学共同研究センター教授
1998/4/1　転出（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻教授）

舘　暲　Susumu Tachi

学位：東京大学博士（工学）
前職：工業技術院機械技術研究所ロボティクス部遠隔制御課長

1989/9/1 ～ 1990/12/31　物理情報変換デバイス分野助教授に
併任

1991/1/1　物理情報変換デバイス分野助教授
1992/4/1　物理情報変換デバイス分野教授
1994/4/1　転出（工学部計数工学専攻計数工学講座教授）
1994/4/1 ～ 1996/3/31　情報物理システム分野教授に併任

立間　徹　Tetsu Tatsuma

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科応用化学専攻講師

2000/6/16 　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）
講師

2000/7/16 　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）
助教授

2001/7/1　転出（生産技術研究所助教授）

田中　久美子　Kumiko Tanaka

学位：東京大学博士（工学）
前職：九州大学大学院システム情報科学研究院教授

2016/4/1　コミュニケーション科学分野教授

谷川　智洋　Tomohiro Tanikawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：通信・放送機構 MVL リサーチセンター研究員

2005/6/16 　生命知能システム分野講師
2006/8/16 　転出（大学院情報理工学系研究科知能機械情報学

専攻講師）
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谷田　好通　Yoshimichi Tanida

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設教授

1988/4/1　バイオメカニクス分野教授
1992/4/1　転出（東海大学）

種村　拓夫　Takuo Tanemura

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科講師

2007/6/1 ～ 2012/3/31　情報デバイス分野講師
2012/4/1　転出（大学院工学系研究科電気系工学専攻准教授）
2012/4/1　情報デバイス分野准教授に併任

玉井　克哉　Katsuya Tamai

学歴：東京大学法学部卒
前職：大学院法学政治学研究科助教授

1995/10/1 　科学技術倫理分野助教授
1997/5/1　科学技術財産法分野教授
1999/4/1　知的財産法分野教授

民谷　栄一　Eiichi Tamiya

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：東京工業大学資源化学研究所講師

1988/4/1　バイオセンサー分野助教授
1993/4/1　（北陸先端科学技術大学院大学材料科学研究科教

授）

鎭西　恒雄　Tsuneo Chinzei

学位：東京大学博士（医学）

1987/6/16 　生体計測分野助手
1994/7/1　（医学部附属医用電子研究施設臨床医学電子部門助

手）
1999/5/1　人工生体機構分野助教授
2007/4/1　人工生体機構分野准教授
2009/5/1　転出

土肥原　洋　Hiroshi Doihara

学歴：東京大学経済学部卒
前職：経済企画庁総合統計局経済構造調整推進室室長

1990/4/1　科学技術産業相関分野助教授
1992/4/1　転出（経済企画庁長官官房付）

年吉　洋　Hiroshi Toshiyoshi

学位：東京大学博士（工学）
前職：生産技術研究所附属マイクロメカトロニクス国際研究セ

ンター教授

2009/7/1　極小デバイス理工学分野教授

永江　玄太　Gennta Nagae

学位：東京大学博士（医学）
前職：ゲノムサイエンス分野特任講師

2017/7/1　ゲノムサイエンス分野講師

中島　尚正　Naomasa Nakajima

　先端学際工学専攻学際設計工学講座において、大学院工学系
研究科産業機械工学専攻所属教官として教育にあたる

中島　典之　Fumiyuki Nakajima

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科講師

2004/3/16 　都市環境システム分野講師
2006/3/1　転出（環境安全研究センター助教授）

中須賀　真一　Shin-ichi Nakasuka

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部航空学科講師

1994/4/1　知能工学講座（先端学際工学専攻）助教授
1998/4/1　転出（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻助教

授）

中野　義昭　Yoshiaki Nakano

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科教授

2002/4/1　情報デバイス分野教授
2010/4/1 ～ 2012/3/31　駒場オープンラボラトリー長
2010/4/1 ～ 2013/3/31　所長
2013/4/1　転出（大学院工学系研究科電気系工学専攻教授）
2013/4/1　情報デバイス分野教授に併任

中邑　賢龍　Kenryu Nakamura

学位：広島大学博士（心理学）
前職：学際バリアフリー分野特任教授

2008/2/1　人間支援工学分野教授
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中村　尚　Hiroshi Nakamura

学位：ワシントン大学博士
前職：大学院理学系研究科教授

2011/4/1　気候変動科学分野教授

中村　宏　Hiroshi Nakamura

学位：東京大学博士（工学）
前職：筑波大学電子・情報工学系助教授

1996/7/1　情報物理システム分野助教授
2007/4/1　情報物理システム分野准教授
2008/4/1　転出（大学院情報理工学系研究科システム情報学専

攻准教授）
2008/4/1 ～ 2010/8/31　情報システム分野准教授に併任
2010/9/1　（大学院情報理工学系研究科システム情報学専攻教

授）
2010/9/1 ～ 2012/3/31　情報システム分野教授に併任

中村　泰信　Yasunobu Nakamura

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科物理工学専攻教授

2012/4/1 量子情報物理工学分野教授

中山　靖司　Yasushi Nakayama

学位：東京工業大学修士
前職：日本銀行金融研究所

1999/6/16 　次世代電子商取引分野（先端経済工学研究センタ
ー）助教授

2001/4/1　転出（日本銀行）

南谷　崇　Takashi Nanya

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科教授

1996/4/1 ～ 1996/9/30　情報物理システム分野教授に併任
1996/10/1 　情報物理システム分野教授
2001/4/1 ～ 2004/3/31　センター長
2002/4/1 ～ 2008/3/31　駒場オープンラボラトリー長
2009/10/16　転出（大学院情報理工学系研究科システム情報学

専攻教授）
2009/10/16 ～ 2010/3/31　情報物理システム分野教授に併任

二木　鋭雄　Etsuo Niki

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部反応化学科教授

1990/4/1　分子情報機能材料分野教授
1996/4/1　生命反応化学分野教授
1997/4/1 ～ 1999/3/31　センター長
1998/4/9 ～ 2000/3/31　駒場オープンラボラトリー長
2000/4/1　転出（宇都宮大学工学部教授）

西成　活裕　Katsuhiro Nishinari

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻教授

2009/7/1　数理創発システム分野教授

西村　幸夫　Yukio Nishimura

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部都市工学科助教授

1991/3/1　都市環境システム分野助教授
1995/3/16 　転出（工学部都市工学科助教授）
2008/4/1　都市保全システム分野教授
2013/4/1 ～ 2016/3/31　所長
2016/5/1　転出（大学院工学系研究科都市工学専攻教授）

野口　祐二　Yuji Noguchi

学位：長岡技術科学大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科応用化学専攻講師

2004/7/16 　化学認識機能材料分野講師
2006/11/16　化学認識機能材料分野助教授
2007/4/1　化学認識機能材料分野准教授
2014/9/1　転出（大学院工学系研究科応用化学専攻准教授）

野口　悠紀雄　Yukio Noguchi

学位：イェール大学博士（経済学）
前職：一橋大学経済学部教授

1996/1/1 ～ 1996/3/31　科学技術産業相関分野教授に併任
1996/4/1　科学技術産業相関分野教授
1999/4/1　経済工学分野（先端経済工学研究センター）教授
2001/4/1　転出（青山学院大学教授）

橋本　和仁　Kazuhito Hashimoto

学位：東京大学博士（理学）
前職：大学院工学系研究科教授

1997/7/1　化学認識機能材料分野教授
2004/4/1　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）

教授
2004/4/1 ～ 2007/3/31　所長
2016/4/1　転出（政策ビジョン研究センターイノベーション制

度研究部門教授）

橋本　毅彦　Takehiko Hashimoto

学位：ジョンズ・ホプキンズ大学博士
前職：大学院総合文化研究科助教授

1996/5/16　科学技術論・科学技術政策講座（先端学際工学専
攻）助教授

1999/10/16　科学技術論・科学技術政策講座（先端学際工学専
攻）教授

2006/4/1　転出（大学院総合文化研究科教授）
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花木　啓祐　Keisuke Hanaki

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部教授

1993/1/1　都市環境システム分野教授
1998/4/1　転出（大学院工学系研究科都市工学専攻教授）

馬場　靖憲　Yasunori Baba

学位：英国サセックス大学博士
前職：人工物工学研究センター教授

2001/7/1　次世代電子商取引分野（先端経済工学研究センタ
ー）教授

2004/4/1　次世代電子商取引分野教授
2005/4/1　経営情報分野教授
2006/4/1　社会共創分野教授
2007/4/1　先端学際工学専攻教授

浜窪　隆雄　Takao Hamakubo

学位：京都大学博士（医学）
前職：京都大学化学研究所助手

1996/5/1　科学技術と社会的価値分野助手
1997/4/1　科学技術と社会的価値分野講師
1999/4/1　分子生物医学分野助教授
2002/4/1　分子生物医学分野教授
2013/4/1　軽量生物医学部門教授

東口　實　Minoru Higashiguchi

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設教授

1988/4/1　高速電子機能デバイス分野教授
1990/4/1　転出（東京工科大学）

日暮　栄治　Eiji Higurashi

学位：東北大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科精密機械工学専攻助教授

2004/4/1　製造情報システム分野助教授
2007/4/1　製造情報システム分野准教授
2014/4/1　転出（大学院工学系研究科精密工学専攻准教授）

久田　俊明　Toshiaki Hisada

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部機械工学科助教授

1988/4/1　巨大システム分野助教授
1993/12/1 　転出（工学部機械情報工学専攻教授）

檜山　敦　Atsushi Hiyama

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院情報理工学系研究科特任講師

2016/9/1　身体情報学分野講師

平田　賢　Masaru Hirata

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部船用機械工学科教授

1988/4/1　巨大システム分野教授
1991/4/1　転出（工学部教授）
1991/4/1 ～ 1991/8/31　巨大システム分野教授に併任

廣瀬　明　Akira Hirose

学位：東京大学博士（工学）

1987/6/16　光デバイス分野助手
1991/2/16 　高速電子機能デバイス分野講師
1995/4/1　高速電子機能デバイス分野助教授
1999/4/1　転出（大学院新領域創成科学研究科助教授）
1999/4/1 ～ 2002/3/31　情報デバイス分野助教授に併任

廣瀬　通孝　Michitaka Hirose

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科教授

1997/7/1　生命知能システム分野教授
2006/4/1　転出（大学院情報理工学系研究科教授）
2006/4/1　生命知能システム分野教授に併任

廣田　光一　Koichi Hirota

学位：東京大学博士（工学）
前職：豊橋技術科学大学工学部助手

2000/1/1　生命知能システム分野助教授
2005/2/1　転出（大学院新領域創成科学研究科環境学専攻助教

授）
2005/4/1 ～ 2006/3/31　生命知能システム分野助教授に併任

廣松　毅　Takeshi Hiromatsu

学位：東京大学修士（経済学）
前職：教養学部助教授

1987/4/1　科学技術産業相関分野助教授
1989/11/1 　情報技術社会相関分野教授
1995/4/1　転出（教養学部教授）
1995/4/1 ～ 1996/3/31　情報技術社会相関分野教授に併任
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福島　智　Satoshi Fukushima

学位：東京大学博士（学術）
前職：金沢大学教育学部助教授

2001/4/1　生命情報ネットワーク分野助教授
2003/4/1　バリアフリー分野助教授
2007/4/1　バリアフリー分野准教授
2008/10/1　バリアフリー分野教授

藤井　眞理子　Mariko Fujii

学位：東京大学博士（学術）
前職：大蔵省関税局国際調査課課長

1999/4/16 　情報文化社会分野助教授
2001/3/1　先端金融工学分野（先端経済工学研究センター）教

授
2004/4/1　先端金融工学分野教授
2007/4/1 ～ 2015/10/21　ファイナンス分野教授
2015/10/22　転出（外務省駐ラトビア大使）

藤嶋　昭　Akira Fujishima

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科応用化学専攻教授

2000/6/16　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）
教授

2003/4/1　転出（神奈川科学技術アカデミー理事長）

藤正　巌　Iwao Fujimasa

学位：東京大学博士（医学）
前職：医学部医用電子工学研究施設助教授

1987/4/1　生体計測分野助教授
1988/10/16　生態計測分野教授
1995/4/1　人工生体機構分野教授
1996/4/1　転出（埼玉大学大学院政策科学研究科教授）
1996/5/1 ～ 1997/3/31　人工生体機構分野教授に併任

伏見　正則　Masanori Fushimi

学位：東京大学博士（工学）

1999/4/1 ～ 2000/3/31　先端金融工学分野（先端経済工学研究
センター）教授に併任（本務：大学院工学系研究科）

藤本　浩司　Koji Fujimoto

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科助教授

1999/4/1　バイオメカニクス分野助教授
2002/4/1　転出（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻助教

授）

二タ村　森　Shigeru Futamura

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部助手

1990/12/1　分子情報機能材料分野講師
1993/3/1　分子情報機能材料分野助教授
1993/4/1　転出（通産省工業技術院資源環境技術総合研究所大

気圏環境保全部励起化学研究室主任研究官）

古川　俊之　Toshiyuki Furukawa

学位：大阪大学博士（医学）
前職：医学部医用電子工学研究施設

1987/4/1　生体計測分野教授
1988/4/1　転出（医学部附属医用電子研究施設基礎医学電子部

門教授）
1988/4/1 ～ 1988/10/15　生体計測分野教授に併任

星加　良司　Ryoji Hoshika

学位：東京大学博士（社会学）

2010/4/1 ～ 2017/7/31　バリアフリー分野講師に併任（本務：
大学院教育学研究科バリアフリー教育開発研究センター講
師）

2017/8/1　バリアフリー分野准教授に併任

保立　和夫　Kazuo Hotate

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設講師

1987/4/1　光デバイス分野助教授
1993/4/1　光デバイス分野教授
1997/4/1　転出（大学院工学系研究科教授）

堀　浩一　Koichi Hori

学位：東京大学博士（工学）
前職：国文学研究資料館研究情報部助教授

1988/4/1　知識処理・伝達システム分野助教授
1992/4/10 　知能工学講座（先端学際工学専攻）助教授
1994/4/1　（工学部航空宇宙工学科助教授）
1997/12/1 　（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻教授）
1998/4/1　知能工学講座（先端学際工学専攻）教授
2008/7/1　（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻教授）
2008/7/1 ～ 2012/3/31　知能工学分野教授に併任

堀江　一之　Kazuyuki Horie

学位：東京大学博士（理学）
前職：工学部附属境界領域研究施設助教授

1988/4/1　分子情報機能材料分野助教授
1990/4/1　転出（工学部助教授）
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牧原　出　Izuru Makihara

学位：東京大学博士（学術）
前職：東北大学大学院法学研究科教授

2013/4/1　政治行政システム分野教授

桝田　祥子　Sachiko Masuda

学位：東京大学博士（学術）
前職：大学院薬学系研究科特任講師

2016/7/1　知的財産法分野准教授

町田　和雄　Kazuo Machida

学位：北海道大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻教授

2002/9/1　宇宙環境システム学分野教授
2009/4/1　転出

松岡　秀雄　Hideo Matsuoka

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部附属境界領域研究施設助手

1987/6/1　科学技術産業相関分野助手
1992/4/1　科学技術産業相関分野講師
1996/4/1　科学技術産業相関分野助教授
1998/4/1　転出（帝京平成大学情報学部情報工学科教授）

松原　秀彰　Hideaki Matsubara

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部金属材料学科講師

1988/6/1　耐環境材料分野講師
1991/3/1　耐環境材料分野助教授
1992/4/1　転出（財団法人ファインセラミックスセンター試験

研究所主任研究員）

松村　欣宏　Yoshihiro　Matsumura

学位：東北大学博士（理学）
前職：代謝医学分野助教

2017/4/1　代謝医学分野准教授

満渕　邦彦　Kunihiko Mabuchi

学位：東京大学博士（医学）
前職：医学部附属医用電子研究施設助手

1989/7/16　生体計測分野助教授
1995/4/1　人工生体機構分野助教授
1996/7/1　国際・産学共同研究センター教授
2002/4/1　転出（大学院情報理工学系研究科システム情報学専

攻教授）

御厨　貴　Takashi Mikuriya

学歴：東京大学博士（学術）
前職：政策研究大学院大学大学院政策研究科教授

2002/12/16 ～ 2003/3/31　生命大部門教授に併任
2003/4/1 ～ 2003/9/30　先端科学技術研究戦略分野（先端経済

工学研究センター）教授に併任
2003/10/1　先端科学技術研究戦略分野（先端経済工学研究セ

ンター）教授
2004/4/1　情報文化社会分野教授
2012/4/1　転出（放送大学）

溝口　博　Hiroshi Mizoguchi

学位：東京大学博士（工学）
前職：株式会社東芝研究開発センター機械・エネルギー研究所

第二研究所研究主務

1994/3/1　巨大システム分野助教授
1994/4/1　生命知能システム分野助教授
1997/4/1　転出（埼玉大学工学部助教授）

アニエス・ティクシエ・三田　Agnes Tixier Mita

学位：リール工科大学博士
前職：生産技術研究所附属マイクロナノメカトロニクス国際研

究センター准教授

2010/6/1　極小デバイス理工学分野准教授

三田　達　Itaru Mita

学位：東京大学博士（理学）
前職：工学部附属境界領域研究施設教授

1988/4/1　分子情報機能材料分野教授
1990/4/1　転出（東京大学名誉教授）

南　正輝　Masateru Minami

学位：東京大学博士（工学）
前職：芝浦工業大学工学部電子工学科講師

2008/4/1 ～ 2011/3/31　情報ネットワーク分野准教授
2011/4/1　転出（芝浦工業大学工学部准教授）

宮野　健次郎　Kenjiro Miyano

学位：ノースウェスタン大学博士
前職：大学院工学系研究科教授

2001/4/1　フォトニクス材料分野教授
2007/4/1 ～ 2010/3/31　所長
2008/4/1 ～ 2010/3/31　駒場オープンラボラトリー長
2012/4/1　転出（独立行政法人物質・材料研究機構フェロー）



第 2章　研　究

99

宮山　勝　Masaru Miyayama

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科合成化学専攻講師

1987/6/1　化学認識機能材料分野講師
1988/6/1　化学認識機能材料分野助教授
1997/4/1　（大学院工学系研究科応用化学専攻助教授）
1997/4/1 ～ 2001/3/31　インテリジェント材料学講座（先端学

際工学専攻）助教授に併任
1999/9/1　（生産技術研究所助教授）
2001/4/1　（生産技術研究所教授）
2003/11/16　（大学院工学系研究科応用化学専攻助教授）
2004/4/1　化学認識機能材料分野教授
2014/7/1　転出（大学院工学系研究科応用化学専攻教授）

村上　存　Tamotsu Murakami

　先端学際工学専攻学際設計工学講座において、大学院工学系
研究科産業機械工学専攻所属教官として教育にあたる

村上　陽一郎　Yoichiro Murakami

学位：東京大学修士（文学）
前職：教養学部教授

1988/4/1 ～ 1989/3/31　科学技術倫理分野教授に併任
1989/4/1　科学技術倫理分野教授
1992/4/10　科学技術論・科学技術政策講座（先端学際工学専

攻）教授
1993/4/1 ～ 1995/3/31　センター長
1995/4/1　転出（国際基督教大学教授）

元橋　一之　Kazuyuki Motohashi

学位：慶應義塾大学博士（商学）
前職：一橋大学イノベーション研究センター助教授

2004/1/16　科学技術政策講座（先端学際工学専攻）助教授

森　武俊　Taketoshi Mori

学位：東京大学博士（工学）
前職：日本学術振興会研究員

1995/4/1　生命知能システム分野助手
1998/4/1　生命知能システム分野講師
1999/4/1　転出（大学院工学系研究科機械情報工学専攻講師）

森川　博之　Hiroyuki Morikawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科教授

2007/4/1　国際・産学共同研究センター教授
2008/4/1　情報ネットワーク分野教授
2017/4/1　転出（大学院工学系研究科電気系工学専攻教授）
2017/4/1　情報ネットワーク分野教授に併任

矢入　健久　Takehisa Yairi

学位：東京大学博士（工学）
前職：日本学術振興会特別研究員

1999/4/1　バイオメカニクス分野助手
2001/7/16 　（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻講師）
2004/3/16 　宇宙環境システム学分野講師
2006/11/16　宇宙環境システム学分野助教授
2007/4/1　宇宙環境システム学分野准教授
2009/4/1　先端学際工学専攻准教授
2015/4/1　転出（大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻准教

授）

安田　浩　Hiroshi Yasuda

学位：東京大学博士（工学）
前職：NTT 情報通信研究所所長

1997/4/1　科学技術開発法分野教授
1998/4/1　国際・産学共同研究センター教授
2003/4/1 ～ 2004/3/31　国際・産学共同研究センター長
2007/4/1　転出（東京電機大学未来科学部情報メディア学科教

授）

谷内江　望　Nozomu Yachie

学位：慶應義塾大学博士（学術）
前職：トロント大学博士研究員

2014/7/1 ～ 2015/3/31　先進生命科学分野准教授
2015/4/1　合成生物学分野准教授

柳澤　大地　Daichi Yanagisawa

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科金属工学専攻教授

2015/10/1　数理創発システム分野准教授

柳田　博明　Hiroaki Yanagida

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部工業化学科教授

1987/4/1　化学認識機能材料分野教授
1989/4/1 ～ 1991/3/31　センター長
1991/4/1　（工学部工業化学科教授）
1991/4/1 ～ 1992/3/31　化学認識機能材料分野教授に併任
1992/4/1　インテリジェント材料学講座（先端学際工学専攻）

教授
1996/4/1　転出（（財）ファインセラミックスセンター専務理

事・試験研究所長）

矢野　和義　Kazuyoshi Yano

学位：東京大学博士（工学）
前職：日本学術振興会特別研究員

1993/8/1　バイオセンサー分野助手
2001/10/1 　分子生物医学分野講師
2002/4/1　転出（東京工科大学助教授）
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山口　哲志　Satosi Yamaguchi

学位：東京大学博士（工学）
前職：大学院工学系研究科化学生命工学専攻助教

2013/2/1　生命反応化学分野講師

山下　真司　Shinji Yamashita

学位：東京大学博士（工学）

1991/2/16 　光デバイス分野助手
1994/4/1　光デバイス分野講師
1995/4/16 　転出（工学部工学研究科電気工学専攻講師）
2013/4/1　情報デバイス分野教授

山下　俊　Takashi Yamashita

学位：東京大学博士（工学）

1988/4/1　分子情報機能材料分野助手
1993/8/1　分子情報機能材料分野講師
1994/12/1　転出（工学部講師）

山本　順寛　Yorihiro Yamamoto

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部助教授

1994/12/1　分子情報機能材料分野助教授
1996/4/1　生命反応化学分野助教授
2000/4/1　転出（大学院工学系研究科化学生命工学専攻助教

授）

山本　良一　Ryoichi Yamamoto

学位：東京大学博士（工学）
前職：工学部教授

1989/9/1　耐環境材料分野教授
1992/1/1　転出（生産技術研究所教授）
1992/1/1 ～ 1992/9/30　耐環境材料分野教授に併任

横山　憲二　Kenji Yokoyama

学位：東京工業大学博士（工学）

1992/4/1　バイオセンサー分野助手
1993/4/1　バイオセンサー分野講師
1994/4/1　転出（北陸先端科学技術大学院大学材料科学研究科

助教授）

吉川　弘之　Hiroyuki Yoshikawa

学位：東京大学博士（工学）

1992/4/1 ～ 1993/3/31　ファクトリーオートメーション分野
教授に併任（本務：大学院工学系研究科）

李　斗煥　Doohwan Lee

学位：東京大学博士（科学）
前職：NTT 未来ねっと研究所研究員

2012/4/1 ～ 2014/3/31　情報ネットワーク分野講師
2014/4/1　転出（日本電信電話未来ネット研究所研究主任）

和田　洋一郎　Yoichiro Wada

学位：東京大学博士（医学）
前職：システム生物医学分野特任准教授

2013/4/1　システム生物医学分野教授に併任（本務：アイソト
ープ総合センター教授）

渡邊　克巳　Katsumi Watanabe

学位：カリフォルニア工科大学博士
前職：（独）産業技術総合研究所人間福祉医工学研究部門研究

員

2006/4/1　認知科学分野助教授
2007/4/1 ～ 2015/3/31　認知科学分野准教授
2015/4/1　転出（早稲田大学理工学術院基幹理工学部表現工学

科教授）

渡部　俊也　Toshiya Watanabe

学位：東京工業大学博士（工学）
前職：東陶機器株式会社基礎研究所主席研究主幹

1998/4/1　情報機能材料分野客員教授
2001/4/1　資源・エネルギー・環境政策分野教授
2006/4/1　国際・産学共同研究センター教授
2006/4/1 ～ 2007/3/31　国際・産学共同研究センター長
2008/4/1　技術経営分野教授
2012/12/1 　転出（政策ビジョン研究センター教授）
2012/12/1 　技術経営分野教授に併任

渡邊　誠　Makoto Watanabe

学位：東京大学博士（工学）
前職：物質・材料研究機構構造材料研究拠点 SIP-MI ラボ長

2017/4/1　高機能材料分野准教授
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資料2-2-2　交付金助手・助教一覧
　本資料は、運営費交付金によって雇用されている先端研所属の助手（2007 年度以降は原則として助教）の一覧である。関連組
織に所属している場合は、データベースに記録されている以外は掲載していない。在籍年度は 4 月から始まる会計年度で示して
いる。

名前 読み 在籍年度 分野等

青木　輝勝 アオキ　テルマサ 1998 ～ 2001 科学技術開発法
秋光　淳生 アキミツ　トシオ 2000 ～ 2002 情報デバイス
秋山　英文 アキヤマ　ヒデフミ 1993 ～ 1996 極小デバイス
安藤　規泰 アンドウ　ノリヤス 2007 ～ 2016 生命知能システム
池内　真志 イケウチ　マサシ 2010 ～ 2015 医用マイクロマシン
池田　浩治 イケダ　コウジ 1993 ～ 1994 高信頼性材料
池袋　一典 イケブクロ　カズノリ 1993 ～ 1995 バイオセンサー
石田　悟己 イシダ　サトミ 1998 ～ 極小デバイス、極小デバイス理工学
泉山　塁威 イズミヤマ　ルイ 2017 ～ 共創まちづくり
磯山　隆 イソヤマ　タカシ 1998 ～ 2001 人工生体機構
一ノ瀬　俊明 イチノセ　トシアキ 1993 ～ 1995 都市環境システム
伊藤　寿浩 イトウ　トシヒロ 1994 ～ 1995 微小製造科学
稲垣　毅 イナガキ　タケシ 2009 代謝医学
稲田　善信 イナダ　ヨシノブ 1998 ～ 2002 生命知能システム
乾　正知 イヌイ　マサトモ 1988 ～ 1990 ファクトリーオートメーション
井上　健司 イノウエ　ケンジ 2003 ～ 2005 分子生物医学
今井　雅 イマイ　マサシ 2000 ～ 2005 情報物理システム
今村　卓史 イマムラ　タカシ 2009 ～ 2013 数理創発システム
井山　尚史 イヤマ　ヒサシ 1988 ～ 1989 ロボチックス材料
入江　寛 イリエ　ヒロシ 2001 ～ 2004 化学認識機能材料
上殿　明良 ウエドノ　アキラ 1992 化学認識機能材料
宇佐美　徳隆 ウサミ　ノリタカ 1994 ～ 1999 フォトニクス材料
浦野　明 ウラノ　アキラ 1996 ～ 1997 都市環境システム
榎　学 エノキ　マナブ 1988 ～ 1990 ロボチックス材料
大越　慎一 オオコシ　シンイチ 1997 ～ 1999 化学認識機能材料
大島　隆治 オオシマ　リュウジ 2009 ～ 2010 新エネルギー
小川　直毅 オガワ　ナオキ 2008 ～ 2011 フォトニクス材料
小野　奈穂子 オノ　ナホコ 2001 ～ 2003 知的財産法
片岡　憲一 カタオカ　ケンイチ 2001 ～ 2004 微小製造科学
加藤　一弘 カトウ　カズヒロ 1997 ～ 2006 光デバイス
加藤　敬行 カトウ　タカユキ 2009 ケミカル・バイオテクノロジー　RNA 領域
金子　丈夫 カネコ　タケオ 1991 耐環境材料
神山　和人 カミヤマ　カズト 2006 ～ 2008 情報物理システム
川村　一郎 カワムラ　イチロウ 1996 ～ 1997 科学技術と社会的価値
岸　眞人 キシ　マサト 1988 ～ 1990 高速電子機能デバイス
北　和之 キタ　カズユキ 2000 ～ 2002 地球大気環境科学
北川　学 キタガワ　マナブ 1990 ～ 2000 高速電子機能デバイス
金　炳男 キム　ビョンナム 1995 ～ 1997 高信頼性材料
桑子　雅史 クワコ　マサシ 1997 ～ 1999 情報物理システム
黄　晋二 コウ　シンジ 2000 フォトニクス材料
後藤　佑樹 ゴトウ　ユウキ 2009 ケミカル・バイオテクノロジー　ペプチド領域
齋藤　逸郎 サイトウ　イツロウ 2002 ～ 2006 人工生体機構
齊藤　圭亮 サイトウ　ケイスケ 2014 ～ 2015 理論化学
榊原　伊織 サカキバラ　イオリ 2017 ～ 代謝医学
佐々木　元 ササキ　ゲン 1992 ～ 1993 ファクトリーオートメーション、微小製造科学
佐々木　聰 ササキ　サトシ 1994 ～ 2001 バイオセンサー
佐藤　純 サトウ　ジュン 2014 ～ 数理創発システム
佐藤　信 サトウ　シン 2015 ～ 政治行政システム
猿渡　俊介 サルワタリ　シュンスケ 2008 ～ 2011 情報ネットワーク
澤田　敏樹 サワダ　トシキ 2010 ～ 2011 バイオナノマテリアル
柴田　克成 シバタ　カツナリ 1993 ～ 1996 高速電子機能デバイス
柴山　創太郎 シバヤマ　ソウタロウ 2011 ～ 2012 科学技術論・科学技術政策
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清水　大雅 シミズ　ヒロマサ 2002 ～ 2006 情報デバイス
徐　陽 ジョ　ヨウ 2000 ～ 2001 高信頼性材料
志波　光晴 シワ　ミツハル 1992 ～ 1994 高信頼性材料
菅　正史 スガ　マサシ 2005 ～ 2007 都市環境システム
鈴木　真也 スズキ　シンヤ 2005 ～ 2014 化学認識機能材料
鈴木　誠 スズキ　マコト 2012 ～ 2016 情報ネットワーク
鈴木　正康 スズキ　マサヤス 1989 ～ 1991 バイオセンサー
隅藏　康一 スミクラ　コウイチ 1998 ～ 2001 知的財産法
瀬田　史彦 セタ　フミヒコ 1998 ～ 2004 都市環境システム
早出　広司 ソウデ　コウジ 1988 ～ 1989 バイオセンサー
高橋　裕 タカハシ　ユタカ 1991 ファクトリーオートメーション
多久島　裕一 タクシマ　ユウイチ 1995 ～ 1996 光デバイス
田口　純子 タグチ　ジュンコ 2017 人間支援工学
竹川　暢之 タケガワ　ノブユキ 2002 ～ 2003 地球大気環境科学
忠末　裕美 タダスエ　ヒロミ 1987 ～ 1990 都市環境システム
立澤　清彦 タツザワ　キヨヒコ 1988 ～ 1990 耐環境材料
田中　克明 タナカ　カツアキ 2003 ～ 2008 知能工学
田中　秀幸 タナカ　ヒデユキ 2003 ～ 2008 宇宙環境システム学
谷村　恭子 タニムラ　キョウコ 2010 ～ 2011 代謝医学
田渕　豊 タブチ　ユタカ 2017 ～ 情報物理工学
玉置　亮 タマキ　リョウ 2016 ～ 新エネルギー
田丸　博晴 タマル　ヒロハル 2001 ～ 2008 フォトニクス材料
鎭西　恒雄 チンゼイ　ツネオ 1987 ～ 1994 生体計測
津田　浩 ツダ　ヒロシ 1994 高信頼性材料
堤　修一 ツツミ　シュウイチ 2005 ～ 2010 ゲノムサイエンス
DIMMER，Christian　 ディマ、クリスティアン 2012 ～ 2015 都市保全システム
鳥越　一平 トリゴエ　イッペイ 1988 ～ 1989 物理情報変換デバイス
永江　玄太 ナガエ　ゲンタ 2010 ～ 2015 ゲノムサイエンス
長越　柚季 ナガコシ　ユズキ 2016 ～ 2017 知的財産法
中崎　城太郎 ナカザキ　ジョウタロウ 2006 ～ 2017 エネルギー環境
中島　秀人 ナカジマ　ヒデト 1988 ～ 1994 科学技術倫理
永瀬　節治 ナガセ　セツジ 2010 ～ 2011 都市保全システム
永宗　靖 ナガムネ　ヤスシ 1989 ～ 1995 極小デバイス
中村　征樹 ナカムラ　マサキ 2002 ～ 2005 科学技術論
中村　吉伸 ナカムラ　ヨシノブ 1987 ～ 1991 化学認識機能材料
仲矢　長次 ナカヤ　チョウジ 1988 ～ 1998 バイオメカニクス
西井　和晃 ニシイ　カズアキ 2011 ～ 2015 気候変動科学
西村　由希子 ニシムラ　ユキコ 2007 ～ 2015 知的財産法
野口　範子 ノグチ　ノリコ 1993 ～ 2001 生命反応科学、分子情報機能材料
野口　裕久 ノグチ　ヒロヒサ 1989 ～ 1993 巨大システム
野田　武司 ノダ　タケシ 1996 ～ 1998 極小デバイス
野原　卓 ノハラ　タク 2008 ～ 2009 都市保全システム
長谷川　誠 ハセガワ　マコト 2004 ～ 2005 高信頼性材料
浜窪　隆雄 ハマクボ　タカオ 1996 科学技術と社会的価値
肥後　昭男 ヒゴ　アキオ 2007 ～ 2011 情報デバイス
筆宝　義隆 ヒッポウ　ヨシタカ 2002 ～ 2004 ゲノムサイエンス
平嶋　竜太 ヒラシマ　リュウタ 1998 科学技術財産法
平林　ルミ ヒラバヤシ　ルミ 2015 ～ 2016 人間支援工学
廣川　淳 ヒロカワ　ジュン 1994 ～ 2000 地球環境物質科学
廣瀬　明 ヒロセ　アキラ 1987 ～ 1990 光デバイス
深津　晋 フカツ　ススム 1987 ～ 1994 フォトニクス材料
藤森　智行 フジモリ　トモユキ 2006 製造情報システム
PECHTER，Kenneth 
Gordon 

ペクター、ケネス　ゴードン 1994 ～ 1995 科学技術産業相関

星　貴之 ホシ　タカユキ 2016 ～ 2017 身体情報学
星井　拓也 ホシイ　タクヤ 2011 ～ 2015 新エネルギー
細田　奈麻絵（直江） ホソダ　ナオエ 1995 ～ 2000 微小製造科学
堀内　恵子 ホリウチ　ケイコ 2014 ～ 計量生物医学部門
前田　太郎 マエダ　タロウ 1992 ～ 1994 物理情報変換デバイス
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増田　一之 マスダ　カズユキ 2006 ～ システム生物医学、軽量生物医学部門
松浦　弘幸 マツウラ　ヒロユキ 1994 ～ 1997 人工生体機構
松岡　秀雄 マツオカ　ヒデオ 1987 ～ 1991 科学技術産業相関
松下　智紀 マツシタ　トモノリ 2015 ～ 高機能材料
松田　達 マツダ　タツ 2011 ～ 2014 都市保全システム
松野　寿生 マツノ　ヒサオ 2003 ～ 2009 バイオナノマテリアル
松村　功徳 マツムラ　カツノリ 2006 ～ 2012 高信頼性材料
松村　茂 マツムラ　シゲル 1991 ～ 1992 都市環境システム
松村　欣宏 マツムラ　ヨシヒロ 2012 ～ 2016 代謝医学
三崎　広海 ミサキ　ヒロウミ 2013 ～ 2014 センターファイナンス
道川　隆士 ミチカワ　タカシ 2006 ～ 2013 製造情報システム
道畑　正岐 ミチハタ　マサキ 2015 ～ 光製造科学
光野　秀文 ミツノ　ヒデフミ 2016 ～ 生命知能システム
宮崎　英樹 ミヤザキ　ヒデキ 1993 ～ 1998 巨大システム、生命知能システム
宮崎　雄三 ミヤザキ　ユウゾウ 2003 ～ 2007 地球大気環境科学
宮村　典秀 ミヤムラ　ノリヒデ 2010 ～ 2012 宇宙環境利用学、知能工学
武藤　範雄 ムトウ　ノリオ 1990 ～ 1991 化学認識機能材料
村上　裕 ムラカミ　ヒロシ 2003 ～ 2008 ケミカル・バイオテクノロジー
茂木　信宏 モテキ　ノブヒロ 2008 ～ 2011 地球大気環境科学
本山　澄夫 モトヤマ　スミオ 1988 ～ 2003 情報技術社会相関
本山　雄一 モトヤマ　ユウイチ 2013 高信頼性材料
森　武俊 モリ　タケトシ 1995 ～ 1997 生命知能システム
森　朋子 モリ　トモコ 2015 ～ 2016 都市保全システム
森　久史 モリ　ヒサシ 1998 高信頼性材料
森　正人 モリ　マサト 2016 ～ 気候変動科学
矢入　健久 ヤイリ　タケヒサ 1999 ～ 2001 知能工学
柳田　雅明 ヤナギダ　マサアキ 1993 ～ 1994 情報技術社会相関
柳田　康幸 ヤナギダ　ヤスユキ 1990 ～ 1996 情報物理システム、物理情報変換デバイス
矢野　和義 ヤノ　カズヨシ 1993 ～ 2001 バイオセンサー
山内　平行 ヤマウチ　ヒロユキ 1988 ～ 1994 知識処理・伝達システム
山崎　歴舟 ヤマザキ　レキシュウ 2012 ～ 2016 量子情報物理工学
山下　真司 ヤマシタ　シンジ 1990 ～ 1993 光デバイス
山下　俊 ヤマシタ　タカシ 1988 ～ 1993 分子情報機能材料
鎗目　雅 ヤリメ　マサル 2004 次世代電子商取引
横矢　直人 ヨコヤ　ナオト 2013 ～ 知能工学
横山　憲二 ヨコヤマ　ケンジ 1992 バイオセンサー
吉田　直哉 ヨシダ　ナオヤ 2003 ～ 2010 資源・エネルギー・環境政策
李　洪玲 リ　コウレイ 1993 ～ 1997 化学認識機能材料
鷲野　由紀 ワシノ　ユキ 1992 ～ 科学技術産業相関、所長室
渡邉　宙志 ワタナベ　ヒロシ 2015 ～ 理論化学
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資料2-2-3　客員教員一覧

氏名 読み 職名 研究室名

Zheng Shengli ゼン　シェンリー 客員教授 寄付研究：アジア・国際知的財産権
（CSK）

相田　義明 アイタ　ヨシアキ 客員教授 客員：技術開発政策, 寄付研究：アジ
ア・国際知的財産権（CSK）

相羽　康郎 アイバ　ヤスオ 客員助教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Amar S. Bhalla アマール　S　バーラ 客員教授 寄付研究：未来化学（三井東圧化学）
Armen Der 
Kiureghian

アルメン　デル　キウレギアン 客員教授 寄付研究：未来システム（三菱重工業）

Andrew S. Jordan アンドリュウ　S　ジョルダン 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Andrea Prosperetti アンドレア　プロスペレッティー 客員教授 寄付研究：未来システム（三菱重工

業）
安念　潤司 アンネン　ジュンジ 客員教授 客員：技術アセスメント, 客員：技術

移転法・技術移転政策
Arthur C. Gossard アーサー　Ｃ　ゴサード 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
Aart Bijl アート　バイル 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
飯塚　哲哉 イイヅカ　テツヤ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
Inyong　Ham インヨン　ハム 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
Ivan P. Kaminow イヴァン　P　カミノウ 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Weiming Lu ウェイミング　ルゥ 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Wayne W. 
Carmichael

ウエイン　W　カーマイケル 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー
（東洋水産）

植村　昭三 ウエムラ　ショウゾウ 客員教授 客員：応用電子商取引
内田　成明 ウチダ　シゲアキ 客員教授 情報デバイス　（中野研）
Wu Peiheng ウー　パイヘン 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
餌取　章男 エトリ　アキオ 客員教授 客員：システム・テクノロジー, 客員：

技術アセスメント
Evan Michael Tick エバン　マイケル　ティック 客員助教授 寄付研究：情報科学（CSK）
Enrique A. J. 
Marcatili

エンリケ　A　J　マルカティリ 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）

大沼　直紀 オオヌマ　ナオキ 客員教授 バリアフリー　（福島研）
大野　克人 オオノ　カツト 客員教授 先端金融工学　（藤井研）
岡本　勝就 オカモト　カツナリ 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
小川　是 オガワ　タダシ 客員教授 客員：技術アセスメント
奥村　勝弥 オクムラ　カツヤ 客員教授 寄付研究：実装工学（IMSI）, 寄付研

究：実装エコデザイン（エコデザイン
推進機構）

尾島　俊夫 オジマ　トシオ 客員教授 客員：システム・テクノロジー
小野　耕三 オノ　コウゾウ 客員教授 寄付研究：知的財産・技術インキュベ

ーション（JT）
香川　豊 カガワ　ユタカ 客員助教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
葛西　敬之 カサイ　ヨシユキ 客員教授 客員：鉄道事業と経営
片山　良史 カタヤマ　ヨシフミ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
狩野　覚 カノ　サトル 客員教授 客員：新レーザーデバイス
カーペンター　ステ
ィーブ　H.

カーペンター　スティーブ　H 客員教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）

北野　宏明 キタノ　ヒロアキ 客員教授 システム生物医学（児玉研）
Gideon S. Golany ギデオン　S　ゴラニー 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Guillemoles, Jean-
François

ギモール　ジャン ‐ フランソワ 客員教授 新エネルギー　（岡田研）

黒川　清 クロカワ　キヨシ 客員教授 客員：インタラクティブ, 客員：イン
タラクティブシステム

Claude C. Weisbuch クロード　C　ヴァイスブーフ 客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Gerald M. Rothberg ゲラルド　ロスバーグ 客員教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
Gerrit E. Bauer ゲリット　E　バウアー 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
小泉　英明 コイズミ　ヒデアキ 客員教授 生命情報ネットワーク　（伊福部研）, 

人間情報工学　（伊福部研）
河野　俊寛 コウノ　トシヒロ 客員講師 人間支援工学　（中邑研）
小笹　徹 コザサ　トオル 客員講師 システム生物医学（児玉研）
小林　久志 コバヤシ　ヒサシ 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
近藤　勝義 コンドウ　カツヨシ 客員助教授 客員：情報機能材料



第 2章　研　究

105

近藤　正晃　Ｊ． コンドウ　マサアキラジェームス 客員助教授 医療政策人材養成, 客員：インタラク
ティブシステム

斎藤　優 サイトウ　マサル 客員教授 客員：技術アセスメント
左貝　潤一 サカイ　ジュンイチ 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
堺屋　太一（池口　小
太郎）

サカイヤ　タイチ（イケグチ　コタ
ロウ）

客員教授 客員：技術移転法・技術移転政策

佐藤　壽芳 サトウ　ヒサヨシ 客員教授 客員：システム・テクノロジー
澤　昭裕 サワ　アキヒロ 客員教授 経営戦略　（澤研）
澤井　敬史 サワイ　タカシ 客員教授 客員：応用電子商取引
Soundar R. T.　
Kumara

サンダー　R　T　クマラ 客員助教授 寄付研究：情報科学（CSK）

島田　晴雄 シマダ　ハルオ 客員教授 客員：技術アセスメント
清水　初志 シミズ　ハツシ 客員教授 客員：技術移転法・技術移転政策
正林　真之 ショウバヤシ　マサユキ 客員助教授 寄付研究：環境バイオテクノロジー

（荏原製作所）
新谷　元嗣 シンタニ　モトツグ 客員教授 ファイナンス　（藤井研）
Shi Honglian シー　ホンリャン 客員助教授 客員：酸化ストレスによる生体傷害抗

酸化物とその防御
James Logan Merz ジェームズ　ローガン　マーツ 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
Zvy Dubinsky ジビィ　ドビンスキー 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）, 寄付研究：環境バイオテ
クノロジー（荏原製作所）

Jasprit Singh ジャスプリット　シン 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Jean-Pierre Leburton ジャン・ピエール　レバートン 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
Joel N. Schulman ジョエル　Ｎ　シュールマン 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Joseph W. Haus ジョセフ　Ｗ　ハウス 客員助教授 寄付研究：量子材料（日立）
John Pyne Walsh ジョン　ウォルシュ 客員教授 次世代電子商取引　（馬場研）
John Bennett ジョン　ベネット 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
杉村　陽 スギムラ　アキラ 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Stephen B. Maebius スティーブン　B　メビウス 客員助教授 寄付研究：アジア・国際知的財産権

（CSK）
Stephen R. Lee ステファン　R　リー 客員助教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
スロウィンスキー　
デビット　A.

スロウィンスキー　デビット　A 客員助教授 寄付研究：未来システム（三菱重工
業）

宋　東烈 ソン　ドンヨル 客員助教授 客員：先進複合材料の微視的変形・破
壊メカニズムの解明

髙柳　英明 タカヤナギ　ヒデアキ 客員教授 極小デバイス　（荒川研）, 客員：技術
アセスメント

竹内　俊文 タケウチ　トシフミ 客員助教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー
（東洋水産）

立花　隆 タチバナ　タカシ 客員教授 客員：科学技術と意識変化, 客員：イ
ンタラクティブシステム

田村　明照 タムラ　アキテル 客員助教授 寄付研究：アジア・国際知的財産権
（CSK）, 寄付研究：知的財産・技術イ
ンキュベーション（JT）

崔　勝哲 チェ　スンチョル 客員助教授 寄付研究：未来化学（三井東圧化学）
チェン　オーチス　Y. チェン　オーチス　Y 客員助教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
Chung Dong Seok チャン　ドン　ソク 客員助教授 客員：金属・金属化合物積層材料のヘ

ルスモニタリング
張　湘偉 チョウ　ショウイ 客員助教授 寄付研究：未来システム（三菱重工

業）
Chee-Wah Cheah チーワー　チャー 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
手塚　集 テヅカ　シュウ 客員教授
David J. Barnes デビット　J　バーンズ 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
デュッタ　スニル デュッタ　スニル 客員教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
Derek C. Houghton デレク　C　ホートン 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
David Frank Moore デヴィッド　フランク　ムーア 客員助教授 寄付研究：量子材料（日立）
富田　孝司 トミタ　タカシ 客員教授 経営戦略（澤研）
鳥井　弘之 トリイ　ヒロユキ 客員教授 客員：技術開発政策, 客員：インタラ

クティブシステム
中岡　哲郎 ナカオカ　テツロウ 客員教授 客員：技術アセスメント
中川　清和 ナカガワ　キヨカズ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
中野　泰志 ナカノ　ヤスシ 客員教授 人間本位の情報応用バリアフリー空

間の構築に関する研究

氏名 読み 職名 研究室名

Zheng Shengli ゼン　シェンリー 客員教授 寄付研究：アジア・国際知的財産権
（CSK）

相田　義明 アイタ　ヨシアキ 客員教授 客員：技術開発政策, 寄付研究：アジ
ア・国際知的財産権（CSK）

相羽　康郎 アイバ　ヤスオ 客員助教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Amar S. Bhalla アマール　S　バーラ 客員教授 寄付研究：未来化学（三井東圧化学）
Armen Der 
Kiureghian

アルメン　デル　キウレギアン 客員教授 寄付研究：未来システム（三菱重工業）

Andrew S. Jordan アンドリュウ　S　ジョルダン 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Andrea Prosperetti アンドレア　プロスペレッティー 客員教授 寄付研究：未来システム（三菱重工

業）
安念　潤司 アンネン　ジュンジ 客員教授 客員：技術アセスメント, 客員：技術

移転法・技術移転政策
Arthur C. Gossard アーサー　Ｃ　ゴサード 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
Aart Bijl アート　バイル 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
飯塚　哲哉 イイヅカ　テツヤ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
Inyong　Ham インヨン　ハム 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
Ivan P. Kaminow イヴァン　P　カミノウ 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Weiming Lu ウェイミング　ルゥ 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Wayne W. 
Carmichael

ウエイン　W　カーマイケル 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー
（東洋水産）

植村　昭三 ウエムラ　ショウゾウ 客員教授 客員：応用電子商取引
内田　成明 ウチダ　シゲアキ 客員教授 情報デバイス　（中野研）
Wu Peiheng ウー　パイヘン 客員教授 寄付研究：量子材料（日立）
餌取　章男 エトリ　アキオ 客員教授 客員：システム・テクノロジー, 客員：

技術アセスメント
Evan Michael Tick エバン　マイケル　ティック 客員助教授 寄付研究：情報科学（CSK）
Enrique A. J. 
Marcatili

エンリケ　A　J　マルカティリ 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）

大沼　直紀 オオヌマ　ナオキ 客員教授 バリアフリー　（福島研）
大野　克人 オオノ　カツト 客員教授 先端金融工学　（藤井研）
岡本　勝就 オカモト　カツナリ 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
小川　是 オガワ　タダシ 客員教授 客員：技術アセスメント
奥村　勝弥 オクムラ　カツヤ 客員教授 寄付研究：実装工学（IMSI）, 寄付研

究：実装エコデザイン（エコデザイン
推進機構）

尾島　俊夫 オジマ　トシオ 客員教授 客員：システム・テクノロジー
小野　耕三 オノ　コウゾウ 客員教授 寄付研究：知的財産・技術インキュベ

ーション（JT）
香川　豊 カガワ　ユタカ 客員助教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
葛西　敬之 カサイ　ヨシユキ 客員教授 客員：鉄道事業と経営
片山　良史 カタヤマ　ヨシフミ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
狩野　覚 カノ　サトル 客員教授 客員：新レーザーデバイス
カーペンター　ステ
ィーブ　H.

カーペンター　スティーブ　H 客員教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）

北野　宏明 キタノ　ヒロアキ 客員教授 システム生物医学（児玉研）
Gideon S. Golany ギデオン　S　ゴラニー 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Guillemoles, Jean-
François

ギモール　ジャン ‐ フランソワ 客員教授 新エネルギー　（岡田研）

黒川　清 クロカワ　キヨシ 客員教授 客員：インタラクティブ, 客員：イン
タラクティブシステム

Claude C. Weisbuch クロード　C　ヴァイスブーフ 客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Gerald M. Rothberg ゲラルド　ロスバーグ 客員教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
Gerrit E. Bauer ゲリット　E　バウアー 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
小泉　英明 コイズミ　ヒデアキ 客員教授 生命情報ネットワーク　（伊福部研）, 

人間情報工学　（伊福部研）
河野　俊寛 コウノ　トシヒロ 客員講師 人間支援工学　（中邑研）
小笹　徹 コザサ　トオル 客員講師 システム生物医学（児玉研）
小林　久志 コバヤシ　ヒサシ 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
近藤　勝義 コンドウ　カツヨシ 客員助教授 客員：情報機能材料
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中村　桂子 ナカムラ　ケイコ 客員教授 客員：インタラクティブ
中山　一郎 ナカヤマ　イチロウ 客員助教授 客員：技術移転法・技術移転政策, 客

員：インタラクティブシステム
西田　俊和 ニシダ　トシカズ 客員助教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
長谷川　文雄 ハセガワ　フミオ 客員助教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
花方　信孝 ハナガタ　ノブタカ 客員助教授 寄付研究：環境バイオテクノロジー

（荏原製作所）
林　勝彦 ハヤシ　カツヒコ 客員教授 客員：インタラクティブシステム
Harold Wegner ハロルド　ウェグナー 客員教授 寄付研究：アジア・国際知的財産権

（CSK）
Hans-Hermann 
Oppermann

ハンス　ヘルマン　オッパーマン 客員助教授 寄付研究：実装工学（IMSI）

Hannu K. Kangassalo ハンヌ　K　カンガッサロー 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
Patrick S. Nicholson パトリック　S　ニコルソン 客員教授 寄付研究：未来化学（三井東圧化学）
平石　次郎 ヒライシ　ジロウ 客員教授 客員：情報機能材料
廣井　良典 ヒロイ　ヨシノリ 客員助教授 寄付研究：先端医療・知的財産政策

（第一製薬）
客員教授 寄付研究：先端医療・知的財産政策

（第一製薬）
Pierre Destruel ピエール　デストリュエル 客員教授 新エネルギー　（岡田研）
Peter C. Bosselmann ピーター　C　ボッセルマン 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Peter F. Droege ピーター　F　ドローゲ 客員助教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Peter G. Eliseev ピーター　G　エリセイエフ 客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Fasol Gerhart ファーゾル　ゲルハルト 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Philippe C. Becker フィリップ　C　ベッカー　 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
渕　一博 フチ　カズヒロ 客員教授 客員：情報機能材料
Bruce E. Chalker ブルース　E　チョーカー 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
Hellmut Schutte ヘルムート　シュッテ 客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Payne David Alan ペイン　デビッド　アラン 客員教授 寄付研究：未来化学（三井東圧化学）
Botond Bognar ボートンド　ボグナー 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Paul J. Scheuer ポール　J　ショイヤー 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
Paul R. Prucnal ポール　R　プルースナル 客員教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Paul Blenkhorn ポール　ブレンクホーン 客員教授 人間支援工学　（中邑研）
Michael L. Joroff マイケル　L　ジョロフ 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
牧原　出 マキハラ　イヅル 客員教授 情報文化社会　（御厨研）
眞壽田　順啓 マスダ　ヨシヒロ 客員教授 客員：技術アセスメント
増地　矢恵子 マスチ　ヤエコ 客員助教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
松川　律子 マツカワ　リツコ 客員助教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
松本　博志 マツモト　ヒロシ 客員教授 客員：界面機能材料
Marek Osinski マレク　オシンスキー 客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）
Martin Fransman マーティン　フランスマン 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）

客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）
マートン　M.　フレ
ミングス

マートン　M　フレミングス 客員教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）

三上　修 ミカミ　オサム 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
御厨　貴 ミクリヤ　タカシ 客員教授 情報文化社会　（御厨研）
水木　純一郎 ミズキ　ジュンイチロウ 客員助教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）
水野　忠恒 ミズノ　タダツネ 客員教授 知的財産法　（玉井研）
Mitchell J. Rycus ミッシェル　J　ライカス 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Michal Kleiber ミハル　クライバー 客員教授 寄付研究：未来システム（三菱重工

業）
三宅　なほみ ミヤケ　ナホミ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
Milan Vlach ミラン　ブラッハ 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
向井　敏司 ムカイ　トシジ 客員助教授 客員：情報機能材料
武藤　敏郎 ムトウ　トシロウ 客員教授 先端金融工学（藤井研）
Mary C. Gabriel メアリー　C　ガブリエル 客員助教授 寄付研究：電気通信（NTT）
メンスィラ　タピオ　A. メンスィラ　タピオ　A 客員助教授 寄付研究：未来材料（新日鉄）

Md. Matiar Rahman 
Howlader

モハメド　マティアル　ラフマン　
ハウラダル

客員助教授 寄付研究：実装工学（IMSI）, 寄付研
究：実装エコデザイン（エコデザイン
推進機構）
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森　健一 モリ　ケンイチ 客員教授 客員：システム・テクノロジー
森口　尚史 モリグチ　ヒサシ 客員助教授 寄付研究：先端医療・知的財産政策

（第一製薬）
Morizet　
Mahoudeaux Pierre

モリゼー　マードゥ　ピエール 客員助教授 寄付研究：情報科学（CSK）

森谷　正規 モリタニ　マサノリ 客員教授 客員：技術アセスメント
薬師寺　泰蔵 ヤクシジ　タイゾウ 客員教授 客員：技術アセスメント
山口　真史 ヤマグチ　マサフミ 客員教授 新エネルギー（岡田研）
山口　光恒 ヤマグチ　ミツツネ 客員教授 経営戦略（澤研）
Jan Awrejcewicz ヤン　アヴレイツェヴィッチ 客員助教授 寄付研究：未来システム（三菱重工

業）
吉川　敏一 ヨシカワ　トシカズ 客員教授 客員：情報機能材料
吉國　裕三 ヨシクニ　ユウゾウ 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
吉田　大輔 ヨシダ　ダイスケ 客員教授 客員：技術開発政策
米本　昌平 ヨネモト　ショウヘイ 客員教授 客員：新レーザーデバイス
Ramu V. 
Ramaswamy

ラム　V　ラマズワミー 客員教授 寄付研究：電気通信（NTT）

Richard Bender リチャード　ベンダー 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
劉　玉付 リュウ　ギョクフ 客員助教授 高信頼性材料（香川研）
Louis F. Pau ルイ　F　パウ 客員教授 寄付研究：情報科学（CSK）
Leland S. Burns レランド　S　バーンズ 客員教授 寄付研究：都市開発工学（GCS）
Roger J. Malik ロジャー　J　マリック 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Robert Hull ロバート　ハル 客員助教授 寄付研究：コンピュータ・通信（NEC）
Rolf D. Schmid ロルフ　D　シュミット 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）
渡邊　克巳 ワタナベ　カツミ 客員准教授 人間支援工学（中邑研）
渡部　俊也 ワタナベ　トシヤ 客員教授 客員：情報機能材料
Walter C. Dunlap ワルター　C　ダンロップ 客員教授 寄付研究：海洋バイオテクノロジー

（東洋水産）, 寄付研究：環境バイオテ
クノロジー（荏原製作所）
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資料2-2-4　特任教員一覧
　本資料は、先端研に所属した特任教授、特任助教授、特任助手の一覧である。2007 年度在籍している場合は、特任助教授、特
任助手で採用されている場合でも、特任准教授、特任助教と表記した。在籍年度は 4 月から始まる会計年度で示している。 

名前 読み 身分 在籍年度 プロジェクト・分野・担当等

アーサン　ナズムル アーサン　ナズムル 特任助教 2009 ～ 2012 新エネルギー
特任准教授 2013 ～ 新エネルギー

愛場　雄一郎 アイバ　ユウイチロウ 特任助教 2010 生命反応化学
青木　画奈 アオキ　カナ 特任助手 2002 ナノ光電子デバイスに関する研究
赤座　英之 アカザ　ヒデユキ 特任教授 2009 ～ 2014 システム生物医学
赤羽　貴 アカハネ　タカシ 特任教授 2002 ～ 2006 知的財産法
阿川　尚之 アガワ　ナオユキ 特任教授 2005 ～ 2007 情報文化社会
浅場　浩 アサバ　ヒロシ 特任助手 2002 ～ 2004 システム生物医学
穴井　元暢 アナイ　モトノブ 特任准教授 2006 ～ 膜シグナル（メンブレントラフィック）、システム生物

医学
新井　賢一 アライ　ケンイチ 特任教授 2005 ～ 2009 システム生物医学
荒井　壽光 アライ　ヒサミツ 特任教授 2002 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
安藤　規泰 アンドウ　ノリヤス 特任助教 2006 ～ 2007 生命知能システム

特任講師 2016 ～ 生命知能システム
飯田　誠 イイダ　マコト 特任准教授 2010 ～ エネルギー環境
飯野　由里子 イイノ　ユリコ 特任助教 2008 ～ 2011 バリアフリー
JEHL, Zacharie　
Victor Samuel　
Nathanael

イェル　ザッカリ　ビ
クトール　サミュエル　
ナサニエル

特任助教 2016 ～ 新エネルギー

池田　修司 イケダ　シュウジ 特任助手 2004 ～ 2005 新規核酸材料の開発に関する研究
伊澤　久美 イザワ　クミ 特任助手 2004 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
石川　准 イシカワ　ジュン 特任教授 2015 ～ バリアフリー
石川　俊平 イシカワ　シュンペイ 特任助手 2004 ～ 2006 ゲノムサイエンス
石川　聖人 イシカワ　マサヒト 特任助教 2015 エネルギー環境
市村　公一 イチムラ　コウイチ 特任講師 2004 ～ 2006 医療政策人材養成
井手口　範男 イデグチ　ノリオ 特任助手 2005 バリアフリー
伊藤　憲二 イトウ　ケンジ 特任助手 2002 ～ 2005 科学技術論
伊藤　順司 イトウ　ジュンジ 特任教授 2005 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策
伊藤　学 イトウ　マナブ 特任助手 2005 ～ 2006 応用情報工学
稲垣　毅 イナガキ　タケシ 特任助教 2008 ～ 2009 システム生物医学

特任准教授 2010 ～ 2016 代謝医学
稲田　修一 イナダ　シュウイチ 特任教授 2012 ～ 2016 情報ネットワーク
井上　茂 イノウエ　シゲル 特任助教 2012 ～ 2013 情報デバイス
井上　貴文 イノウエ　タカフミ 特任助手 2005 情報文化社会
井上　佳則 イノウエ　ヨシノリ 特任助教 2011 ～ 2015 医用マイクロマシン
井上　亮太郎 イノウエ　リョウタロウ 特任助教 2012 ～ 2014 化学認識機能材料
井原　茂男 イハラ　シゲオ 特任教授 2002 ～ ダイナミカルバイオインフォマティクス、マイクロア

レイ解析、動的システム生物学に関する研究、システ
ム生物医学

伊福部　達 イフクベ　トオル 特任教授 2009 ～ 2010 人間情報工学
今井　雅 イマイ　マサシ 特任准教授 2005 ～ 2011 情報物理システム
今泉　英明 イマイズミ　ヒデアキ 特任講師 2008 ～ 2010 情報ネットワーク

特任准教授 2010 ～ 2012 情報ネットワーク
岩井　俊雄 イワイ　トシオ 特任教授 2002 ～ 2005 五感情報通信に関する研究
岩成　宏子 イワナリ　ヒロコ 特任助教 2007 ～ 2013 システム生物医学、分子生物医学、計量生物医学

特任准教授 2014 ～ 2017 計量生物医学
巖淵　守 イワブチ　マモル 特任准教授 2008 人間支援工学
上岡　玲子 ウエオカ　リョウコ 特任助教 2008 ～ 2009 生命知能システム
上田　一貴 ウエダ　カズタカ 特任助教 2007 ～ 2011 バリアフリー、人間支援工学
WALSH, John Pyne ウォルシュ、ジョン 特任教授 2002 ～ 2005 大学による新産業創造
鵜澤　潔 ウザワ　キヨシ 特任教授 2012 ～ 2017 経営戦略企画室
臼井　翔平 ウスイ　ショウヘイ 特任助教 2017 ～ コミュニケーション科学
内田　聡 ウチダ　サトシ 特任准教授 2006 ～ 2012 エネルギー環境

特任教授 2017 ～ 高機能材料
梅田　純子 ウメダ　ジュンコ 特任助手 2004 ～ 2005 環境低負荷型マグネシウム・ガラス同時リサイクル
江里口　正純 エリグチ　マサズミ 特任教授 2002 ～ 2006 癌転移メカニズム、癌転移抑制
王　云鵬 オウ　ウンホウ 特任助教 2012 ～ 2014 情報デバイス、新エネルギー
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大崎　壽 オオサキ　ヒサシ 特任教授 2002 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策、日欧ケミカルナノテク
ノロジー

大澤　毅 オオサワ　ツヨシ 特任助教 2011 ～ システム生物医学
大田　佳宏 オオタ　ヨシヒロ 特任助教 2011 ～ 2012 システム生物医学
大塚　一路 オオツカ　カズミチ 特任助手 2005 ～ 2006 先端金融工学
岡　耕平 オカ　コウヘイ 特任助教 2007 ～ 2010 バリアフリー、人間支援工学
岡田　昌史 オカダ　マサフミ 特任講師 2005 ～ 2008 医療政策人材養成
小川　紘一 オガワ　コウイチ 特任教授 2008 ～ 2010 資源・エネルギー・環境政策
小川　直毅 オガワ　ナオキ 特任助教 2006 ～ 2008 フォトニクス材料
小川　洋和 オガワ　ヒロカズ 特任助教 2008 ～ 2009 認知科学
荻本　泰史 オギモト　ヤスシ 特任准教授 2007 ～ 2011 フォトニクス材料
翁長　久 オナガ　ヒサシ 特任准教授 2009 ～ 2012 経営戦略企画室
小野　史典 オノ　フミノリ 特任助教 2009 ～ 2011 認知科学
OLCOTT, George オルコット　ジョージ 特任教授 2010 ～ 2013 先端金融工学
海津　利行 カイヅ　トシユキ 特任助教 2010 ～ 2012 新エネルギー
梶野　瑞王 カジノ　ミズオ 特任助教 2010 地球大気環境科学
CASSIM, Laila 
Frances  

カセム　ライラ　フラ
ンセス

特任助教 2016 ～ 人間支援工学

片山　英二 カタヤマ　エイジ 特任教授 2002 ～ 2006 知的財産法、知的創造マネジメント専門職育成ユニット
片山　健介 カタヤマ　ケンスケ 特任助手 2004 ～ 2005 都市環境システム
加藤　創一郎 カトウ　ソウイチロウ 特任講師 2012 ～ 2015 エネルギー環境
金崎　弘文 カナザキ　ヒロフミ 特任助教 2006 ～ 2007 宇宙環境システム学
金田　篤志 カネダ　アツシ 特任准教授 2006 ～ 2013 ゲノムサイエンス、システム生物医学
上條　由紀子 カミジョウ　ユキコ 特任教授 2004 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
嘉門　啓太 カモン　ケイタ 特任助手 2006 医療政策人材養成
苅田　知則 カリタ　トモノリ 特任助手 2004 バリアフリー
川原　範枝 カワハラ　ノリエ 特任助教 2011 ～ 2014 システム生物医学
川村　猛 カワムラ　タケシ 特任助教 2006 ～ 2014 分子生物医学、システム生物医学
姜　澤鎭 カン　テクジン 特任助教 2006 ～ 2008 ケミカル・バイオテクノロジー
神吉　康晴 カンキ　ヤスハル 特任助教 2012 ～ 2013 システム生物医学
神野　智世子 カンノ　チヨコ 特任准教授 2004 ～ 2010 推進室、経営戦略企画室
神原　秀夫 カンバラ　ヒデオ 特任助教 2012 ～ 2015 人間支援工学
北村　雅季 キタムラ　マサトシ 特任助手 2002 ～ 2005 極小デバイス、動的システム生物学に関する研究

特任助教授 2006 極小デバイス
喜多山　篤 キタヤマ　アツシ 特任助教 2017 ～ 所長室
木下　卓巳 キノシタ　タクミ 特任助教 2012 ～ エネルギー環境
木下　肇 キノシタ　ハジメ 特任教員 2007 安全衛生管理室

特任講師 2008 ～ 2012 安全衛生管理室
KIM Eui Seok キム　エイソク 特任助手 2002 情報物理システム
城山　優治 キヤマ　ユウジ 特任助教 2017 ～ システム生物医学
葛谷　明紀 クズヤ　アキノリ 特任助教 2007 生命反応化学
久保　貴哉 クボ　タカヤ 特任准教授 2006 ～ 2011 エネルギー環境

特任教授 2011 ～ エネルギー環境、新エネルギー
久保　友香 クボ　ユカ 特任助教 2007 ～ 2008 技術経営、次世代電子商取引、社会共創
熊谷　晋一郎 クマガヤ　シンイチロ

ウ
特任講師 2009 ～ 2014 バリアフリー

熊倉　嘉貴 クマクラ　ヨシタカ 特任助教 2005 ～ 2009 分子生物医学
黒石　眞史 クロイシ　マサフミ 特任教授 2002 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策、知的創造マネジメント

専門職育成ユニット
黒木　速人 クロキ　ハヤト 特任助手 2002 ～ 2007 生命情報ネットワーク、五感情報通信に関する研究、

情報バリアフリー技術による産業化モデルと障害者社
会参加のための実践的研究

黒須　卓 クロス　タク 特任准教授 2006 ～ 2007 安全・安心な社会を実現する科学技術人材養成
葛　錫金 ゲ　シジン 特任助手 2004 ゲノムサイエンス
小泉　直樹 コイズミ　ナオキ 特任教授 2003 ～ 2004 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
鯉渕　賢 コイブチ　サトシ 特任助手 2002 ～ 2003 先端金融工学
上妻　史郎 コウヅマ　シロウ 特任助手 2004 経済工学
小笹　徹 コザサ　トオル 特任教授 2010 ～ 2015 システム生物医学、軽量生物医学部門
後藤　裕 ゴトウ　ヒロシ 特任教授 2012 ～ 2015 経営戦略企画室、科学認識機能材料
小林　俊哉 コバヤシ　トシヤ 特任助教授 2002 ～ 2004 インテリジェント材料学、先端科学技術研究戦略
駒崎　雄一 コマザキ　ユウイチ 特任助教授 2003 ～ 2005 メガシティにおけるオキシダントの光化学制御戦略に

関する研究
近藤　勝義 コンドウ　カツヨシ 特任助教授 2002 ～ 2005 環境低負荷型マグネシウム・ガラス同時リサイクル

特任教授 2005 環境低負荷型マグネシウム・ガラス同時リサイクル
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近藤　武夫 コンドウ　タケオ 特任助教 2005 ～ 2009 バリアフリー
特任講師 2011 人間支援工学

近藤　正章 コンドウ　マサアキ 特任助手 2004 ～ 2006 情報物理システム
特任准教授 2006 ～ 2007 情報物理システム

近藤　正晃　ジェ
ームス

コンドウ　マサアキラ
ジェームス

特任助教授 2004 ～ 2006 医療政策人材養成

特任准教授 2007 ～ 2008 医療政策人材養成
齋藤　逸郎 サイトウ　イツロウ 特任助教 2007 ～ 2008 人工生体機構
齋藤　寛 サイトウ　ヒロシ 特任助手 2003 情報物理システム
酒井　寿郎 サカイ　ジュロウ 特任教授 2002 ～ 2009 システム生物医学、代謝・内分泌システム、動的シス

テム生物学に関する研究
先濱　俊子 サキハマ　トシコ 特任准教授 2002 ～ 2013 バキュロウイルスを用いた機能的蛋白質の大量発現

法、プロテインディスプレイ、動的システム生物学に
関する研究、分子生物医学

櫻井　健志 サクライ　タケシ 特任助教 2007 ～ 2013 生命知能システム
特任講師 2013 ～ 生命知能システム

佐々木　広 ササキ　ヒロシ 特任助教 2008 ～ 2009 情報物理システム
猿渡　俊介 サルワタリ　シュンス

ケ
特任助教 2008 生命・情報ネットワーク

塩澤　一洋 シオザワ　カズヒロ 特任助教授 2003 ～ 2006 知的財産法、知的創造マネジメント専門職育成ユニッ
ト

鹿野　豊 シカノ　ユタカ 特任准教授 2017 ～ 量子情報物理工学
鴫（日野）　成実 シギ（ヒノ）　ナルミ 特任助教 2007 ～ 2011 生命反応化学、生命・情報ネットワーク
篠田　恵子 シノダ　ケイコ 特任助教 2010 ～ システム生物医学
柴崎　芳一 シバサキ　ヨシカズ 特任教授 2002 ～ 2006、

2010 ～
システム生物医学、動的システム生物学に関する研究、
膜シグナル（メンブレントラフィック）

柴田　茂 シバタ　シゲル 特任講師 2014 ～ 臨床エピジェネティクス
清水　唯一朗 シミズ　ユイチロウ 特任助手 2003 ～ 2006 安全・安心な社会を実現する科学技術人材養成、情報

文化社会
志村　憲一郎 シムラ　ケンイチロウ 特任講師 2017 ～ 数理創発システム
白松　知世 シラマツ　トモヨ 特任助教 2016 ～ 生命知能システム
庄司　靖 ショウジ　ヤスシ 特任助教 2015 ～ 新エネルギー
城野　亮太 ジョウノ　リョウタ 特任助教 2015 ～ エネルギー環境
徐　岩 ジョ　ガン 特任助教 2007 ～ 2008 生命反応化学
GIORGI, Giacomo ジョージ ジャコモ 特任助教 2012 ～ 2013 エネルギー環境
申　吉浩 シン　ヨシヒロ 特任助手 2005 ～ 2006 応用情報工学
末吉　亙 スエヨシ　ワタル 特任教授 2002 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策
菅　正史 スガ　マサシ 特任助手 2005 都市環境システム
菅原　琢 スガワラ　タク 特任准教授 2006 ～ 2012 情報文化社会、知的財産法
杉山　暁 スギヤマ　アキラ 特任助手 2002 システム生物医学
杉山　慶子 スギヤマ　ケイコ 特任助手 2005 ～ 2006 知的財産法、知的創造マネジメント専門職育成ユニット
杉山　太香典 スギヤマ　タカノリ 特任助教 2017 ～ 量子情報物理工学
鈴木　邦子 スズキ　クニコ 特任助教授 2003 ～ 2006 安全・安心な社会を実現する科学技術人材養成、情報

文化社会、知的財産法
鈴木　潤 スズキ　ジュン 特任助手 2004 大学による新産業創造

特任教授 2005 大学による新産業創造
鈴木　真也 スズキ　シンヤ 特任助手 2004 化学認識機能材料
鈴木　信周 スズキ　ノブチカ 特任助教 2008 ～ 2009、

2011 ～ 2016
システム生物医学、分子生物医学、計量生物医学部門

鈴木　誠 スズキ　マコト 特任助教 2010 ～ 2011 情報ネットワーク
鈴木　康広 スズキ　ヤスヒロ 特任助教 2002 ～ 2009、

2012
生命知能システム、人間支援工学

須藤　幸夫 スドウ　ユキオ 特任准教授 2008 ～ 2009 システム生物医学
砂田　香矢乃 スナダ　カヤノ 特任准教授 2005 ～ 2014 インテリジェント材料学
住田　雅樹 スミダ　マサキ 特任助手 2004 ～ 2005 環境低負荷型マグネシウム・ガラス同時リサイクル
諏訪　嘉宏 スワ　ヨシヒロ 特任助手 2002 ～ 2004 ヒューマン・モデルの構築とそのリハビリ医療・外科

手術補助への応用
関　元昭 セキ　モトアキ 特任助教 2014 ～ 先進生命科学
妹尾　堅一郎 セノオ　ケンイチロウ 特任教授 2002 ～ 2006、

2008 ～ 2011
知的創造マネジメント専門職育成ユニット、新エネル
ギー・環境政策

妹尾　孝憲 セノオ　タカノリ 特任助手 2005 ～ 2006 応用情報工学
馬　暁東／曽我部　
東馬

マ　ショウドン／ソガ
ベ　トウマ

特任助教 2011 ～ 2013 新エネルギー

特任准教授 2014 ～ 2015 新エネルギー
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SODABANLU, 
Hassanet

ソダーバンル ハサネット 特任助教 2013 ～ 情報デバイス、新エネルギー

太期　健二 ダイゴ ケンジ 特任助教 2007 ～ 分子生物医学
鷹岡　澄子 タカオカ　スミコ 特任助手 2002 ～ 2003 知的財産法
高岡　慎 タカオカ　マコト 特任助手 2004 ～ 2005 先端金融工学
髙嶋　聰 タカシマ　アキラ 特任助教 2008 ～ 2009 生命知能システム
髙橋　康介 タカハシ　コウスケ 特任助教 2012 ～ 2015 認知科学
高橋　智隆 タカハシ　トモタカ 特任准教授 2009 ～ 2014、

2015 ～
人間支援工学

高橋　洋 タカハシ　ヒロシ 特任助教 2007 ～ 2008 情報文化社会
高濱　孝一 タカハマ　コウイチ 特任教授 2007 ～ 2011 エネルギー環境
髙部　稚子 タカベ　ワカコ 特任助教 2006 ～ 2007 システム生物医学
瀧内　冬夫 タキウチ　フユオ 特任助手 2004 知的財産法
田口　文明 タグチ　ブンメイ 特任准教授 2016 ～ 気候変動科学
武田　健二 タケダ　ケンジ 特任教授 2003 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策、知的創造マネジメント

専門職育成ユニット
武田　徹 タケダ　トオル 特任教授 2003 ～ 2006 安全・安心な社会を実現する科学技術人材養成、情報

文化社会
立本　博文 タツモト　ヒロフミ 特任助手 2002 ～ 2003 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
田中　克明 タナカ　カツアキ 特任助教 2008 ～ 2010 知能工学
田中　敏明 タナカ　トシアキ 特任教授 2007 ～ 2014 人間情報工学　
田中　十志也 タナカ　トシヤ 特任助手 2004 ～ 2005 代謝・内分泌システム

特任准教授 2005 ～ 2014 代謝・内分泌システム、システム生物医学
特任教授 2015 ～ システム生物医学

田渕　一郎 タブチ　イチロウ 特任助手 2004 ケミカル・バイオテクノロジー
玉置　亮 タマキ　リョウ 特任助教 2015 新エネルギー
玉谷　卓也 タマタニ　タクヤ 特任助教授 2002 ～ 2006 次世代的知的財産戦略研究ユニット
玉手　修平 タマテ　シュウヘイ 特任助教 2017 ～ 量子情報物理工学
王　懐成 ダラボン　ケオ 特任助手 2004 ～ 2005 経済工学
唐　澤国 タン　ズゴ 特任助教 2015 ～ エネルギー環境
千川　文子 チカワ　アヤコ 特任助教 2008 ～ 2009 人間情報工学
全　英美 チョン　ヨンミ 特任助教 2007 ～ 2008 バリアフリー
陳　文 チン　ボン 特任助手 2004 ～ 2005 生命反応化学
塚越　雅信 ツカゴシ　マサノブ 特任講師 2002 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策、知的創造マネジメント

専門職育成ユニット
辻　真吾 ツジ　シンゴ 特任助教 2010 ～ ゲノムサイエンス
都築　怜理 ツヅキ　サトリ 特任助教 2017 ～ 数理創発システム
都筑　律子 ツヅキ　リツコ 特任助手 2002 ～ 2005 環境低負荷型マグネシウム・ガラス同時リサイクル
堤　修一 ツツミ　シュウイチ 特任助手 2002 ～ 2004 ゲノムサイエンス、システム生物医学

特任准教授 2010 ～ ゲノムサイエンス
坪内　南 ツボウチ　ミナミ 特任助手 2003 ～ 2004 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
坪見　博之 ツボミ　ヒロユキ 特任助教 2007、2011 ～

2012
認知科学

津村　重彰 ツムラ　シゲアキ 特任助教授 2003 ～ 2005 先端科学技術研究戦略
手塚　洋輔 テヅカ　ヨウスケ 特任助教 2004 ～ 2008 安全・安心な社会を実現する科学技術人材養成、情報

文化社会
出村　雅彦 デムラ　マサヒコ 特任教授 2015 ～ 2016 理論化学
土居　洋文 ドイ　ヒロブミ 特任教授 2010 ～ システム生物医学
杜　文博 ドゥ　ウェンボ 特任助手 2002 ～ 2003 環境低負荷型マグネシウム・ガラス同時リサイクル
富田　孝司 トミタ　タカシ 特任教授 2010 ～ 2014 エネルギー環境
DELAMARRE, 
Amaury

ドラマール　アモリ 特任助教 2016 ～ 新エネルギー

内藤　祐介 ナイトウ　ユウスケ 特任助手 2004 ～ 2005 経済工学
長井　超慧 ナガイ　ユキエ 特任助教 2013 製造情報システム
永江　玄太 ナガエ　ゲンタ 特任講師 2015 ～ 2017 ゲノムサイエンス
中岡　俊裕 ナカオカ　トシヒロ 特任助手 2002 ～ 2005 ナノ光電子デバイスに関する研究、極小デバイス
中小路　久美代 ナカコウジ　クミヨ 特任教授 2002 ～ 2009 知識創造活用サイクルの変革に関する研究、知識創造

研究室、動的システム生物学に関する研究、知能工学
中崎　城太郎 ナカザキ　ジョウタロウ 特任助手 2006 エネルギー環境
長沢　幸男 ナガサワ　ユキオ 特任教授 2003 ～ 2006 資源・エネルギー・環境政策、知的創造マネジメント

専門職育成ユニット
中島　伸 ナカジマ　シン 特任助教 2013 ～ 2014 都市保全システム
長瀬　修 ナガセ　オサム 特任助教授 2002 ～ 2005 バリアフリー、人間本位の情報応用バリアフリー空間

の構築に関する研究
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中田　朋子 ナカタ　トモコ 特任助手 2002 ～ 2004 資源・エネルギー・環境政策、知的創造マネジメント
専門職育成ユニット

中田　陽介 ナカタ　ヨウスケ 特任助教 2017 ～ 量子情報物理工学
中津　健之 ナカツ　ケンシ 特任教授 2015 ～ 2017 経営戦略企画室
中西　周次 ナカニシ　シュウジ 特任准教授 2008 ～ 2013 インテリジェント材料学
中野　剛治 ナカノ　コウジ 特任講師 2008 ～ 2011 資源・エネルギー・環境政策
中野（金澤）　聡子 ナカノ（カナザワ）　

サトコ
特任助手 2002 ～ 2004 バリアフリー、人間本位の情報応用バリアフリー空間

の構築に関する研究
特任助教 2007 ～ 2010 人間情報工学

中野　泰志 ナカノ　ヤスシ 特任教授 2003 ～ 2005 バリアフリー、人間本位の情報応用バリアフリー空間
の構築に関する研究

中村　一彦 ナカムラ　カズヒコ 特任助手 2002 ～ 2005 アジア・エコデザイン戦略に関する研究
中邑　賢龍 ナカムラ　ケンリュウ 特任教授 2005 ～ 2007 学際バリアフリー
中村　聡 ナカムラ　サトシ 特任准教授 2009 ～ 2011 化学認識機能材料
中村　真帆 ナカムラ　マホ 特任助手 2005 知的財産法
並木　重宏 ナミキ　シゲヒロ 特任助教 2009 ～ 2012 生命知能システム

特任講師 2015 ～ 生命知能システム
西井　和晃 ニシイ　カズアキ 特任助教 2011 気候変動科学
西岡　潔 ニシオカ　キオシ 特任教授 2012 ～ 2016 高信頼性材料
西川（鈴木）　直子 ニシカワ（スズキ）ナオコ 特任助教 2006 ～ 2008 ダイナミカルバイオインフォマティクス
仁科　博道 ニシナ　ヒロミチ 特任助手 2004 システム生物医学
西部　啓介 ニシベ　ケイスケ 特任助手 2004 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
西村　由希子 ニシムラ　ユキコ 特任助手 2002 ～ 2003 知的財産法
西山　敏樹 ニシヤマ　トシキ 特任助手 2003 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
布川　清彦 ヌノカワ　キヨヒコ 特任助手 2004 ～ 2005 バリアフリー
沼田　陽平 ヌマタ　ヨウヘイ 特任講師 2017 ～ 高機能材料
野口　篤史 ノグチ　アツシ 特任助教 2015 ～ 量子情報物理工学
野口　聡一 ノグチ　ソウイチ 特任助教 2017 ～ 当事者研究
野口　範子 ノグチ　ノリコ 特任助教授 2002 ～ 2004 システム生物医学、動的システム生物医学に関する研究

特任教授 2005 ～ 2007 未来創薬
野澤　千絵 ノザワ　チエ 特任助手 2002 ～ 2005 先端まちづくり研究、都市環境システム
信友　浩一 ノブトモ　コウイチ 特任教授 2005 ～ 2008 医療政策人材養成
野村　仁 ノムラ　ヒトシ 特任教授 2003 ～ 2005 システム生物医学
HAUPT, Stephan 
Shuichi

ハオプト　ステファン　
シュウイチ

特任助教 2017 ～ 生命知能システム

萩原　豪 ハギワラ　ゴウ 特任助手 2004 知的財産法
BAGHERI, Behgol バゲリ　ベフグル 特任助教 2010 ～ 2012 太陽光を機軸とした持続可能グローバルエネルギーシ

ステム
長谷　良裕 ハセ　ヨシヒロ 特任教授 2012 ～ 2013 情報ネットワーク
埴岡　健一 ハニオカ　ケンイチ 特任助教授 2004 ～ 2006 医療政策人材養成

特任准教授 2007 ～ 2008 医療政策人材養成
馬場　敏幸 ババ　トシユキ 特任助手 2002 ～ 2003 先端科学技術研究戦略
林　剛介 ハヤシ　ゴウスケ 特任助教 2012 生命反応化学
林　幸秀 ハヤシ　ユキヒデ 特任教授 2010 ～ 2013 情報ネットワーク
潘　小悦 ハン　ショウエツ 特任助手 2004 マイクロアレイ解析
肥後　昭男 ヒゴ　アキオ 特任助教 2012 情報デバイス
久　智行 ヒサ　トモユキ 特任助手 2002 ～ 2003 知的財産法

特任講師 2003 ～ 2006 知的財産法
檜山　敦 ヒヤマ　アツシ 特任助手 2006 生命知能システム
平尾　一郎 ヒラオ　イチロウ 特任教授 2002 ～ 2005 新規核酸材料の開発に関する研究
平田　裕一 ヒラタ　ユウイチ 特任准教授 2005 ～ 2009 未来創薬研究所
平林　ルミ ヒラバヤシ　ルミ 特任助教 2014、2017 ～ 人間支援工学
廣川　淳 ヒロカワ　ジュン 特任助教授 2002 メガシティにおけるオキシダントの光化学制御戦略に

関する研究
廣瀬　弥生 ヒロセ　ヤヨイ 特任助教授 2003 ～ 2005 AcTeB
FARRELL, Daniel 
James 

ファレル　ダニエル　
ジェームス

特任助教 2013 ～ 2014 新エネルギー

福原　哲哉 フクハラ　テツヤ 特任助手 2004 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
藤井　克司 フジイ　カツシ 特任教授 2011 情報デバイス
冨士岡　篤臣 フジオカ　シゲオミ 特任助手 2003 ～ 2005 情報文化社会
藤沢　潤一 フジサワ　ジュンイチ 特任助教 2006 ～ 2010 エネルギー環境

特任准教授 2012 ～ 2014 エネルギー環境
藤田　敏郎 フジタ　トシロウ 特任教授 2012 代謝医学
藤谷　秀章 フジタニ　ヒデアキ 特任教授 2010 ～ システム生物医学
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藤本　淳 フジモト　ジュン 特任教授 2002 ～ 2010 アジア・エコデザイン戦略に関する研究
藤森　智行 フジモリ　トモユキ 特任助手 2005 製造情報システム
別所　毅隆 ベッショ　タケル 特任講師 2015 ～ エネルギー環境
穆　勝宇 ボク　ショウウ 特任助教 2012 ～ 2013 代謝医学
星加　良司 ホシカ　リョウジ 特任助教 2007 ～ 2009 バリアフリー
堀内　恵子 ホリウチ　ケイコ 特任助教 2007 ～ 2014 システム生物医学、分子生物医学
米谷　真人 マイタニ　マサト 特任准教授 2015 ～ エネルギー環境
牧原　出 マキハラ　イヅル 特任教授 2009 ～ 2011 情報文化社会
MARCOTULLIO,
Peter John

マーコトゥリオ、ピータ
ー　ジョン

特任教授 2002 ～ 2005 先端まちづくり研究、都市環境システム、計量生物医
学部門

増田　一之 マスダ　カズユキ 特任助手 2002 ～ 2005 システム生物医学、動的システム生物学に関する研究
桝田　祥子 マスダ　サチコ 特任助手 2006 知的財産法
松井　仁志 マツイ　ヒトシ 特任助教 2009 ～ 2011 地球大気環境科学
松前　恵環 マツマエ　サトワ 特任助教 2012 知的財産法
松村　功徳 マツムラ　カツノリ 特任助手 2006 高信頼性材料
松村　欣宏 マツムラ　ヨシヒロ 特任助教 2011 代謝医学
松吉　大輔 マツヨシ　ダイスケ 特任助教 2012 ～ 2014 認知科学
MARTINEZ,　
Garcia Amos

マルチネス　ガルシア 
アモス　

特任助教 2013 情報デバイス

丸茂　丈史 マルモ　タケシ 特任講師 2012 ～ 2015 臨床エピジェネティクス
特任准教授 2015 ～ 臨床エピジェネティクス

三浦　英和 ミウラ　ヒデカズ 特任助教 2007 ～ 2008 人工生体機構
三嶋　謙二 ミシマ　ケンジ 特任講師 2010 ～ 2013 エネルギー環境
三井　雅雄 ミツイ　ツネオ 特任助手 2002 ～ 2005 新規核酸材料の開発に関する研究
光野　秀文 ミツノ　ヒデフミ 特任助教 2013 ～ 2016 生命知能システム
南　敬 ミナミ　タカシ 特任准教授 2002 ～ 2011 システム生物医学

特任教授 2011 ～ 2015 システム生物医学
蓑島　維文 ミノシマ　マサフミ 特任助教 2010 インテリジェント材料学
宮内　雅浩 ミヤウチ　マサヒロ 特任准教授 2009 ～ 2010 エネルギー環境
宮川　拓真 ミヤカワ　タクマ 特任助教 2010 ～ 2012 地球大気環境科学
宮坂　貴文 ミヤサカ　タカフミ 特任助教 2016 ～ 気候変動科学
宮下　直也 ミヤシタ　ナオヤ 特任助教 2013 ～ 新エネルギー
宮野　健次郎 ミヤノ　ケンジロウ 特任教授 2012 新エネルギー
宮村　典秀 ミヤムラ　ノリヒデ 特任助教 2008 宇宙環境利用学
三好　元介 ミヨシ　モトスケ 特任教授 2002 ～ 2014 親指サイズ電子顕微鏡の研究・開発、分子生物医学、

計量生物医学部門
村石　信二 ムライシ　シンジ 特任助手 2002 ～ 2003 ヒューマン・モデルの構築とそのリハビリ医療・外科

手術補助への応用
村田　拓司 ムラタ　タクジ 特任助手 2002 ～ 2005 バリアフリー、人間本位の情報応用バリアフリー空間

の構築に関する研究
望月　康弘 モチヅキ　ヤスヒロ 特任助手 2005 システム生物医学

特任准教授 2005 ～ 2013 システム生物医学、分子生物医学
森口　尚史 モリグチ　ヒサシ 特任助教授 2002 ～ 2005 次世代的知的財産戦略研究ユニット、先端医療システ

ム研究
特任教授 2006 ～ 2008 システム生物医学

八木　修平 ヤギ　シュウヘイ 特任助教 2008 ～ 2009 新エネルギー
矢﨑　敬人 ヤサキ　ヨシヒト 特任助手 2002 ～ 2005 大学による新産業創造
保井（楡井）　美樹 ヤスイ（ニレイ）　ミキ 特任助手 2002 ～ 2003 都市環境システム
安田　聡子 ヤスダ　サトコ 特任助手 2004 ～ 2005 先端科学技術研究戦略
柳衛　宏宣 ヤナギエ　ヒロノブ 特任助教授 2002 ～ 2006 癌転移抑制
柳元　伸太郎 ヤナギモト　シンタロ

ウ
特任助手 2006 システム生物医学

山内　明 ヤマウチ　アキラ 特任助手 2003 ～ 2006 知的財産法
山口　光恒 ヤマグチ ミツツネ 特任教授 2007 ～ 2012 環境経済学、エネルギー環境
山口　洋一郎 ヤマグチ　ヨウイチロウ 特任教授 2004 ～ 2006 知的財産法
山崎　繭加 ヤマザキ　マユカ 特任助手 2002 ～ 2003 知的創造マネジメント専門職育成ユニット
山下　雄史 ヤマシタ　タケフミ 特任准教授 2010 ～ システム生物医学
山下　秀 ヤマシタ　シュウ 特任教授 2008 ～ 2013 経営戦略企画室
山下　淳 ヤマシタ　ジュン 特任助手 2002 ～ 2004 五感情報通信に関する研究
山田　和明 ヤマダ　カズアキ 特任助手 2002 ～ 2005 知識創造活用サイクルの変革に関する研究、知識創造

研究室
山本　恭裕 ヤマモト　ヤスヒロ 特任准教授 2004 ～ 2009 知能工学
山本　陽治 ヤマモト　ヨウジ 特任助手 2004 生命反応化学
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結城　貴子 ユウキ　タカコ 特任助手 2003 ～ 2004 資源・エネルギー・環境政策
横井　健司 ヨコイ　ケンジ 特任助手 2006 認知科学
吉田　直哉 ヨシダ　ナオヤ 特任助手 2002 資源・エネルギー・環境政策
米沢　理人 ヨネザワ　マサト 特任助教 2010 ～ 2015 ゲノムサイエンス
米本　昌平 ヨネモト　ショウヘイ 特任教授 2007 ～ 2011 エネルギー環境
米山　隆一 ヨネヤマ　リュウイチ 特任講師 2005 ～ 2008 医療政策人材養成
REID, Patrick 
Crawford　

レイド　パトリック 特任助教授 2004 ～ 2006 システム生物医学

六角　美瑠 ロッカク　ミル 特任助教 2016 ～ 2017 人間支援工学
和田　ちひろ ワダ　チヒロ 特任助手 2004 ～ 2005 医療政策人材養成
和田　洋一郎 ワダ　ヨウイチロウ 特任准教授 2010 ～ 2012 システム生物医学
渡部　晃 ワタナベ　アキラ 特任教授 2013 ～ 知的財産法
渡邉　一哉 ワタナベ　カズヤ 特任准教授 2008 ～ 2012 インテリジェント材料学
渡邉　克之 ワタナベ　カツユキ 特任助手 2002 ナノ光電子デバイスに関する研究
渡辺　健太郎 ワタナベ　ケンタロウ 特任助教 2009 ～ 2013 情報デバイス

特任講師 2015 ～ 新エネルギー
渡邉　公英 ワタナベ　タカヒデ 特任助教 2007 ～ 2009 分子生物医学
渡邉　宙志 ワタナベ　ヒロシ 特任助教 2015 理論化学
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第3節　寄付研究部門・社会連携研究部門

1.　概要

　寄付研究部門とは、個人または団体の寄付による基金をもってその基礎的経費を賄うものとして設
置される研究部門である。先端研は 1987 年 10 月 22 日に日本の国立大学で初となる寄付研究部門を開
設して以来、産学連携の観点からも積極的にこの設置・運営に取り組んできた。2007 年 4 月以降はし
ばらく設置されていなかったが、2010 年以降、「総合癌研究国際戦略推進」と「臨床エピジェネティ
クス」という 2 つの研究部門が設置された。
　2008 年からは、公益性の高い共通課題について、本学と共同研究を実施しようとする民間機関等か
ら受け入れる経費等を活用して実施する社会連携研究部門が東京大学において制度化され、先端研で
も 2010 年から「シグナル伝達及び分子動力学」が設置され、2017 年から「群衆マネジメント」が新
たに設置されている。この設置に伴って行われた先端研内規改正によれば、社会連携研究部門は寄付
研究部門と比較して基金の年額が少なく、機動的に産学連携を行うことができることが特徴である。
　以下では、この 10 年間に設置された寄付研究部門、社会連携研究部門の目的について、各研究部門
設置にあたって本部に提出した資料から摘要する。

2.　寄付研究部門

（1）　総合癌研究国際戦略推進（2010 年 4 月～ 2015 年 3 月）

　総合癌研究国際戦略推進寄付研究部門は、次に挙げる項目について、日本（アジア）と欧米との比
較検討をすることにより、国際的癌診療の向上に寄与することを目的とした。
　1.　癌と生活環境因子の国際比較
　2.　1 に立脚した癌予防戦略の構築に関する提言
　3.　日本人（アジア）にとって、より安全で有効な治療薬剤の開発検討
　4.　総合癌治療ネットワークの構築
　赤座英之特任教授の東京大学情報学環異動に伴い、2015 年 4 月から情報学環に総合癌研究国際戦略
推進寄付講座として移転した。

（2）　臨床エピジェネティクス（2012 年 4 月～）

　高血圧と糖尿病性腎症の進行に関わるエピジェネティクスの不具合を予防・修復できれば、増え続
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ける臓器障害を低減することが可能であるという見地から、食塩感受性高血圧と慢性腎臓病の病態生
理をエピジェネティクスの面から解明し、その診断・治療への応用を目指している。寄付研究部門に
おいては、とりわけエピジェネティック異常と異常にいたる分子機構を明らかにし、エピジェネティ
ック異常に対する介入により高血圧・腎障害を改善できることを示すことを目的としている。

　3.　社会連携研究部門

（1）　シグナル伝達及び分子動力学（2010 年 8 月～ 2014 年 3 月）

　ポストゲノム時代のライフサイエンスを切り開く分野として、タンパク質相互作用や立体構造を基
に動力的に解析する手法の開発は、最先端の研究と期待され、学問的基盤を与えるとともに、創薬に
おける社会的インパクトが見込まれる。当該分野の第一線の研究者による学部学生・大学院生への教
育を行うことで、当該分野での学生の理解と研究開発能力の涵養及び当該分野における東京大学のプ
レゼンス向上を目的とした。

（2）　群集マネジメント（2017 年 5 月～）

　群集の安全、サービスの向上のために、人が多く集まる施設、関連したステイクホルダーが集まり、
情報共有し議論する場を提供する。そして複数の機関の効果的な連携等を行う仕組みを構築し、群集
マネジメント技術を発展させる。さらにこうしたノウハウの共有により、群集マネジメントに長けた
人材を育成し、持続可能で安全・安心・快適な社会の構築に貢献する卓越した人材の輩出を目指す。
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部門名 名前 身分

寄附研究部門

総合癌研究国際戦略推進 赤座　英之 特任教授
河原　ノリエ 特任助教

臨床エピジェネティクス 藤田　敏郎 特任教授→特任研究員
丸茂　丈史 特任講師→特任准教授

社会連携
研究部門

シグナル伝達及び分子動力学 藤谷　秀章 特任教授
小笹　徹 特任教授

群集マネジメント 西成　活裕 教授（兼務）
志村　憲一郎 特任講師
フェリシアーニ クラウディオ 特任助教

資料2-3-2　寄付研究部門・社会連携研究部門教員一覧

資料2-3-1　寄付研究部門・社会連携研究部門一覧

部門名 寄付企業 開始年月 終了年月 時限 更新

寄付研究部門

総合癌研究国際戦略推進 アストラゼネガ 2010 年 4 月 2013 年 3 月 3 年
武田薬品工業 2010 年 4 月 2015 年 3 月 5 年
ヤクルト 2010 年 4 月 2015 年 3 月 5 年
アステラス製薬 2013 年 4 月 2015 年 3 月 2 年

臨床エピジェネティクス アステラス製薬 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年
MDS 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 1年更新
オムロンヘルスケア 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 1年更新
協和発酵キリン 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年
田辺三菱製薬 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 1年更新
中外製薬 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 1年更新
東レ 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 1年更新
日本ベーリンガーインゲルハイム 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 1年更新
フクダ電子 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年
持田製薬 2012 年４月 2017 年 3 月 5 年 ※
アサヒグループホールディングス 2017 年４月 2018 年 3 月 1 年
EA ファーマ 2017 年４月 2018 年 3 月 1 年
シオノギ製薬 2017 年８月 2018 年 3 月 1 年

社会連携
研究部門

シグナル伝達及び分子動力学 分子動力学抗体創薬技術研究組合 2010 年 8 月 2014 年 3 月 3年7ヶ月
群集マネジメント 東京ドーム 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年

グットフェローズ 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年
三菱電機 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年
東京地下鉄 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年
成田国際空港 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年
東日本旅客鉄道 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年
鹿島建設 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年
セコム 2017 年 5 月 2020 年 4 月 3 年

※ 2017 年 8 月に寄付があり、2018 年 3 月まで継続中。
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第4節　産学連携

　設立以来、先端研の大きな特徴は積極的な産学連携であった。当初、学問の自由が侵されるのでは
ないかなど懸念を呼び、学内外から大きな抵抗を受けたものの、現在では産学連携は全国的に推奨さ
れ、先端研が進めてきた産学連携は一つのモデルとして他の研究機関にも参照されるに至っている。
本節では、先端研の産学連携の大規模なスキームと実績を概観する。先端研では、この大規模な産学
連携を中心にしながら、各研究室単位、各研究者単位で、自治体連携の項（第 4 章第 2 節 2）で記述
する石川県の産業との連携のように、多様な産学連携が行われているのである。

1.　スキーム

　先端研の大規模な産学連携のスキームは、2005 年 10 月、企業と研究開発の諸段階から組織連携す
る「トライアル連携」から始まった。従来の「個別具体的な共同研究」か「漠然とした企業寄付」の
二者択一ではなく、その中間にあたる形態をとることで、大学側が得意とする分野と、多様化する企
業側の研究開発体制やニーズとを呼応させようとする、当時としては革新的なスキームであった（資
料 2-4-1）。

トライアル連携 本格的産学連携

本格共同研究へ

先端研

パートナーの発掘 企業の研究活動の支援 企業の基礎研究機能を補完

連携委託

成果提供

本格連携パートナー絞込み

・基礎研究機能の提供
・基礎研究のための
研究者ネットワーク形成

・テーマ別基礎研究
プロジェクト

・学内企業基礎研究所

・基礎研究活動に対する
支援・助言

・技術定期ディスカッション
パートナー

・研究開発テーマの
妥当性評価

・テーマ別研究活動の
継続・中止評価

大学・企業が共同ガバナンス委員会で
トライアル連携の詳細内容を決定

研究テーマ発掘や研究評価など、
企業は希望する委託内容を指定

トライアル連携プロジェクト
・異分野研究者ワークショップによる

技術ロードマップ作成やデマンドアーティキュレーション
・集中ゼミ・出張授業による
人材育成を兼ねた研究テーマ深化
・公募型研究テーマ発掘　など

企業 基礎研究
リソース提供

基礎研究機能の
アウトソ－シング

・研究マネジメント組織の
拡充／強化

・大学研究者の意識改革

大学の基礎研究
事業開発

研究活動
コンサルティング

研究評価

共同研究テーマの創出

資料2-4-1　段階発展的な産学連携を促進する「東大先端研産学連携モデル」スキーム
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　本スキームは、2004 年に経営戦略担当として就任し、大型の産学連携を担った澤昭裕教授を中心に
設立され、連携においては研究パートナーやテーマの発掘を意図していた。また、先端研の研究者と
企業とのディスカッションを重視し、企業と先端研の研究者とのハブを設けることで、提携先企業の
状況を考慮しながら始める「ゆるやかな」連携を可能とした。企業は先端研に希望する連携委託内容

（研究テーマ発掘など）を伝え、それを受け、先端研と企業が共同で運営する「共同ガバナンス委員
会」が設置される。ここで全体計画について協議され、トライアル連携の内容が決定されるという仕
組みであった。
　トライアル連携において一定の成果が上がれば、先端研と企業の合意により、次の段階として「本
格的産学連携」へと進むこともできた。研究テーマを絞り込んで共同研究プロジェクトを立ち上げる
ことはもちろん、それ以外に先端研による企業の研究活動支援の一環として、基礎研究リソース・機
能の提供、基礎研究のための研究者ネットワーク形成、研究活動コンサルティング、基礎研究活動に
関する支援・助言、技術定期ディスカッションパートナー、研究評価、研究開発テーマの妥当性評価、
テーマ別研究活動の継続・中止評価、企業の基礎研究機能を補完する本格産学連携、基礎研究機能の
アウトソーシング受託、テーマ別基礎研究プロジェクト、企業基礎研究所の学内設置等、さまざまな
項目が用意されていた。
　2006 年に澤教授を室長として経営戦略企画室（企画室）が組織されると、この産学連携のスキーム
の中心は企画室によって担われるようになった。企画室はプロジェクトマネジメントや社会連携の担
当者を常駐させることで、産学連携のバックアップを行ってきたのである。

2.　実績

　これまで先端研は、大規模なものでは JX エネルギー株式会社（2005 年 10 月、新日本石油株式会社
（当時））、富士電機株式会社（2006 年 6 月、富士電機システムズ株式会社（当時））、株式会社デンソ
ー（2006 年 12 月）の 3 社と連携協定を締結しており、各企業へのコンサルティング、講演、交流会
をはじめ、企業研究員の受け入れなど相互の人的交流も行ってきた。これらの活動は、研究資金を獲
得するとともに単に研究成果を一般社会に還元するだけでなく、社会に求められる本質的な課題を抽
出し、新たなビジョンを創出するものである。
　以下では、上記 3 社とその他の特徴的な産学連携について紹介する。

　先端研が締結している企業等との連携協定
締結年月 組織 備考
2005 年 10 月 JX トライアル連携
2006 年 6 月 富士電機 トライアル連携
2006 年 12 月 デンソー トライアル連携
2008 年 11 月 産業技術総合研究所 トライアル連携
2015 年 9 月 東芝 産学連携交流会から連携
2016 年 1 月 日揮 産学連携交流会から連携
2016 年 6 月 日立製作所 東京大学全体との連携
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（1）　JX

　2005 年 10 月、先端研と現在の JX エネルギー株式会社の前身となる新日本石油株式会社（新日石）
は、第一号となる「トライアル連携」を開始した。
　2008 年 4 月にはこの連携活動を強化し、新日石研究員が常駐して共同研究を行う「ENEOS ラボ」
が設置された。2009 年 2 月には当時の 56 号館に共同研究拠点を開所し、2010 年 4 月には新たな研究
棟計画が始動。2011 年 8 月には、新エネルギー開発に取り組む共同研究施設「環境エネルギー研究
棟」として 3 号館南棟が新築され、「ENEOS ラボ」も拡充、移転された。この 3 号館南棟 1 階には

「ENEOS ホール」が設置されており、2015 年 12 月には ENEOS ホールにて連携 10 周年のイベントも
開催された。

（2）　富士電機

　先端研と現在の富士電機株式会社の前身となる富士電機システムズ株式会社は、2006 年 6 月にト
ライアル連携協定を締結し、活動を開始した。
　産学のベストマッチングの機会を増やすべく、組織及び人の交流に力点をおいた組織連携を進めて
いた先端研に対して、富士電機システムズも研究開発型企業を目指して研究開発リーダー層の「個の
教育」に注力しようとしていた。こうして成立した本連携では、富士電機システムズが先端研内に

「東大 FES ラボ」を新設し、研究員（ラボプロデューサー）を派遣するという形式が採られた。ラボ
を設置することで、研究者とのフェイス・トゥー・フェイスの交流を通じ、より濃密な企画と運営の
推進が目指されたのである。

（3）　デンソー

　先端研と株式会社デンソーとは、2007 年 12 月にトライアル連携協定を締結し、活動を開始した。
富士電機同様、人の交流に力点をおいた連携の中で、当初は「人間特性」と「材料」に関するワーキ
ング・グループの立ち上げを予定しており、2030 年の社会に求められる科学技術分野のニーズを一
つの想定ターゲットとして、双方のディスカッション等を重ねることで共同研究のテーマ創出を目指
した。

（4）　産学連携交流会からの連携

　2015 年 5 月と 6 月には、新たなマッチングを検討するため、複数名の研究者と複数の企業との
出会いの場として産学連携交流会が開催された。本会を発端に、2015 年 9 月には株式会社東芝と、
2016 年 1 月には日揮株式会社と新たな組織連携が開始された。本連携は、比較的小規模な連携から
大規模な連携を目指すという新たなスキームを持つものであった。
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（5）　日立製作所

　これまで先端研が取り組んできた「組織連携」を拡張して、東京大学全体と企業とが「組織対組
織」で産学連携を行う事例も生まれている。東京大学と日立製作所は 2016 年 6 月 20 日、先端研内に

「日立東大ラボ」を設置し、「超スマート社会」の実現（Society5.0）に向けてビジョン創生や、社会
課題解決型の研究開発を推進している。その中で、先端研と日立製作所は大学内ラボの立地を生かし
て、複数の研究室との共同研究に取り組むだけでなく、共同でのセミナーの開催、所内のイベント等
を通した研究者間の交流促進などを行っている。また、先端研とケンブリッジ大学クレア・ホールと
の協定にもとづく研究者・学生派遣プログラム（Visiting Fellowship 及び Visiting Student）をきっ
かけとして、同社がケンブリッジ大学内に構える日立ケンブリッジラボラトリーとの交流など、国際
的な産学連携も始まりつつある。

（6）　LSBM と IT 創薬研究室

　システム生物医学、計量生物医学、ゲノムサイエンス、代謝医学、合成生物学、計算生命科学、理
論超分子科学、臨床エピジェネティクス分野では、各研究室が集って LSBM（システム生物医学ラ
ボラトリー）という組織を設置し、がんと動脈硬化を主なターゲットとして社会に有用な新しい知見
の発見及び技術開発を行う連続的なシステムを構成している。
　LSBM のメンバーを中心としたグループによって、先端研は 2011 年 6 月、富士通株式会社と抗が
ん剤などの候補となる低分子化合物を効率良く創出できる新たな IT 創薬技術の共同研究を開始した。
この共同研究では、先端研の中に「IT 創薬研究室」を新設し、富士通株式会社から研究員が 11 名派
遣されている。同年 7 月にはさらに興和株式会社を加えて、3 社での共同研究となり、2014 年には、
コンピューター上で仮想的に設計・評価する IT 創薬により、がんの原因となるタンパク質の働きを
抑える医薬品の候補となり得る新規活性化合物を創出することに成功するなど、活発な共同研究が進
められている。
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第5節　受賞・表彰

　先端研が提供する自由闊達な研究環境のもとで、所属する研究者たちは各々が国内外で活躍し、そ
れぞれ高い評価を受けてきた。ここでは、『二十年史』以降の特任教員・研究員・大学院生も含む先端
研の研究者の受賞・表彰を資料として掲載する（資料 2-5-1）。ただし、授与組織が東京大学外の組織
であるものに限っている。

　なお、各年度のデータの参照資料は以下の通りである。
　・2007 年度：第一期中期目標法人評価の別添資料より
　・2008・2009 年度：文部科学省の研究活動等状況調査票及び各研究室 HP より
　・2010 ～ 2013 年度：経営戦略企画室による調査のため以前、各研究室より回収したデータより
　・2014 ～ 2016 年度：先端研論文 DB より
　また、貢献内容は本データのため各研究室からの回答や授与組織のウェブサイトなどから作成した。
　表記は、役職や所属は受賞・表彰当時のものとし、海外での授与など日本人の受賞者名がアルファ
ベット表記となっているものについては漢字表記を用いた。
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宮

山
研

）
T

he
 IU

M
RS

 In
te

rn
at

io
na

l 
Co

nf
er

en
ce

 in
 A

sia
 2

00
8, 

A
w

ar
d 

fo
r 

En
co

ur
ag

em
en

t o
f R

es
ea

rc
h 

in
 

M
at

er
ia

ls 
Sc

ie
nc

e

（
一

社
）

日
本

M
RS

Po
la

riz
at

io
n 

pr
op

er
tie

s 
of

 h
ig

h-
qu

al
ity

 （
Bi

,N
a）

T
iO

3 
gr

ow
n 

by
 

hi
gh

- o
xy

ge
n-

pr
es

su
re

 fl
ux

 m
et

ho
d

20
08

20
08

/1
2

北
中

佑
樹

（
院

生
、

宮
山

研
）

T
he

 IU
M

RS
 In

te
rn

at
io

na
l 

Co
nf

er
en

ce
 in

 A
sia

 2
00

8, 
A

w
ar

d 
fo

r 
En

co
ur

ag
em

en
t o

f R
es

ea
rc

h 
in

 
M

at
er

ia
ls 

Sc
ie

nc
e

（
一

社
）

日
本

M
RS

90
-d

eg
 D

om
ai

n 
Cl

am
pi

ng
 b

y 
O

xy
ge

n 
V

ac
an

ci
es

 in
 

Fe
rr

oe
le

ct
ric

 B
i4

T
i3

O
12

　
Si

ng
le

 C
ry

st
al

s

20
08

森
川

博
之

教
授

情
報

通
信

功
績

賞
（

平
成

20
年

度
情

報
通

信
月

間
推

進
協

議
会

会
長

表
彰

）
情

報
通

信
月

間
推

進
協

議
会

産
業

界
と

連
携

し
て

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

の
高

度
化

に
取

り
組

み
、

防
災

、
教

育
等

の
幅

広
い

分
野

へ
の

応
用

や
異

な
る

シ
ス

テ
ム

の
相

互
接

続
を

実
現

す
る

共
通

プ
ロ

ト
コ

ル
の

開
発

等
に

尽
力

す
る

と
と

も
に

、ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

研
究

開
発

成
果

の
一

般
公

開
を

定
期

的
に

行
い

、
普

及
啓

発
に

努
め

る
な

ど
、

情
報

通
信

の
発

展
に

多
大

な
貢

献
を

し
た

。 
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
09

20
09

/1
/5

鈴
木

誠
（

院
生

、
森

川
研

）、
猿

渡
俊

介
助

教
、

南
正

輝
准

教
授

、
森

川
博

之
教

授
 

通
信

技
術

の
未

来
を

拓
く

学
生

論
文

特
集

号
 学

生
優

秀
論

文
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

 通
信

ソ
サ

イ
エ

テ
ィ

和
文

論
文

誌
編

集
委

員
会

 
無

線
セ

ン
サ

ノ
ー

ド
の

た
め

の
ハ

ー
ド

リ
ア

ル
タ

イ
ム

保
証

が
可

能
な

仮
想

マ
シ

ン
 

20
09

20
09

/1
/2

3
大

島
隆

治
助

教
、高

田
彩

未
（

先
端

学
際

院
生

、
岡

田
研

）、
庄

司
靖

（
院

生
、

岡
田

研
）、

岡
田

至
崇

准
教

授

第
18

回
太

陽
光

発
電

国
際

会
議

（
PV

SE
C-

18
）　

論
文

賞
第

18
回

太
陽

光
発

電
国

際
会

議
（

PV
SE

C-
18

）
組

織
委

員
会

T
he

 e
ffe

ct
 o

f s
pa

ce
r 

la
ye

r 
th

ic
kn

es
s 

on
 th

e 
pr

op
er

tie
s 

of
 

qu
an

tu
m

 d
ot

 s
ol

ar
 c

el
ls

20
09

20
09

/2
/2

8
磯

口
知

世
（

院
生

、
神

崎
研

）、
神

崎
亮

平
教

授
、

高
橋

宏
知

講
師

 
平

成
20

年
度

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
学

会
奨

励
賞

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
学

会
状

況
察

知
の

た
め

の
聴

皮
質

に
お

け
る

質
感

の
情

報
処

理

20
09

20
09

/3
高

橋
康

介
（

JS
T

）、
齋

木
潤

教
授

（
京

都
大

学
）、

渡
邊

克
巳

准
教

授
 

電
子

情
報

通
信

学
会

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

賞
（

H
IP

部
門

）
電

子
情

報
通

信
学

会
 （

IE
IC

E）
仮

想
物

体
の

変
形

に
対

す
る

視
触

覚
間

同
時

性
知

覚
の

順
応

20
09

20
09

/3
日

暮
栄

治
准

教
授

・
茅

野
大

祐
（

院
生

、
日

暮
研

）・
須

賀
唯

知
教

授（
工

学
系

研
究

科
）・

澤
田

廉
士

教
授

（
九

州
大

学
）

第
23

回
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
実

装
学

会
講

演
大

会
講

演
大

会
優

秀
賞

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

実
装

学
会

金
表

面
活

性
化

接
合

と
三

次
元

構
造

光
マ

イ
ク

ロ
セ

ン
サ

へ
の

応
用

20
09

20
09

/3
倉

山
竜

二
（

院
生

、
日

暮
研

）
日

本
機

械
学

会
三

浦
賞

日
本

機
械

学
会

遠
赤

外
線

検
出

器
の

た
め

の
Ge

ウ
ェ

ハ
ボ

ン
デ

ィ
ン

グ
20

09
20

09
/3

/9
種

村
拓

夫
講

師
、

武
田

浩
司

（
院

生
、

中
野

研
）、

中
野

義
昭

教
授

 
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

PN
）

研
究

賞
電

子
情

報
通

信
学

会
フ

ェ
ー

ズ
ア

レ
イ

型
1

×
N

半
導

体
ス

イ
ッ

チ
の

試
作

と
理

論
検

討

20
09

20
09

/3
/1

2
鈴

木
宏

正
教

授
功

労
賞

精
密

工
学

会
な

し
20

09
20

09
/3

/1
8

今
泉

英
明

特
任

講
師

学
術

奨
励

賞
電

子
情

報
通

信
学

会
A

S
境

界
を

考
慮

し
た

光
パ

ケ
ッ

ト
用

ヘ
ッ

ダ
方

式
20

09
20

09
/3

/2
4

荒
川

泰
彦

教
授

IE
EE

 D
av

id
 S

ar
no

ff 
A

w
ar

d
IE

EE
Fo

r 
se

m
in

al
 c

on
tr

ib
ut

io
ns

 to
 im

pr
ov

ed
 d

yn
am

ic
s 

of
 q

ua
nt

um
 

w
el

l s
em

ic
on

du
ct

or
 la

se
rs

20
09

20
09

/3
/2

6
高

木
衛

（
東

京
大

学
）、

李
慧

（
東

京
大

学
）、

渡
部

克
弥

（
院

生
、

森
川

研
）、

今
泉

英
明

特
任

講
師

、
種

村
拓

夫
講

師
、

中
野

義
昭

教
授

、
森

川
博

之
教

授
 

PN
若

手
研

究
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

　
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

究
会

共
有

波
長

資
源

配
分

比
率

可
変

型
40

0G
b/

sハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

光
交

換
ノ

ー
ド

の
実

証
実

験

20
09

20
09

/4
齊

藤
陽

介
（

院
生

、
瀬

川
研

）
ポ

ス
タ

ー
賞

T
O

EO
-6

（
6t

h 
In

te
rn

at
io

na
l 

Sy
m

po
siu

m
 o

n 
T

ra
ns

pa
re

nt
 

O
xi

de
 T

hi
n 

Fi
lm

s 
fo

r 
El

ec
tr

on
ic

s 
an

d 
O

pt
ic

s）

Su
rf

ac
e-

O
xi

di
ze

d 
T

un
gs

te
n 

La
ye

rs
 fo

r 
En

er
gy

-S
to

ra
bl

e 
D

ye
-

se
ns

iti
ze

d 
So

la
r 

Ce
lls

 

20
09

20
09

/4
/2

4
柳

澤
大

地
（

院
生

、
西

成
研

）
日

本
応

用
数

理
学

会
 第

5
回

 若
手

優
秀

講
演

賞
日

本
応

用
数

理
学

会
 

流
動

係
数

に
対

す
る

群
集

の
出

口
へ

の
集

ま
り

方
の

影
響

20
09

20
09

/5
須

磨
岡

淳
講

師
日

本
希

土
類

学
会

奨
励

賞
（

足
立

賞
）

日
本

希
土

類
学

会
希

土
類

錯
体

の
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

へ
の

応
用

 
20

09
20

09
/5

/2
6

近
藤

豊
教

授
Fe

llo
w

を
授

与
ア

メ
リ

カ
地

球
物

理
学

連
合

（
A

GU
）

オ
ゾ

ン
お

よ
び

エ
ア

ロ
ゾ

ル
の

大
気

環
境

へ
の

影
響

に
関

す
る

研
究

20
09

20
09

/6
/5

野
口

祐
二

准
教

授
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
学

術
論

文
誌

 
優

秀
論

文
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

H
ig

h-
qu

al
ity

 s
in

gl
e 

cr
ys

ta
l g

ro
w

th
 o

f B
i-b

as
ed

 p
er

ov
sk

ite
 

fe
rr

oe
le

ct
ric

s 
ba

se
d 

on
 d

ef
ec

t c
he

m
ist

ry
 

20
09

20
09

/7
/9

池
内

恵
准

教
授

W
ils

on
 C

en
te

r 
Ja

pa
n 

Sc
ho

la
r

W
oo

dr
ow

 W
ils

on
 

In
te

rn
at

io
na

l C
en

te
r 

fo
r 

Sc
ho

la
rs

Re
se

ar
ch

 P
ro

je
ct

 E
xa

m
in

in
g 

th
e 

A
m

er
ic

an
 M

id
dl

e 
Ea

st
 

Po
lic

y
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
09

20
09

/8
/1

野
口

祐
二

准
教

授
20

09
 F

er
ro

el
ec

tr
ic

sY
ou

ng
 

In
ve

st
ig

at
or

 A
w

ar
d

IE
EE

 U
ltr

as
on

ic
s, 

Fe
rr

oe
le

ct
ric

s, 
an

d 
Fr

eq
ue

nc
y 

Co
nt

ro
l S

oc
ie

ty

鉛
を

含
ま

な
い

強
誘

電
体

・
圧

電
体

単
結

晶
の

成
長

，
物

性
評

価
，

欠
陥

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

に
お

け
る

顕
著

な
業

績
の

た
め

 
 

20
09

20
09

/8
/1

9
井

上
友

幸
（

院
生

、
瀬

川
研

）
ベ

ス
ト

ポ
ス

タ
ー

賞
CI

CC
-6

（
6t

h 
In

te
rn

at
io

na
l 

Sy
m

po
siu

m
 o

n 
H

ig
h-

pe
rf

or
m

an
ce

 C
er

am
ic

s）

H
ig

h 
Pe

rf
or

m
an

ce
 N

an
o-

cl
ay

 e
le

ct
ro

ly
te

s 
fo

r 
D

ye
-se

ns
iti

ze
d 

So
la

r 
Ce

lls

20
09

20
09

/8
/2

1
柳

澤
大

地
（

院
生

、
西

成
研

）
Se

le
ct

ed
 a

s 
on

e 
of

 th
e 

fin
al

ist
s 

of
 

SI
CE

 A
nn

ua
l C

on
fe

re
nc

e 
Y

ou
ng

 
A

ut
ho

r's
 A

w
ar

d 
in

 IC
CA

S-
SI

CE
 

20
09

IC
CA

S-
SI

CE
 2

00
9

A
na

ly
sis

 o
n 

Pe
de

st
ria

n 
O

ut
flo

w
 th

ro
ug

h 
an

 E
xi

t w
ith

 a
n 

O
bs

ta
cl

e

20
09

20
09

/9
/4

丸
山

智
史

（
院

生
）、

三
田

信
（

JA
X

A
）、

藤
田

博
之

教
授

（
生

産
研

）、
年

吉
洋

教
授

ポ
ス

タ
ー

発
表

賞
豊

橋
技

術
科

学
大

学
G−

CO
E

主
催

A
D

IS
T

20
09

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

集
積

化
Ｍ

Ｅ
Ｍ

Ｓ
の

た
め

の
連

成
解

析
手

法
に

関
す

る
研

究

20
09

20
09

/9
/5

岡
村

将
史

特
任

研
究

員
第

82
回

日
本

内
分

泌
学

会
総

会
・

若
手

研
究

奨
励

賞
日

本
内

分
泌

学
会

W
nt

/
β

-c
at

en
in

シ
グ

ナ
ル

は
、C

O
U

P-
T

FI
Iを

介
し

て
、P

PA
R

γ
遺

伝
子

の
発

現
を

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ッ

ク
に

調
節

し
、脂

肪
細

胞
分

化
を

制
御

す
る

20
09

20
09

/9
/1

4
大

原
壮

太
郎

（
院

生
、

森
川

研
）、

鈴
木

誠
（

院
生

、
森

川
研

）、
猿

渡
俊

介
助

教
、

南
正

輝
准

教
授

、
森

川
博

之
教

授

第
23

回
U

BI
研

究
発

表
会

優
秀

論
文

賞
情

報
処

理
学

会
 ユ

ビ
キ

タ
ス

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
（

U
BI

）
研

究
会

無
線

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

に
お

け
る

シ
ン

グ
ル

コ
ア

CP
U

の
問

題
点

に
関

す
る

定
量

的
評

価
 

20
09

20
09

/9
/1

6
中

野
義

昭
教

授
電

子
情

報
通

信
学

会
功

労
顕

彰
状

電
子

情
報

通
信

学
会

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

専
門

委
員

会
委

員
長

と
し

て
の

貢
献

20
09

20
09

/9
/2

4
D

ou
gl

as
 J

 B
ak

ku
m

（
外

国
人

特
別

研
究

員
、

神
崎

研
）、

U
rs

 F
re

y、
Ja

n 
M

ul
le

r、
M

ic
he

le
 F

isc
el

l、
A

nd
re

as
 H

ie
rle

m
an

n
（

チ
ュ

ー
リ

ッ
ヒ

工
科

大
学

）、
高

橋
宏

知
講

師
 

計
測

自
動

制
御

学
会

　
 

生
体

・
生

理
工

学
部

会
　

 
研

究
奨

励
賞

計
測

自
動

制
御

学
会

11
,01

1
個

の
計

測
電

極
を

有
す

る
CM

O
S

ア
レ

イ
に

よ
る

神
経

回
路

の
活

動
の

評
価

20
09

20
09

/1
0/

6
近

藤
豊

教
授

N
A

SA
 G

ro
up

 A
ch

ie
ve

m
en

t 
A

w
ar

d
N

A
SA

A
RC

T
A

S
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

顕
著

な
業

績
と

貢
献

20
09

20
09

/1
0/

16
森

川
博

之
教

授
ド

コ
モ

・
モ

バ
イ

ル
・

サ
イ

エ
ン

ス
賞

　
先

端
技

術
部

門
優

秀
賞

N
PO

法
人

 モ
バ

イ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
フ

ァ
ン

ド
 

な
し

20
09

20
09

/1
1

金
井

崇
准

教
授

（
総

合
文

化
研

究
科

）、
鈴

木
宏

正
教

授
20

09
年

度
秋

季
大

会
学

術
講

演
会

ベ
ス

ト
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

賞
精

密
工

学
会

形
状

モ
デ

リ
ン

グ

20
09

20
09

/1
1/

20
柳

澤
大

地
（

院
生

、
西

成
研

）、
田

中
裕

貴
（

院
生

、
西

成
研

）、
姜

鋭
（

中
国

科
学

技
術

大
学

）、
友

枝
明

保
（

明
治

大
学

研
究

・
知

財
戦

略
機

構
研

究
推

進
員

）、
大

塚
一

路
特

任
研

究
員

、
須

摩
悠

史
（

院
生

、
西

成
研

）、
西

成
活

裕
教

授

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 平

成
21

年
度

共
同

利
用

研
究

集
会

 「
非

線
形

波
動

研
究

の
現

状
と

将
来

−
次

の
10

年
へ

の
展

望
」 

優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 共

同
利

用
研

究
集

会
「

待
ち

行
列

の
長

さ
＝

待
ち

人
数

」
で

よ
い

の
か

？
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
09

20
09

/1
2/

1
吉

田
勝

尚
（

院
生

、
岡

田
研

）、
岡

田
至

崇
准

教
授

、
佐

野
伸

行
教

授
（

筑
波

大
学

）
情

報
、

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
W

IN
PT

ec
h2

00
9）

 優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞

神
戸

大
学

連
携

創
造

本
部

先
端

研
究

推
進

部
門

N
um

er
ic

al
 A

na
ly

sis
 o

f E
le

ct
ro

n 
T

ra
ns

po
rt

 in
 Q

ua
si 

Q
ua

nt
um

 
D

ot
 S

up
er

la
tt

ic
e

20
09

20
09

/1
2/

10
山

根
大

輔
（

院
生

）、
SU

N
 W

in
st

on
（

東
京

大
学

）、
川

崎
繁

男
（

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

）、
藤

田
博

之
教

授
（

生
産

研
）、

年
吉

洋
教

授

12
 S

tu
de

nt
 P

ap
er

 C
on

te
st

 G
ol

d 
Pr

iz
e

A
sia

 P
ac

ifi
c 

M
ic

ro
w

av
e 

Co
nf

er
en

ce
 2

00
9

A
 D

ua
l-S

PD
T

 R
F-

M
EM

S 
Sw

itc
h 

on
 a

 S
m

al
l-S

iz
ed

 L
T

CC
 

Ph
as

e 
Sh

ift
er

 fo
r 

K
u-

Ba
nd

 O
pe

ra
tio

n

20
09

20
09

/1
2/

10
池

内
恵

准
教

授
第

31
回

サ
ン

ト
リ

ー
学

芸
賞

・
思

想
歴

史
部

門
サ

ン
ト

リ
ー

文
化

財
団

『
イ

ス
ラ

ー
ム

世
界

の
論

じ
方

』（
中

央
公

論
新

社
）

20
09

20
09

/1
2/

25
高

嶋
淳

（
東

京
工

業
大

学
）、

 峯
岸

諒
特

別
研

究
員

（
院

生
、

神
崎

研
）、

 倉
林

大
輔

准
教

授
（

東
京

工
業

大
学

）、
神

崎
亮

平
教

授

計
測

自
動

制
御

学
会

  
SI

 部
門

賞
 若

手
奨

励
賞

計
測

自
動

制
御

学
会

昆
虫

の
微

小
脳

を
用

い
た

脳
‐

機
械

融
合

系
の

構
築

20
09

藤
巻

遼
平

（
N

EC
）、

 矢
入

健
久

講
師

、 
町

田
和

雄
教

授
20

08
年

度
人

工
知

能
学

会
論

文
賞

人
工

知
能

学
会

非
定

常
デ

ー
タ

に
対

す
る

Sp
ar

se
 B

ay
es

ia
n 

Le
ar

ni
ng

20
10

20
10

/2
小

野
史

典
特

任
助

教
、堀

井
幸

子
（

東
京

大
学

）、
渡

邊
克

巳
准

教
授

 
日

本
認

知
心

理
学

会
 優

秀
発

表
賞

 発
表

力
評

価
部

門
日

本
認

知
心

理
学

会
時

間
知

覚
に

与
え

る
個

人
差

の
影

響

20
10

20
10

/3
渡

邊
克

巳
准

教
授

Pr
es

en
ta

tio
n 

A
w

ar
d,

 2
01

0 
In

te
rn

at
io

na
l C

on
fe

re
nc

e 
on

 
K

an
se

i E
ng

in
ee

rin
g 

an
d 

Em
ot

io
n 

Re
se

ar
ch

K
EE

R
な

し

20
10

20
10

/3
多

喜
川

良
（

院
生

、
日

暮
研

）
第

24
回

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

実
装

学
会

講
演

大
会

研
究

奨
励

賞
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
実

装
学

会
Si

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

上
に

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

集
積

し
た

Li
N

bO
3

光
変

調
器

の
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
効

率
と

変
調

特
性

20
10

20
10

/3
/1

佐
藤

陽
平

（
院

生
、

神
崎

研
）

第
2

回
バ

イ
オ

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ポ

ス
タ

ー
賞

理
化

学
研

究
所

次
世

代
計

算
科

学
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

Im
pl

em
en

tin
g 

m
ul

ti-
co

m
pa

rt
m

en
t m

od
el

 s
im

ul
at

io
n 

in
 th

e 
pr

em
ot

or
 a

re
a 

of
 th

e 
in

se
ct

 b
ra

in
: t

ow
ar

d 
w

ho
le

 b
ra

in
 

ne
tw

or
k 

sim
ul

at
io

n

20
10

20
10

/3
/1

0
船

水
章

大
特

別
研

究
員

（
院

生
、

神
崎

研
）、

 伊
藤

真
研

究
員

、 
銅

谷
賢

治
教

授
 

（
O

IS
T

）、
 神

崎
亮

平
教

授
、 

高
橋

宏
知

講
師

IE
EE

 C
IS

 Y
ou

ng
 R

es
ea

rc
he

r 
A

w
ar

d 
IE

EE
 C

om
pu

ta
tio

na
l 

In
te

lli
ge

nc
e 

So
ci

et
y 

モ
デ

ル
フ

リ
ー

と
モ

デ
ル

ベ
ー

ス
戦

略
の

課
題

依
存

的
な

選
択

20
10

20
10

/3
/1

7
武

田
浩

司
（

院
生

、
中

野
研

）
第

27
回

講
演

奨
励

賞
応

用
物

理
学

会
M

ZI
双

安
定

レ
ー

ザ
を

用
い

た
全

光
フ

リ
ッ

プ
・

フ
ロ

ッ
プ

の
動

的
動

作
実

証
20

10
20

10
/3

/2
4

藤
原

輝
史

特
別

研
究

員
（

院
生

、
神

崎
研

）
20

09
年

度
日

本
機

械
学

会
三

浦
賞

日
本

機
械

学
会

機
械

工
学

お
よ

び
機

械
シ

ス
テ

ム
に

関
連

す
る

国
内

大
学

院
修

士
課

程
・

博
士

前
期

課
程

の
優

秀
修

了
者

を
対

象
と

し
た

賞
20

10
20

10
/4

/1
2

猿
渡

俊
介

助
教

、
司

化
・

西
村

亨
輔

（
東

京
大

学
）、

ヨ
ハ

ン
 イ

ェ
ル

ム
・

 小
田

稔
周

（
日

本
エ

リ
ク

ソ
ン

（
株

））
、

森
川

博
之

教
授

 

第
52

回
情

報
処

理
学

会
M

BL
研

究
会

優
秀

論
文

賞
情

報
処

理
学

会
モ

バ
イ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

と
ユ

ビ
キ

タ
ス

通
信

研
究

会

D
LN

A
デ

バ
イ

ス
の

操
作

履
歴

の
取

得
手

法
に

関
す

る
検

討
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
10

20
10

/4
/1

4
中

野
義

昭
教

授
応

用
物

理
学

会
 A

PE
X

/J
JA

P
編

集
貢

献
賞

応
用

物
理

学
会

編
集

委
員

長
と

し
て

の
貢

献

20
10

20
10

/5
高

橋
康

介
特

別
研

究
員

、新
美

亮
輔

特
別

研
究

員
、

渡
邊

克
巳

准
教

授
 

6t
h 

A
nn

ua
l B

es
t I

llu
sio

n 
of

 th
e 

Y
ea

r 
Co

nt
es

t 入
賞

N
eu

ra
lc

or
re

la
te

 S
oc

ie
ty

T
he

 b
lu

rr
y 

he
ar

t i
llu

sio
n.

 

20
10

20
10

/5
/2

2
野

口
祐

二
准

教
授

Se
ni

or
 M

em
be

r
IE

EE
 U

ltr
as

on
ic

s, 
Fe

rr
oe

le
ct

ric
s, 

an
d 

Fr
eq

ue
nc

y 
Co

nt
ro

l S
oc

ie
ty

In
 r

ec
og

ni
tio

n 
of

 p
ro

fe
ss

io
na

l s
ta

nd
in

g 
th

e 
O

ffi
ce

rs
 a

nd
 B

oa
rd

 
of

 D
ire

ct
or

s 
of

 th
e 

IE
EE

 c
er

tif
y 

th
at

 Y
uj

i N
og

uc
hi

 h
as

 b
ee

n 
el

ec
te

d 
to

 th
e 

gr
ad

e 
of

 S
en

io
r 

M
em

be
r

20
10

20
10

/5
/2

2
鈴

木
誠

助
教

、
猿

渡
俊

介
助

教
、

南
正

輝
准

教
授

、
森

川
博

之
教

授
電

子
情

報
通

信
学

会
第

66
回

論
文

賞
電

子
情

報
通

信
学

会
無

線
セ

ン
サ

ノ
ー

ド
の

た
め

の
ハ

ー
ド

リ
ア

ル
タ

イ
ム

保
証

が
可

能
な

仮
想

マ
シ

ン
 

20
10

20
10

/6
/1

森
川

博
之

教
授

志
田

林
三

郎
賞

（
情

報
通

信
月

間
推

進
協

議
会

会
長

表
彰

）
情

報
通

信
月

間
推

進
協

議
会

モ
バ

イ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

に
関

す
る

先
進

的
な

研
究

開
発

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

新
た

な
無

線
通

信
技

術
の

導
入

に
尽

力
す

る
な

ど
、

電
波

利
用

の
推

進
に

多
大

な
貢

献
を

し
た

20
10

20
10

/6
/4

永
田

衞
男

特
任

研
究

員
日

本
光

合
成

学
会

第
１

回
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ポ

ス
タ

ー
賞

日
本

光
合

成
学

会
光

合
成

タ
ン

パ
ク

質
-色

素
複

合
体

の
T

iO
2

電
極

上
へ

の
組

織
変

化
と

光
電

流
応

答
20

10
20

10
/6

/8
丸

山
智

史
（

院
生

、
年

吉
研

）
平

成
22

年
度

原
島

博
学

術
奨

励
賞

電
気

・
電

子
情

報
学

術
振

興
財

団
集

積
化

Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

の
た

め
の

マ
ル

チ
フ

ィ
ジ

ッ
ク

ス
解

析
手

法
に

関
す

る
研

究
20

10
20

10
/6

/2
5

庄
司

靖
（

院
生

、
岡

田
研

）、
大

島
隆

治
助

教
、

高
田

彩
未

（
先

端
学

際
院

生
、

岡
田

研
）、

森
岡

孝
之

（
院

生
、

岡
田

研
）、

岡
田

至
崇

准
教

授
 

IE
EE

 第
35

回
太

陽
光

発
電

専
門

家
会

議
（

PV
SC

-3
5）

 ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
賞

米
国

電
気

電
子

学
会

（
IE

EE
）

M
ul

ti-
st

aq
ck

ed
 In

Ga
A

s/
Ga

N
A

s 
qu

an
tu

m
 d

ot
 s

ol
ar

 c
el

l 
fa

br
ic

at
ed

 o
n 

Ga
A

s （
31

1）
B 

su
bs

tr
at

e

20
10

20
10

/7
岩

崎
渉

・
伊

藤
宏

記
・

野
上

大
史

（
九

州
大

学
院

生
）、

澤
田

廉
士

教
授

（
九

州
大

学
）、

木
村

義
則

・
尾

上
篤

（
パ

イ
オ

ニ
ア

（
株

））
、

竹
内

聡
・

古
江

増
隆

教
授

（
九

州
大

学
）、

日
暮

栄
治

准
教

授

20
10

 F
irs

t I
nt

er
na

tio
na

l 
Co

nf
er

en
ce

 o
n 

Se
ns

or
 D

ev
ic

e 
T

ec
hn

ol
og

ie
s 

an
d 

A
pp

lic
at

io
ns

 
（

SE
N

SO
RD

EV
IC

ES
 2

01
0）

 B
es

t 
Pa

pe
r 

A
w

ar
d 

 

IA
RI

A
In

flu
en

ce
 o

f A
lc

oh
ol

 C
on

su
m

pt
io

n 
on

 B
lo

od
 F

lo
w

 a
s 

D
et

ec
te

d 
U

sin
g 

a 
M

ic
ro

 In
te

gr
at

ed
 L

as
er

 D
op

pl
er

 B
lo

od
 F

lo
w

m
et

er
 

 

20
10

20
10

/7
/2

横
矢

直
人

（
院

生
、

岩
崎

研
）、

宮
村

典
秀

助
教

、
岩

崎
晃

教
授

 
日

本
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

学
会

優
秀

論
文

発
表

賞
日

本
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

学
会

ハ
イ

パ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
デ

ー
タ

に
お

け
る

光
学

特
性

の
改

善

20
10

20
10

/7
/2

古
賀

勝
（

院
生

、
岩

崎
研

）、
岩

崎
晃

教
授

日
本

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
学

会
優

秀
論

文
発

表
賞

日
本

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
学

会
衛

星
搭

載
光

学
セ

ン
サ

を
用

い
た

三
次

元
幾

何
解

析
の

高
精

度
化

20
10

20
10

/7
/2

菅
野

宏
人

（
院

生
、

岩
崎

研
）、

岩
崎

晃
教

授
日

本
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

学
会

優
秀

論
文

発
表

賞
日

本
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

学
会

衛
星

搭
載

光
学

セ
ン

サ
の

振
動

補
正

に
よ

る
幾

何
精

度
の

向
上

20
10

20
10

/7
/2

7
川

村
猛

特
任

助
教

日
本

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

機
構

第
8

回
大

会
（

日
本

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

学
会

20
10

年
会

）
第

6
回

日
本

臨
床

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

研
究

会
連

合
大

会
優

秀
演

題
賞

日
本

ヒ
ト

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

機
構

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
創

薬
の

た
め

の
ヒ

ス
ト

ン
メ

チ
ル

化
酵

素
阻

害
剤

 
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

 

20
10

20
10

/8
/2

6
山

田
浩

・
小

野
塚

豊
・

飯
田

敦
子

・
板

谷
和

彦
・

舟
木

英
之

（（
株

）
東

芝
）、

年
吉

洋
教

授
、高

橋
一

浩
助

教（
豊

橋
技

術
科

学
大

学
）

 IE
EE

 C
om

po
ne

nt
s, 

Pa
ck

ag
in

g 
an

d 
M

an
uf

ac
tu

rin
g 

T
ec

hn
ol

og
y 

（
CP

M
T

） 
Sy

m
po

siu
m

, B
es

t P
ap

er
 

A
w

ar
d

IE
EE

　
A

 w
af

er
-le

ve
l s

ys
te

m
 in

te
gr

at
io

n 
te

ch
no

lo
gy

 fo
r 

fle
xi

bl
e 

ps
eu

do
-S

O
C 

in
co

rp
or

at
es

 M
EM

S-
CM

O
S 

he
te

ro
ge

ne
ou

s 
de

vi
ce

s 
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
10

20
10

/9
北

中
佑

樹
（

院
生

、
宮

山
研

）
第

57
回

応
用

物
理

学
関

係
連

合
後

援
会

・
講

演
奨

励
賞

応
用

物
理

学
会

高
圧

酸
素

下
溶

液
引

き
上

げ
法

に
よ

る
Bi

系
強

誘
電

体
単

結
晶

の
育

成
と

物
性

評
価

20
10

20
10

/9
/1

千
葉

龍
介

（
首

都
大

学
東

京
）、

橋
本

素
直

（
院

生
、

太
田

研
）、

加
沢

知
毅

特
任

研
究

員
（

神
崎

研
）、

神
崎

亮
平

教
授

、
太

田
順

教
授

（
人

工
物

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

） 

FA
N

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ベ
ス

ト
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞
計

測
自

動
制

御
学

会
　

LA
L-

V
PC

 領
域

の
モ

デ
ル

化
と

進
化

計
算

に
よ

る
カ

イ
コ

ガ
の

神
経

回
路

網
の

推
定

 N
eu

ra
l N

et
w

or
k 

Es
tim

at
io

n 
fo

r 
Si

lk
m

ot
h 

w
ith

 
LA

L-
V

PC
 m

od
el

in
g 

us
in

g 
Ge

ne
tic

 A
lg

or
ith

m

20
10

20
10

/9
/2

船
水

章
大

特
別

研
究

員
（

院
生

、神
崎

研
）、

神
崎

亮
平

教
授

、
高

橋
宏

知
講

師
平

成
21

年
電

気
学

会
電

子
・

情
報

シ
ス

テ
ム

部
門

誌
奨

励
賞

電
気

学
会

識
別

精
度

に
基

づ
い

た
時

空
間

的
神

経
活

動
パ

タ
ー

ン
の

逐
次

的
次

元
縮

約
法

 
20

10
20

10
/9

/2
横

田
亮

特
別

研
究

員
（

院
生

、神
崎

研
）、

合
原

一
幸

教
授

（
生

産
研

）、
神

崎
亮

平
教

授
、

高
橋

宏
知

講
師

 

平
成

22
年

電
気

学
会

 電
子

・
情

報
・

シ
ス

テ
ム

部
門

大
会

優
秀

論
文

賞
 （

IE
EJ

 
Ex

ce
lle

nt
 P

re
se

nt
at

io
n 

A
w

ar
d）

電
気

学
会

学
習

に
伴

う
情

報
表

現
の

可
塑

的
変

化
の

モ
デ

ル

20
10

20
10

/9
/7

柳
澤

大
地

（
院

生
、

西
成

研
）、

木
村

紋
子

（
三

菱
総

合
研

究
所

）、
友

枝
明

保
（

明
治

大
学

　
研

究
・

知
財

戦
略

機
構

　
研

究
推

進
員

）、
西

遼
佑

（
院

生
、

西
成

研
）、

須
摩

悠
史

（
卒

業
生

、
西

成
研

）、
大

塚
一

路
（

特
任

研
究

員
）、

西
成

活
裕

教
授

平
成

22
年

度
日

本
応

用
数

理
学

会
論

文
賞

 （
応

用
部

門
）

日
本

応
用

数
理

学
会

出
口

で
の

衝
突

と
方

向
転

換
が

流
動

係
数

に
及

ぼ
す

影
響

と
障

害
物

の
効

果
に

つ
い

て

20
10

20
10

/1
0/

1
熊

谷
晋

一
郎

特
任

講
師

第
九

回
新

潮
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
賞

（
一

財
）

新
潮

文
芸

振
興

会
『

リ
ハ

ビ
リ

の
夜

』（
医

学
書

院
）

20
10

20
10

/1
0/

15
諫

本
圭

史
・

戸
塚

弘
毅

・
酒

井
徹

・
鈴

木
卓

也
・

両
澤

淳
・

鄭
昌

鎬
（（

株
）

サ
ン

テ
ッ

ク
）、

藤
田

博
之

教
授

（
生

産
研

）、
年

吉
洋

教
授

第
27

回
「

セ
ン

サ
・

マ
イ

ク
ロ

マ
シ

ン
と

応
用

シ
ス

テ
ム

」
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
最

優
秀

論
文

賞

電
気

学
会

高
速

M
EM

S
ス

キ
ャ

ナ
を

用
い

た
次

世
代

SS
-O

CT
用

波
長

走
査

型
光

源
 

20
10

20
10

/1
0/

29
友

枝
明

保
（

明
治

大
学

　
研

究
・

知
財

戦
略

機
構

　
研

究
推

進
員

）、
柳

澤
大

地
（

院
生

、
西

成
研

）、
今

村
卓

史
助

教
、

西
成

活
裕

教
授

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 平

成
22

年
度

共
同

利
用

研
究

集
会

 「
非

線
形

波
動

研
究

の
新

た
な

展
開

 −
現

象
と

モ
デ

ル
化

−
」 

最
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 共

同
利

用
研

究
集

会
人

の
反

応
の

伝
播

速
度

と
膨

張
波

20
10

20
10

/1
1/

4
生

田
幸

士
教

授
紫

綬
褒

章
（

秋
）

日
本

国
な

し
20

10
20

10
/1

2
高

橋
康

介
特

別
研

究
員

、
三

橋
秀

男
・

村
田

 
一

仁
・

則
枝

真
（

N
EC

）、
渡

邊
克

巳
准

教
授

電
子

情
報

通
信

学
会

H
CG

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

 （
IE

IC
E）

触
覚

・
視

覚
・

聴
覚

に
お

け
る

「
生

物
ら

し
さ

」
の

周
波

数
依

存
性

20
10

20
10

/1
2/

7
中

野
義

昭
教

授
光

産
業

技
術

振
興

協
会

 創
立

30
周

年
記

念
功

労
者

表
彰

（
財

）
光

産
業

技
術

振
興

協
会

光
技

術
動

向
調

査
委

員
長

、フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

長
年

に
亘

る
貢

献
 

20
10

森
川

博
之

教
授

電
子

情
報

通
信

学
会

通
信

ソ
サ

イ
エ

テ
ィ

功
労

顕
彰

状
電

子
情

報
通

信
学

会
な

し

20
10

秋
津

健
太

（
院

生
、

瀬
川

研
）

三
洋

ク
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

財
団

ソ
ー

ラ
ー

エ
ネ

ル
ギ

ー
論

文
コ

ン
ク

ー
ル

20
10

佳
作

三
洋

ク
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

財
団

新
規

可
溶

性
ポ

リ
チ

オ
フ

ェ
ン

誘
導

体
を

用
い

た
高

分
子

増
感

太
陽

電
池

20
10

鈴
木

宏
正

教
授

日
本

機
械

学
会

フ
ェ

ロ
ー

日
本

機
械

学
会

な
し
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
11

20
11

/1
/2

近
藤

武
夫

特
任

助
教

M
ic

ro
so

ft 
M

os
t V

al
ua

bl
e 

Pr
of

es
sio

na
l （

M
V

P）
 A

w
ar

d
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

な
し

20
11

20
11

/2
/2

2
柳

澤
大

地
（

院
生

、
西

成
研

）
 2

01
0

年
度

計
測

自
動

制
御

学
会

学
術

奨
励

賞
研

究
奨

励
賞

計
測

自
動

制
御

学
会

T
he

or
et

ic
al

 a
nd

 E
xp

er
im

en
ta

l S
tu

dy
 o

n 
Ex

cl
ud

ed
 V

ol
um

e 
Eff

ec
t i

n 
Pe

de
st

ria
n 

Q
ue

ue
20

11
20

11
/3

小
宮

山
眞

教
授

日
本

化
学

会
賞

日
本

化
学

会
化

学
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
ゲ

ノ
ム

工
学

の
創

成
20

11
20

11
/3

/1
5

西
村

幸
夫

教
授

新
宿

区
区

政
功

労
者

表
彰

新
宿

区
新

宿
区

景
観

審
議

会
で

の
活

動
20

11
20

11
/4

/1
中

野
義

昭
教

授
IE

EE
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
ソ

サ
イ

エ
テ

ィ
功

労
感

謝
状

米
国

電
気

電
子

学
会

（
IE

EE
）

IE
EE

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

ソ
サ

イ
エ

テ
ィ

日
本

チ
ャ

プ
タ

ー
チ

ェ
ア

と
し

て
の

貢
献

20
11

20
11

/4
/2

8
安

藤
規

泰
助

教
、

神
崎

亮
平

教
授

Zo
ol

og
ic

al
 S

ci
en

ce
 M

os
t R

ea
d 

A
rt

ic
le

s （
Pr

ev
io

us
 M

on
th

）
Zo

ol
og

ic
al

 S
ci

en
ce

Ch
an

gi
ng

 M
ot

or
 P

at
te

rn
s 

of
 th

e 
3r

d 
A

xi
lla

ry
 M

us
cl

e 
A

ct
iv

iti
es

 A
ss

oc
ia

te
d 

w
ith

 L
on

gi
tu

di
na

l C
on

tr
ol

 in
 F

re
el

y 
Fl

yi
ng

 H
aw

km
ot

hs
 

20
11

20
11

/5
小

宮
山

眞
教

授
高

分
子

科
学

功
績

賞
高

分
子

学
会

人
工

酵
素

の
設

計
と

合
成

20
11

20
11

/5
/2

8
西

村
幸

夫
教

授
、窪

田
亜

矢
准

教
授

（
都

市
工

学
科

）、
野

原
卓

助
教

、
中

島
直

人
助

教
（

工
学

系
研

究
科

）、
岡

村
祐

助
教

（
首

都
大

学
）、

他
院

生
2

名
 

第
4

回
日

本
観

光
研

究
学

会
賞

観
光

著
作

賞
 

日
本

観
光

研
究

学
会

『
観

光
ま

ち
づ

く
り

−
ま

ち
自

慢
か

ら
は

じ
ま

る
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
−

』
（

学
芸

出
版

社
）

20
11

20
11

/6
阿

部
匡

樹
特

任
研

究
員

、渡
邊

克
巳

准
教

授
 

M
ot

or
 C

on
tr

ol
研

究
会

ベ
ス

ト
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞
受

賞
M

ot
or

 C
on

tr
ol

研
究

会
不

明

20
11

20
11

/6
/3

西
村

幸
夫

教
授

和
歌

山
県

知
事

表
彰

和
歌

山
県

暮
ら

し
の

安
全

及
び

向
上

20
11

20
11

/6
/9

五
十

嵐
悠

紀（
学

振
特

別
研

究
員

RP
D（

筑
波

大
学

））
、五

十
嵐

健
夫

准
教

授
（

情
報

理
工

学
系

研
究

科
）、

鈴
木

宏
正

教
授

 

日
本

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

科
学

会
第

15
回

論
文

賞
日

本
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
科

学
会

あ
み

ぐ
る

み
の

た
め

の
 3

 次
元

モ
デ

リ
ン

グ
と

製
作

支
援

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス

20
11

20
11

/7
/3

伊
藤

悠
貴

・
横

矢
直

人
（

院
生

、
岩

崎
研

）、
岩

崎
晃

教
授

日
本

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
学

会
優

秀
論

文
発

表
賞

日
本

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
学

会
非

線
形

モ
デ

ル
に

よ
る

ハ
イ

パ
ー

ス
ペ

ク
ト

ル
デ

ー
タ

の
ミ

ク
セ

ル
分

解
20

11
20

11
/7

/1
6

酒
井

寿
郎

教
授

第
6

回
五

島
雄

一
郎

賞
日

本
動

脈
硬

化
学

会
A

th
er

os
cl

er
os

is 
- G

en
et

ic
s 

to
 E

pi
-g

en
om

ic
s

20
11

20
11

/7
/2

6
矢

内
剣

（
院

生
、

宮
山

研
）

T
he

 2
0t

h 
IE

EE
 In

te
rn

. S
ym

p.
 O

n 
A

pp
lic

at
io

ns
 o

f F
er

ro
el

ec
tr

ic
s・

St
ud

en
t P

os
te

r 
Co

m
pe

tit
io

n 
A

w
ar

d

IE
EE

 U
ltr

as
on

ic
s, 

Fe
rr

oe
le

ct
ric

s, 
an

d 
Fr

eq
ue

nc
y 

Co
nt

ro
l S

oc
ie

ty

Gr
ow

th
 a

nd
 C

ha
ra

ct
er

iz
at

io
n 

of
 H

ig
h-

qu
al

ity
 （

Bi
0.5

N
a0

.5）
- 

T
iO

3 
Fe

rr
oe

le
ct

ric
 S

in
gl

e 
Cr

ys
ta

ls

20
11

20
11

/8
M

s. 
Ca

iy
un

 Y
an

g（
院

生
・

鈴
木

研
）、

 鈴
木

宏
正

教
授

、
大

竹
豊

准
教

授
、

道
川

隆
士

助
教

 

Ga
he

on
 （

K
ah

un
） 

A
w

ar
d （

T
he

 
Be

st
 P

ap
er

 A
w

ar
d 

sp
on

so
re

d 
by

 
Ga

he
on

 S
in

do
h 

Fo
un

da
tio

n）

IJ
CC

Bo
un

da
ry

 S
m

oo
th

in
g 

fo
r 

M
es

h 
Se

gm
en

ta
tio

n 

20
11

20
11

/9
日

暮
栄

治
准

教
授

、
倉

山
竜

二
（

院
生

、
日

暮
研

）・
王

英
輝

（
院

生
、

須
賀

研
）・

須
賀

唯
知

・
澤

山
慶

博
（

院
生

、
土

井
研

）・
土

井
靖

生
（

東
京

大
学

）、
寳

迫
巌

（
情

報
通

信
研

究
機

構
） 

第
28

回
「

セ
ン

サ
・

マ
イ

ク
ロ

マ
シ

ン
と

応
用

シ
ス

テ
ム

」
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
最

優
秀

技
術

論
文

賞
 

電
気

学
会

セ
ン

サ
・

マ
イ

ク
ロ

マ
シ

ン
部

門
遠

赤
外

線
検

出
器

応
用

を
め

ざ
し

た
Ge

ウ
ェ

ハ
の

常
温

直
接

接
合
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
11

20
11

/9
阿

部
匡

樹
特

任
研

究
員

、渡
邊

克
巳

准
教

授
生

理
学

研
究

所
社

会
神

経
科

学
研

究
会

ト
ラ

ベ
ル

ア
ワ

ー
ド

生
理

研
研

究
会

共
同

行
為

に
お

け
る

相
互

の
事

前
知

識
の

影
響

：
己

を
知

り
て

相
手

を
知

れ
ば

、
何

が
起

こ
る

？
20

11
20

11
/9

/1
高

嶋
淳

（
東

京
工

業
大

学
）、

峯
岸

諒
特

別
研

究
員

（
院

生
、

神
崎

研
）、

倉
林

大
輔

准
教

授
（

東
京

工
業

大
学

）、
神

崎
亮

平
教

授

日
本

ロ
ボ

ッ
ト

学
会

第
25

回
論

文
賞

日
本

ロ
ボ

ッ
ト

学
会

脳
-身

体
-環

境
の

相
互

作
用

ル
ー

プ
に

能
動

的
に

介
入

す
る

昆
虫

微
小

脳
を

用
い

た
脳

-機
械

融
合

系
の

構
築

20
11

20
11

/9
/6

山
本

享
弘

（
院

生
、

森
川

研
）

第
59

回
M

BL
研

究
会

優
秀

論
文

賞
受

賞
情

報
処

理
学

会
モ

バ
イ

ル
端

末
に

お
け

る
低

優
先

度
通

信
の

た
め

の
低

負
荷

パ
ケ

ッ
ト

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

方
式

20
11

20
11

/9
/6

山
本

享
弘

（（
株

）
コ

ア
）、

猿
渡

俊
介

助
教

、
森

川
博

之
教

授
第

59
回

情
報

処
理

学
会

M
BL

研
究

会
優

秀
論

文
賞

情
報

処
理

学
会

モ
バ

イ
ル

端
末

に
お

け
る

低
優

先
度

通
信

の
た

め
の

低
負

荷
パ

ケ
ッ

ト
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
方

式
20

11
20

11
/9

/8
服

部
拓

也
（

院
生

、
宮

山
研

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
第

24
回

秋
季

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
最

優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞
（

公
社

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
ニ

オ
ブ

系
強

誘
電

体
単

結
晶

の
育

成
と

強
誘

電
・

圧
電

特
性

評
価

20
11

20
11

/9
/8

石
川

翔
太

朗
（

院
生

、
宮

山
研

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
第

24
回

秋
季

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

M
nド

ー
プ

Ba
T

iO
3

強
誘

電
体

単
結

晶
に

お
け

る
欠

陥
制

御
と

高
機

能
化

20
11

20
11

/9
/1

4
年

吉
洋

教
授

第
14

回
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
ソ

サ
イ

エ
テ

ィ
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

ソ
サ

イ
エ

テ
ィ

光
M

EM
S

技
術

の
実

用
化

に
関

す
る

先
駆

的
研

究

20
11

20
11

/9
/1

4
中

田
宗

樹
（

東
京

大
学

）、
鄭

昌
鎬

・
両

澤
淳

・
諫

本
圭

史
・

鈴
木

卓
也

（（
株

）
サ

ン
テ

ッ
ク

）、
藤

田
博

之
教

授
（

生
産

研
）、

年
吉

洋
教

授

EL
EX

 B
es

t P
ap

er
 A

w
ar

d
電

子
情

報
通

信
学

会
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
ソ

サ
イ

エ
テ

ィ
O

pt
ic

al
 c

oh
er

en
ce

 to
m

og
ra

ph
y 

by
 a

ll-
op

tic
al

 M
EM

S 
fib

er
 

en
do

sc
op

e

20
11

20
11

/9
/3

0
中

邑
賢

龍
教

授
博

報
賞

・
文

部
科

学
大

臣
奨

励
賞

博
報

財
団

D
O

-IT
 J

ap
an

20
11

20
11

/1
0

粟
井

文
康

（
院

生
、

瀬
川

研
）

ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
賞

D
SC

-O
PV

6（
6t

h 
A

ce
an

ia
n 

Co
nf

er
en

ce
 o

n 
D

ye
-se

ns
iti

ze
d 

an
d 

O
rg

an
ic

 S
ol

ar
 C

el
ls）

Po
rp

hy
rin

-se
ns

iti
ze

d 
so

la
r 

ce
lls

 w
ith

 B
r-/

Br
3-

 r
ed

ox
 m

ed
ia

to
r

20
11

20
11

/1
0/

24
宮

下
直

也
特

任
研

究
員

、
岡

田
至

崇
教

授
第

3
回

薄
膜

太
陽

電
池

セ
ミ

ナ
ー

　
ポ

ス
タ

ー
賞

薄
膜

太
陽

電
池

セ
ミ

ナ
ー

組
織

委
員

会
Ga

In
N

A
s（

Sb
）

太
陽

電
池

の
電

流
マ

ッ
ピ

ン
グ

測
定

20
11

20
11

/1
0/

29
小

野
塚

博
暁

（
院

生
、

宮
山

研
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

電
子

材
料

部
会

第
31

回
エ

レ
ク

ト
ロ

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

研
究

討
論

会
・

研
究

奨
励

賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

高
品

質
（

Bi
0.5

N
a0

.5）
T

iO
3-

Ba
T

iO
3

単
結

晶
の

育
成

と
強

誘
電

・
圧

電
特

性
評

価

20
11

20
11

/1
2/

1
船

水
章

大
特

別
研

究
員

（
院

生
、神

崎
研

）、
伊

藤
真

研
究

員
、銅

谷
賢

治
教

授
（

O
IS

T
）、

高
橋

宏
知

講
師

、
神

崎
亮

平
教

平
成

23
年

日
本

神
経

回
路

学
会

大
会

奨
励

賞
日

本
神

経
回

路
学

会
T

as
k-

de
pe

nd
en

t u
nc

er
ta

in
ty

 p
re

fe
re

nc
e 

of
 r

at
s 

in
 a

 fr
ee

 
ch

oi
ce

 ta
sk

   
 自

由
選

択
課

題
に

お
け

る
ラ

ッ
ト

の
課

題
依

存
的

な
不

確
実

性
選

好

20
11

20
11

/1
2/

15
木

下
卓

巳
（

院
生

、
瀬

川
研

）
第

１
回

CS
J化

学
フ

ェ
ス

タ
最

優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞
日

本
化

学
会

色
素

の
S-

T
遷

移
を

利
用

す
る

広
帯

域
色

素
増

感
太

陽
電

池
の

開
発

20
11

鈴
木

誠
助

教
、

森
川

博
之

教
授

電
子

情
報

通
信

学
会

，
ユ

ビ
キ

タ
ス

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

究
会

　
U

SN
研

究
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

無
線

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
時

刻
同

期
誤

差
分

布
の

推
定

手
法

 

20
11

南
敬

特
任

准
教

授
医

学
薬

学
振

興
報

彰
持

田
記

念
医

学
薬

学
振

興
財

団
活

性
化

血
管

内
皮

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
･

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
転

写
調

節
機

構
解

明
に

基
づ

く
抗

血
管

疾
患

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
11

南
敬

特
任

准
教

授
生

命
科

学
研

究
振

興
報

彰
第

一
三

共
生

命
科

学
財

団
な

し
20

11
上

甲
昌

郎（
日

本
ア

イ
・

ビ
ー

・
エ

ム（
株

））
、

河
原

吉
伸

助
教

（
大

阪
大

学
）、

矢
入

健
久

准
教

授

人
工

知
能

学
会

論
文

賞
人

工
知

能
学

会
局

所
線

形
モ

デ
ル

の
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
に

よ
る

非
線

形
動

的
シ

ス
テ

ム
の

学
習

法

20
12

20
12

/1
坪

見
博

之
特

任
助

教
、

渡
邊

克
巳

准
教

授
日

本
ワ

ー
キ

ン
グ

メ
モ

リ
学

会
優

秀
発

表
賞

JS
W

M
小

学
校

児
童

の
ワ

ー
キ

ン
グ

メ
モ

リ
の

発
達

と
学

業
成

績

20
12

20
12

/1
/2

近
藤

武
夫

講
師

M
ic

ro
so

ft 
M

os
t V

al
ua

bl
e 

Pr
of

es
sio

na
l （

M
V

P）
 A

w
ar

d
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

な
し

20
12

20
12

/1
/1

1
北

中
佑

樹
（

学
振

研
究

員
、

宮
山

研
）

第
20

回
日

本
M

RS
学

術
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
講

演
奨

励
賞

（
一

社
）

日
本

M
RS

In
flu

en
ce

s 
of

 9
0-

de
g 

D
om

ai
n 

W
al

ls 
up

on
 P

ie
zo

el
ec

tr
ic

 
Pr

op
er

tie
s 

of
 B

i4
T

i3
O

12
 S

in
gl

e 
Cr

ys
ta

ls
20

12
20

12
/3

/1
9

福
島

智
教

授
第

９
回

ヘ
ル

シ
ー

・
ソ

サ
エ

テ
ィ

賞
（

教
育

者
部

門
）

（
公

）
日

本
看

護
協

会
、

ジ
ョ

ン
ソ

ン
・

エ
ン

ド
・

ジ
ョ

ン
ソ

ン
日

本
法

人
グ

ル
ー

プ
 

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
場

に
お

い
て

、
教

育
を

深
め

、
人

々
に

更
な

る
知

識
を

与
え

た
功

績
。

よ
り

良
い

明
日

に
向

け
、健

全
な

社
会

と
地

域
社

会
の

幸
せ

を
願

い
、

指
導

的
役

割
を

果
た

し
た

。

20
12

20
12

/4
/1

2
木

下
卓

巳
（

院
生

、
瀬

川
研

）
日

本
化

学
会

第
92

春
季

年
会

学
生

講
演

賞
日

本
化

学
会

Ru
増

感
色

素
の

電
子

ス
ピ

ン
制

御
に

よ
る

広
帯

域
色

素
増

感
太

陽
電

池
の

設
計

20
12

20
12

/5
安

井
真

人
（

大
阪

大
学

院
生

）、
生

田
幸

士
教

授
、

池
内

真
志

助
教

 
日

本
機

械
学

会
RO

BO
M

EC
賞

日
本

機
械

学
会

中
空

マ
イ

ク
ロ

カ
プ

セ
ル

に
よ

る
光

硬
化

樹
脂

の
軽

量
化

20
12

20
12

/5
/4

熊
谷

晋
一

郎
特

任
講

師
第

14
回

あ
り

の
ま

ま
自

立
大

賞
（

福
）

あ
り

の
ま

ま
舎

自
立

大
賞

事
務

局
な

し

20
12

20
12

/5
/2

2
Li

ng
ha

n 
Li

（
立

命
館

大
学

）、
肥

後
昭

男
特

任
助

教
、

日
暮

栄
治

准
教

授
、

杉
山

正
和

准
教

授
（

工
学

系
研

究
科

）、
中

野
義

昭
教

授
 

3r
d 

In
te

rn
at

io
na

l W
or

ks
ho

p 
on

 
Lo

w
 T

em
pe

ra
tu

re
 B

on
di

ng
 fo

r 
3D

 In
te

gr
at

io
n，

Be
st

 P
re

se
nt

at
io

n 
A

w
ar

d

米
国

電
気

電
子

学
会

（
IE

EE
）

SO
I p

la
tfo

rm
 a

nd
 II

I-V
 in

te
gr

at
ed

 a
ct

iv
e 

ph
ot

on
ic

 d
ev

ic
e 

by
 

di
re

ct
 b

on
di

ng
 fo

r 
da

ta
 c

om
m

un
ic

at
io

n

20
12

20
12

/5
/2

4
阿

部
正

隆
（

院
生

、
西

村
研

）、
西

村
幸

夫
教

授
、

窪
田

亜
矢

教
授

（
都

市
工

学
科

）
日

本
都

市
計

画
学

会
賞

年
間

優
秀

論
文

賞
日

本
都

市
計

画
学

会
戦

前
に

お
け

る
内

務
方

計
画

構
想

の
一

終
着

点
−

地
方

計
画

法
案

・
関

東
地

方
計

画
要

綱
案

の
策

定
過

程
に

注
目

し
て

−
 

20
12

20
12

/5
/2

6
河

原
崎

和
歌

子
特

任
研

究
員

Y
ou

ng
 In

ve
st

ig
at

or
 A

w
ar

d
5t

h 
In

te
rn

at
io

na
l A

ld
os

te
ro

ne
 

Fo
ru

m
 in

 J
ap

an
A

ng
io

te
ns

in
 II

 a
nd

 s
al

t i
nd

uc
ed

 k
id

ne
y 

in
ju

ry
 v

ia
 R

ac
1-

M
ed

ia
te

d 
M

in
er

al
oc

or
tic

oi
d 

Re
ce

pt
or

20
12

20
12

/6
阿

部
匡

樹
特

任
研

究
員

、渡
邊

克
巳

准
教

授
M

ot
or

 C
on

tr
ol

研
究

会
優

秀
発

表
賞

M
ot

or
 C

on
tr

ol
研

究
会

ゴ
ー

ル
指

向
性

共
同

課
題

の
運

動
学

習
：

相
手

を
知

り
己

を
知

る
こ

と
の

影
響

20
12

20
12

/6
/1

宮
本

大
輔

（
院

生
、

神
崎

研
）

京
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ポ

ス
タ

ー
優

秀
賞

理
化

学
研

究
所

マ
ル

チ
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
 H

od
gk

in
-H

ux
le

y 
型

方
程

式
に

よ
る

昆
虫

脳
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
構

築
と

そ
の

高
速

化
20

12
20

12
/6

/3
河

原
崎

和
歌

子
特

任
研

究
員

優
秀

演
題

賞
日

本
腎

臓
学

会
ア

ン
ジ

オ
テ

ン
シ

ン
II（

A
II

）/
食

塩
誘

導
腎

障
害

に
お

け
る

Ra
c1

-ミ
ネ

ラ
ロ

コ
ル

チ
コ

イ
ド

受
容

体
（

M
R）

系
の

役
割

20
12

20
12

/6
/1

5
升

永
竜

介
（

院
生

、
中

村
・

小
坂

研
）

日
本

地
球

惑
星

科
学

連
合

20
12

年
大

会
「

学
生

優
秀

発
表

賞
」

日
本

地
球

惑
星

科
学

連
合

In
te

ra
nn

ua
l v

ar
ia

tio
ns

 o
f a

 lo
ca

l p
re

ss
ur

e 
m

in
im

um
 a

nd
 

ba
ro

cl
in

ic
ity

 a
ro

un
d 

th
e 

K
ur

os
hi

o 
Ex

te
ns

io
n 

in
 th

e 
co

ld
 

se
as

on
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
12

20
12

/7
/1

並
木

重
宏

特
任

助
教

第
20

回
（

20
11

年
度

）
日

本
比

較
生

理
生

化
学

会
吉

田
奨

励
賞

日
本

比
較

生
理

生
化

学
会

ガ
類

脳
神

経
系

に
お

け
る

嗅
覚

情
報

処
理

回
路

の
分

析

20
12

20
12

/7
/3

李
源

均
（

院
生

、
宮

山
研

）
Ex

ce
lle

nt
 P

os
te

r 
A

w
ar

d 
in

 
th

e 
Gr

ad
ua

te
 S

tu
de

nt
s 

Po
st

er
 

Se
ss

io
n,

 8
th

 A
sia

n 
M

ee
tin

g 
on

 
El

ec
tr

oc
er

am
ic

s

A
sia

n 
M

ee
tin

g 
on

 
El

ec
tr

oc
er

am
ic

s
El

ec
tr

oc
he

m
ic

al
 p

ro
pe

rt
ie

s 
of

 d
ef

ec
t-i

nt
ro

du
ce

d 
gr

ap
he

ne
 

sh
ee

ts
 a

s 
an

 a
no

de
 m

at
er

ia
l f

or
 li

th
iu

m
-io

n 
ba

tt
er

ie
s

20
12

20
12

/7
/7

河
原

崎
和

歌
子

特
任

研
究

員
腎

疾
患

と
高

血
圧

研
究

会
奨

励
賞

腎
疾

患
と

高
血

圧
研

究
会

ア
ン

ジ
オ

テ
ン

シ
ン

II（
A

II
）/

食
塩

誘
導

腎
障

害
に

お
け

る
Ra

c1
-ミ

ネ
ラ

ロ
コ

ル
チ

コ
イ

ド
受

容
体

（
M

R）
系

の
役

割
20

12
20

12
/7

/1
3

森
吉

千
佳

子
准

教
授

（
広

島
大

学
）、

平
本

尚
三

（
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
（

株
））

、大
久

保
寿

紀
（

ル
ネ

サ
ス

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

（
株

））
黒

岩
芳

弘
（

広
島

大
学

）、
大

沢
仁

志
・

杉
本

邦
久

・
木

村
 滋

（
JA

SR
I）

、
高

田
昌

樹
（

RI
K

EN
）、

北
中

佑
樹

（
宮

山
研

）、
野

口
祐

二
准

教
授

、
宮

山
勝

教
授

応
用

物
理

学
会

（
第

34
回

）
優

秀
論

文
賞

応
用

物
理

学
会

Sy
nc

hr
ot

ro
n 

Ra
di

at
io

n 
St

ud
y 

on
 T

im
e-

Re
so

lv
ed

 T
et

ra
go

na
l 

La
tt

ic
e 

St
ra

in
 o

f B
aT

iO
3 

un
de

r 
El

ec
tr

ic
 F

ie
ld

20
12

20
12

/8
/6

金
載

勲
（

院
生

、
瀬

川
研

）
ポ

ス
タ

ー
賞

配
位

化
合

物
の

光
化

学
討

論
会

広
帯

域
Ru

増
感

色
素

を
用

い
た

高
効

率
タ

ン
デ

ム
型

色
素

増
感

太
陽

電
池

20
12

20
12

/8
/9

矢
内

剣
（

院
生

、
宮

山
研

）
T

he
 9

th
 K

or
ea

-Ja
pa

n 
Co

nf
er

en
ce

 
on

 F
er

ro
el

ec
tr

ic
s, 

T
he

 E
xc

el
le

nt
 

Pr
es

en
ta

tio
n 

A
w

ar
d

K
or

ea
-Ja

pa
n 

Co
nf

er
en

ce
 o

n 
Fe

rr
oe

le
ct

ric
s

Cr
ys

ta
l s

tr
uc

tu
re

s 
an

d 
po

la
riz

at
io

n/
pi

ez
oe

le
ct

ric
 p

ro
pe

rt
ie

s 
of

 
fe

rr
oe

le
ct

ric
 B

K
T

-B
N

T
 s

in
gl

e 
cr

ys
ta

ls

20
12

20
12

/9
/1

西
川

郁
子

教
授

、小
野

嶋
隆

之
（

立
命

館
大

学
）、

加
沢

知
毅

特
任

研
究

員
（

神
崎

研
）、

並
木

重
宏

特
任

助
教

、池
野

英
利

教
授

（
兵

庫
県

立
大

学
）、

神
崎

亮
平

教
授

JN
N

S2
01

2
年

度
最

優
秀

研
究

賞
日

本
神

経
回

路
学

会
昆

虫
脳

に
お

け
る

運
動

司
令

生
成

の
た

め
の

神
経

回
路

の
推

定

20
12

20
12

/9
/5

高
橋

宏
知

講
師

電
気

学
会

電
子

・
情

報
・

シ
ス

テ
ム

部
門

大
会

企
画

賞
電

気
学

会
平

成
23

年
電

子
・

情
報

・
シ

ス
テ

ム
部

門
大

会
企

画
セ

ッ
シ

ョ
ン

「
情

報
工

学
」

20
12

20
12

/9
/1

2
森

川
博

之
教

授
電

子
情

報
通

信
学

会
通

信
ソ

サ
イ

エ
テ

ィ
功

労
顕

彰
状

電
子

情
報

通
信

学
会

な
し

20
12

20
12

/9
/2

8
瀬

能
未

奈
都

（
院

生
、

中
野

研
）

Po
st

er
 A

w
ar

d
27

th
 E

ur
op

ea
n 

Ph
ot

ov
ol

ta
ic

 
So

la
r 

En
er

gy
 C

on
fe

re
nc

e 
an

d 
Ex

hi
bi

tio
n

M
on

ol
ith

ic
 in

te
gr

at
ed

 s
er

ie
s-c

on
ne

ct
ed

 G
aA

s 
so

la
r 

ce
lls

 
w

ith
 b

yp
as

s 
di

od
es

 fo
r 

re
du

ce
d 

Jo
ul

e 
en

er
gy

 lo
ss

 u
nd

er
 

co
nc

en
tr

at
io

n

20
12

20
12

/1
0/

22
稲

垣
毅

特
任

准
教

授
平

成
24

年
度

岡
本

研
究

奨
励

賞
成

人
血

管
病

研
究

振
興

財
団

核
内

受
容

体
に

よ
る

FG
F

制
御

と
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

を
介

し
た

糖
脂

質
代

謝
調

節
20

12
20

12
/1

0/
27

李
源

均
（

院
生

、
宮

山
研

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
第

32
回

エ
レ

ク
ト

ロ
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
研

究
討

論
会

 
研

究
奨

励
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

欠
陥

を
導

入
し

た
グ

ラ
フ

ェ
ン

の
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

電
極

特
性

20
12

20
12

/1
1

高
橋

康
介

特
任

助
教

、
山

田
舜

也
（

理
学

部
）、

小
野

史
典

講
師

（
山

口
大

学
）、

渡
邊

克
巳

准
教

授

第
4

回
錯

視
コ

ン
テ

ス
ト

入
賞

日
本

基
礎

心
理

学
会

有
色

無
色

置
換
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
12

20
12

/1
1/

1
宮

本
大

輔
（

院
生

、
神

崎
研

）、
加

沢
知

毅
特

任
研

究
員

（
神

崎
研

）、
神

崎
亮

平
教

授
A

CM
 S

tu
de

nt
 R

es
ea

rc
h 

Co
m

pe
tit

io
n 

SC
12

 fi
na

lis
t

th
e 

A
ss

oc
ia

tio
n 

fo
r 

Co
m

pu
tin

g 
M

ac
hi

ne
ry

N
eu

ra
l C

irc
ui

t S
im

ul
at

io
n 

of
 H

od
gk

in
-H

ux
le

y 
T

yp
e 

N
eu

ro
ns

 
T

ow
ar

d 
Pe

ta
 S

ca
le

 C
om

pu
te

rs
20

12
20

12
/1

2/
18

年
吉

洋
教

授
映

像
情

報
メ

デ
ィ

ア
学

会
優

秀
研

究
発

表
賞

映
像

情
報

メ
デ

ィ
ア

学
会

印
刷

技
術

に
よ

る
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
M

EM
S

カ
ラ

ー
ピ

ク
セ

ル

20
12

安
井

真
人

（
大

阪
大

学
院

生
）、

池
内

真
志

助
教

、
生

田
幸

士
教

授
T

he
 H

am
ly

n 
Sy

m
po

siu
m

 o
n 

M
ed

ic
al

 R
ob

ot
ic

s 
20

12
/B

es
t O

ra
l 

Pa
pe

r 
A

w
ar

d

T
he

 H
am

ly
n 

Sy
m

po
siu

m
M

ic
ro

 M
ed

ic
al

 R
ob

ot
 w

ith
 M

ag
ne

tic
 R

em
ot

e 
Co

nt
ro

l i
n 

3D
 

Sp
ac

e

20
13

20
13

/1
/2

近
藤

武
夫

准
教

授
M

ic
ro

so
ft 

M
os

t V
al

ua
bl

e 
Pr

of
es

sio
na

l （
M

V
P）

 A
w

ar
d

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
な

し

20
13

20
13

/2
/1

黒
岩

拓
人

（
院

生
、

森
川

研
）

学
生

論
文

特
集

号
優

秀
論

文
賞

受
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

無
線

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

た
構

造
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

た
め

の
マ

ル
チ

チ
ャ

ネ
ル

利
用

型
並

列
一

括
収

集
機

構
20

13
20

12
/3

田
中

観
自

特
別

研
究

員
、渡

邊
克

巳
准

教
授

20
13

年
度

日
本

認
知

科
学

会
第

30
回

大
会

発
表

賞
受

賞
日

本
認

知
科

学
会

視
覚

運
動

系
列

学
習

に
お

け
る

空
間

構
造

の
変

換
が

潜
在

的
転

移
に

与
え

る
影

響
20

13
20

13
/3

/1
5

石
田

繁
巳

助
手

、猿
渡

俊
介

（
静

岡
大

学
）、

森
川

博
之

教
授

第
49

回
情

報
処

理
学

会
IT

S研
究

会
優

秀
論

文
賞

情
報

処
理

学
会

ワ
イ

ヤ
レ

ス
ハ

ー
ネ

ス
の

た
め

の
2

進
M

D
S-

ID
マ

ッ
チ

ン
グ

型
ウ

ェ
イ

ク
ア

ッ
プ

通
信

の
評

価
 

20
13

20
13

/3
/2

7
小

西
敏

文
（

N
T

T
ア

ド
バ

ン
ス

ア
ン

ド
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（

株
））

、
丸

山
智

史
（

東
京

大
学

）、
三

田
信

（
JA

X
A

）、
山

根
大

輔
助

教
・

伊
藤

浩
之

准
教

授
（

東
京

工
業

大
学

）、
町

田
克

之
（

N
T

T
ア

ド
バ

ン
ス

ア
ン

ド
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（

株
））

、
石

原
昇

教
授

・
益

一
哉

教
授

（
東

京
工

業
大

学
）、

藤
田

博
之

教
授

（
生

産
研

）、
年

吉
洋

教
授

第
4回

集
積

化
M

EM
S

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

論
文

賞
応

用
物

理
学

会
集

積
化

M
EM

S技
術

研
究

会
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
記

述
言

語
を

用
い

た
集

積
化

CM
O

S−
M

EM
S

統
合

設
計

技
術

20
13

20
13

/4
馬

場
靖

憲
平

成
25

年
度

文
部

科
学

大
臣

表
彰

　
科

学
技

術
賞

（
科

学
技

術
振

興
部

門
）

文
部

科
学

省
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

に
関

す
る

文
理

融
合

研
究

技
術

の
振

興
20

13
20

13
/4

/1
松

田
達

助
教

第
16

回
木

材
活

用
コ

ン
ク

ー
ル

 木
質

デ
ザ

イ
ン

特
別

賞
日

本
木

材
青

壮
年

団
体

連
合

会
JA

IS
T

ギ
ャ

ラ
リ

ー

20
13

20
13

/5
/1

7
鈴

木
真

也
助

教
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
20

13
年

年
会

　
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

積
層

し
た

ナ
ノ

シ
ー

ト
か

ら
な

る
薄

膜
イ

ン
タ

ー
カ

レ
ー

シ
ョ

ン
電

極
中

の
膜

面
垂

直
方

向
へ

の
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

拡
散

挙
動

 
20

13
20

13
/5

/1
7

市
川

裕
樹

（
院

生
、

宮
山

研
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

20
13

 年
年

会
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

M
nド

ー
プ

に
よ

る
Ba

T
iO

3 
欠

陥
制

御

20
13

20
13

/5
/2

4
鈴

木
亮

平
（

工
学

系
院

生
）、

西
村

幸
夫

教
授

、
窪

田
亜

矢
教

授
（

都
市

工
学

科
）

日
本

都
市

計
画

学
会

賞
年

間
優

秀
論

文
賞

 
日

本
都

市
計

画
学

会
ワ

ル
シ

ャ
ワ

歴
史

地
区

の
復

原
と

そ
の

継
承

に
関

す
る

研
究

−
文

化
財

と
し

て
の

価
値

を
め

ぐ
る

戦
後

の
議

論
に

着
目

し
て

−
 

20
13

20
13

/5
/3

1
松

田
達

助
教

、林
野

紀
子

（
り

ん
の

設
計

一
級

建
築

士
事

務
所

） 
42

nd
い

し
か

わ
イ

ン
テ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

賞
20

13
石

川
県

知
事

賞
石

川
イ

ン
テ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

協
会

JA
IS

T
ギ

ャ
ラ

リ
ー

20
13

20
13

/6
/1

3
鮎

澤
信

宏
特

任
研

究
員

39
th

 A
nn

ua
l M

ee
tin

g 
of

 th
e 

In
te

rn
at

io
na

l A
ld

os
te

ro
ne

 
Co

nf
er

en
ce

, Y
ou

ng
 In

ve
st

ig
at

or
 

Co
m

pe
tit

io
n,

 F
in

al
ist

In
te

rn
at

io
na

l A
ld

os
te

ro
ne

 
Co

nf
er

en
ce

Ra
c1

-m
ed

ia
te

d 
A

ct
iv

at
io

n 
of

 M
in

er
al

oc
or

tic
oi

d 
Re

ce
pt

or
 in

 
Pr

es
su

re
 O

ve
rlo

ad
ed

 H
ea

rt
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
13

20
13

/6
/1

5
藤

田
敏

郎
名

誉
教

授
ES

H
 H

on
or

ar
y 

M
em

be
rs

hi
p 

A
w

ar
d

Eu
ro

pe
an

 S
oc

ie
ty

 o
f 

H
yp

er
te

ns
io

n （
ES

H
）

高
血

圧
の

発
症

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明

20
13

20
13

/6
/2

1
Ef

ra
in

 E
du

ar
do

 T
am

ay
o 

Ru
iz（

先
端

学
際

院
生

、
岡

田
研

）、
渡

辺
健

太
郎

特
任

助
教

、杉
山

正
和

准
教

授
（

工
学

系
研

究
科

）、
星

井
拓

也
助

教
、

庄
司

靖
特

任
研

究
員

、
岡

田
至

崇
教

授
、

宮
野

健
次

郎
教

授
 

IE
EE

 第
39

回
太

陽
光

発
電

専
門

家
会

議
（

PV
SC

-3
9）

ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
賞

米
国

電
気

電
子

学
会

（
IE

EE
）

Fa
br

ic
at

io
n 

of
 b

ro
ad

ba
nd

 a
nt

ire
fle

ct
io

n 
st

ru
ct

ur
es

 o
n 

gl
as

s 
su

bs
tr

at
es

 b
y 

Re
ac

tiv
e 

Io
n 

Et
ch

in
g 

fo
r 

ap
pl

ic
at

io
n 

on
 

ho
m

og
en

iz
er

s 
in

 C
PV

 s
ys

te
m

s

20
13

20
13

/6
/2

3
松

田
達

助
教

、林
野

紀
子

（
り

ん
の

設
計

一
級

建
築

士
事

務
所

） 
JC

D
デ

ザ
イ

ン
ア

ワ
ー

ド
20

13
入

賞
（

BE
ST

10
0）

一
般

社
団

法
人

日
本

商
環

境
デ

ザ
イ

ン
協

会
JA

IS
T

ギ
ャ

ラ
リ

ー

20
13

20
13

/8
川

合
紘

夢
（

院
生

、日
暮

研
）・

日
暮

栄
治

准
教

授
・

須
賀

唯
知

教
授

（
工

学
系

研
究

科
）・

岡
田

咲
枝

（
千

住
金

属
工

業
（

株
））

・
萩

原
泰

三
（

神
港

精
機

（
株

））
 

JC
K

 M
EM

S/
N

EM
S 

20
13

 
O

ut
st

an
di

ng
 P

os
te

r 
A

w
ar

d
T

he
 4

th
 J

ap
an

-C
hi

na
-K

or
ea

 
Jo

in
t C

on
fe

re
nc

e 
on

 M
EM

S/
N

EM
S （

JC
K

 M
EM

S/
N

EM
S 

20
13

）

Lo
w

-te
m

pe
ra

tu
re

 s
ol

id
-st

at
e 

so
ld

er
 b

on
di

ng
 p

ro
ce

ss
 u

sin
g 

hy
dr

og
en

 r
ad

ic
al

s 
fo

r 
M

EM
S 

pa
ck

ag
in

g 
ap

pl
ic

at
io

n

20
13

20
13

/8
竹

下
俊

弘
（

九
州

大
学

院
生

）・
岩

崎
拓

真
（

九
州

大
学

院
生

）、
日

暮
栄

治
准

教
授

、
宮

崎
竜

也
（

九
州

大
学

院
生

）・
澤

田
廉

士
教

授
（

九
州

大
学

） 

JC
K

 M
EM

S/
N

EM
S 

20
13

 
O

ut
st

an
di

ng
 P

os
te

r 
A

w
ar

d
T

he
 4

th
 J

ap
an

-C
hi

na
-K

or
ea

 
Jo

in
t C

on
fe

re
nc

e 
on

 M
EM

S/
N

EM
S

A
pp

lic
at

io
n 

of
 N

an
o-

im
pr

in
t t

o 
sim

ul
ta

ne
ou

s 
fo

rm
in

g 
of

 
co

nc
en

tr
ic

 m
in

ia
tu

re
 c

on
ca

vo
-c

on
ve

x 
pa

tt
er

ns
 a

nd
 a

 la
rg

e 
th

ro
ug

h-
ho

le
 w

ith
 h

ig
h 

ac
cu

ra
cy

20
13

20
13

/8
/2

松
田

達
助

教
、林

野
紀

子
（

り
ん

の
設

計
一

級
建

築
士

事
務

所
） 

D
SA

 D
es

ig
n 

A
w

ar
d 

20
13

 D
SA

空
間

デ
ザ

イ
ン

賞
一

般
社

団
法

人
日

本
空

間
デ

ザ
イ

ン
協

会
JA

IS
T

ギ
ャ

ラ
リ

ー

20
13

20
13

/9
井

上
佳

則
特

任
助

教
、

生
田

幸
士

教
授

日
本

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

外
科

学
会

論
文

賞
（

工
学

賞
）

日
本

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
外

科
学

会
高

温
加

熱
処

理
に

よ
る

マ
イ

ク
ロ

光
造

形
樹

脂
の

細
胞

毒
性

低
減

手
法

 
 

20
13

20
13

/9
/1

神
崎

亮
平

教
授

JS
PS

ひ
ら

め
き

☆
と

き
め

き
サ

イ
エ

ン
ス

推
進

賞
日

本
学

術
振

興
会

ひ
ら

め
き

☆
と

き
め

き
サ

イ
エ

ン
ス

～
よ

う
こ

そ
大

学
の

研
究

室
へ

～
K

A
K

EN
H

I（
研

究
成

果
の

社
会

還
元

・
普

及
事

業
）

に
お

い
て

継
続

的
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

研
究

者
と

し
て

受
賞

20
13

20
13

/9
/5

野
田

貴
大

特
任

研
究

員
（

神
崎

研
）、

神
崎

亮
平

教
授

、
高

橋
宏

知
講

師
平

成
24

年
電

気
学

会
 電

子
・

情
報

・
シ

ス
テ

ム
部

門
大

会
論

文
奨

励
賞

電
気

学
会

聴
覚

野
に

お
け

る
音

脈
分

凝
に

関
わ

る
機

能
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
下

部
構

造
 

20
13

20
13

/9
/6

市
川

裕
樹

（
院

生
、

宮
山

研
）

20
13

 年
秋

季
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
最

優
秀

ポ
ス

タ
ー

発
表

賞
（

公
社

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
Ba

T
iO

3 
系

強
誘

電
体

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

に
お

け
る

酸
素

空
孔

濃
度

制
御

と
物

性
評

価
20

13
20

13
/9

/6
松

尾
拓

紀
（

院
生

、
宮

山
研

）
20

13
 年

秋
季

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

ポ
ス

タ
ー

発
表

賞
（

公
社

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
Bi

Fe
O

3 
系

強
誘

電
体

薄
膜

の
作

製
と

光
誘

起
特

性
評

価

20
13

20
13

/9
/6

井
村

亮
太

（
院

生
、

宮
山

研
）

20
13

 年
秋

季
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

Ca
 置

換
Ba

T
iO

3 
単

結
晶

に
お

け
る

ド
メ

イ
ン

構
造

制
御

と
物

性
評

価

20
13

20
13

/9
/6

荻
野

元
裕

（
院

生
、

宮
山

研
）

20
13

 年
秋

季
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

（
Bi

,N
a）

T
iO

3–
Ba

T
iO

3 
強

誘
電

体
単

結
晶

の
放

射
光

X
 線

構
造

解
析

と
物

性
評

価
20

13
20

13
/9

/6
藤

田
敏

郎
名

誉
教

授
In

te
rn

at
io

na
l O

ka
m

ot
o 

A
w

ar
d 

（
岡

本
国

際
賞

）
成

人
血

管
病

研
究

振
興

財
団

食
塩

感
受

性
高

血
圧

の
分

子
機

序
の

解
明

20
13

20
13

/9
/1

8
吉

田
琢

史
（

東
芝

）、
林

久
志

（
東

芝
）、

西
成

活
裕

教
授

第
12

回
合

同
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

&
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
20

13
（

JA
W

S2
01

3）
 優

秀
論

文
賞

JA
W

S2
01

3
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

最
適

化
手

法
を

用
い

た
大

規
模

ジ
ョ

ブ
シ

ョ
ッ

プ
型

工
場

に
お

け
る

搬
送

効
率

の
改

善



136

年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
13

20
13

/1
0

粟
井

文
康

（
院

生
、

瀬
川

研
）

日
本

化
学

会
第

3
回

CS
J化

学
フ

ェ
ス

タ
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

日
本

化
学

会
カ

ル
バ

ゾ
ー

ル
系

有
機

色
素

と
臭

素
電

解
液

を
用

い
た

色
素

増
感

太
陽

電
池

の
高

開
放

端
電

圧
化

20
13

20
13

/1
0

大
畠

昇
太

（
院

生
、

瀬
川

研
）

日
本

化
学

会
第

3
回

CS
J化

学
フ

ェ
ス

タ
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

日
本

化
学

会
強

い
S‐

T
遷

移
を

示
す

O
s錯

体
を

用
い

た
広

帯
域

色
素

増
感

太
陽

電
池

20
13

20
13

/1
0

シ
ャ

ン
カ

ル
・

バ
ラ

イ
リ

（
院

生
、瀬

川
研

）
日

本
化

学
会

第
3

回
CS

J化
学

フ
ェ

ス
タ

優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞
日

本
化

学
会

カ
ー

ボ
ン

対
極

を
用

い
た

色
素

増
感

太
陽

電
池

の
高

性
能

化
に

関
す

る
研

究
20

13
20

13
/1

0/
5

大
澤

毅
特

任
助

教
日

本
癌

学
会

奨
励

賞
日

本
癌

学
会

低
酸

素
・

低
栄

養
が

癌
悪

性
化

を
誘

導
す

る
分

子
機

構
と

そ
の

治
療

へ
の

応
用

20
13

20
13

/1
0/

24
鈴

木
宏

正
教

授
（

社
）

日
本

機
械

学
会

設
計

工
学

・
シ

ス
テ

ム
部

門
　

功
績

賞
日

本
機

械
学

会
設

計
工

学
・

シ
ス

テ
ム

学
分

野
の

発
展

及
び

部
門

活
動

へ
の

貢
献

20
13

20
13

/1
0/

25
金

恩
汎

（
院

生
、

宮
山

研
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

第
33

 回
エ

レ
ク

ト
ロ

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

研
究

討
論

会
 

研
究

奨
励

賞

（
公

社
）

日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

層
状

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
化

物
の

電
気

化
学

キ
ャ

パ
シ

タ
特

性

20
13

20
13

/1
0/

28
野

口
祐

二
准

教
授

Ri
ch

ar
d 

M
. F

ul
ra

th
 A

w
ar

ds
T

he
 A

m
er

ic
an

 C
er

am
ic

 
So

ci
et

y
En

ha
nc

ed
 p

ro
pe

rt
ie

s 
in

 B
i-b

as
ed

 fe
rr

oe
le

ct
ric

s 
by

 d
ef

ec
t 

en
gi

ne
er

in
g 

20
13

20
13

/1
1

日
暮

栄
治

准
教

授
、

中
筋

香
織

（
院

生
、

日
暮

研
）・

須
賀

唯
知

教
授

（
工

学
系

研
究

科
）

第
30

回
セ

ン
サ

・
マ

イ
ク

ロ
マ

シ
ン

と
応

用
シ

ス
テ

ム
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
 優

秀
技

術
論

文
賞

電
気

学
会

セ
ン

サ
・

マ
イ

ク
ロ

マ
シ

ン
部

門
高

出
力

半
導

体
レ

ー
ザ

の
高

放
熱

構
造

を
め

ざ
し

た
Ga

A
s/

Si
C

常
温

接
合

に
関

す
る

研
究

20
13

20
13

/1
1/

1
江

崎
貴

裕
（

院
生

、
西

成
研

）、
西

成
活

裕
教

授
九

州
大

学
応

用
力

学
研

究
所

 平
成

25
年

度
共

同
利

用
研

究
集

会
 「

非
線

形
波

動
研

究
の

拡
が

り
」 

最
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 共

同
利

用
研

究
集

会
粒

子
排

他
過

程
と

し
て

の
組

み
立

て
プ

ロ
セ

ス

20
13

20
13

/1
1/

7
佃

真
文

（
東

京
工

業
大

学
）、

山
根

大
輔

（
東

京
工

業
大

学
）、

小
西

敏
文

（
N

T
T

ア
ド

バ
ン

ス
ア

ン
ド

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
株

））
、松

島
隆

明
・

加
賀

谷
賢

・
伊

藤
浩

之
准

教
授

・
石

原
昇

教
授

（
東

京
工

業
大

学
）、

年
吉

洋
教

授
、

町
田

克
之

（
N

T
T

ア
ド

バ
ン

ス
ア

ン
ド

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
株

））
、益

一
哉

（
東

京
工

業
大

学
）

平
成

25
年

度
電

気
学

会
Ｅ

部
門

総
合

研
究

会
優

秀
論

文
発

表
賞

電
気

学
会

Ｅ
部

門
ア

レ
イ

型
Ｍ

Ｅ
Ｍ

Ｓ
加

速
度

セ
ン

サ
の

基
礎

検
討

20
13

20
13

/1
1/

7
後

藤
正

英
・

萩
原

啓
・

井
口

義
則

・
大

竹
浩

（
N

H
K

）、
更

屋
拓

哉
助

手
（

生
産

研
）、

日
暮

栄
治

准
教

授
、

年
吉

洋
教

授
、

平
本

俊
郎

教
授

（
生

産
研

） 

第
30

回
セ

ン
サ

・
マ

イ
ク

ロ
マ

シ
ン

と
応

用
シ

ス
テ

ム
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

電
気

学
会

撮
像

デ
バ

イ
ス

の
３

次
元

構
造

化
に

向
け

た
画

素
内

Ａ
／

Ｄ
変

換
回

路
の

設
計

20
13

20
13

/1
1/

12
塩

田
英

史
（

院
生

、
岡

本
研

）
日

本
化

学
会

秋
季

事
業

　
第

3
回

 C
SJ

化
学

フ
ェ

ス
タ

20
13

優
秀

ポ
ス

タ
ー

発
表

賞

日
本

化
学

会
5-

ヒ
ド

ロ
キ

シ
メ

チ
ル

シ
ト

シ
ン

の
化

学
的

検
出

法
の

開
発

20
13

20
13

/1
1/

14
松

田
達

助
教

、林
野

紀
子

（
り

ん
の

設
計

一
級

建
築

士
事

務
所

）
第

40
回

石
川

県
デ

ザ
イ

ン
展

　
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
20

13
金

沢
市

長
賞

（
公

）
石

川
県

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

JA
IS

T
ギ

ャ
ラ

リ
ー
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
13

20
13

/1
1/

20
千

田
秀

典
（

院
生

、
西

成
研

）
日

本
航

空
宇

宙
学

会
第

51
回

飛
行

機
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
学

生
優

秀
講

演
賞

日
本

航
空

宇
宙

学
会

合
流

部
に

お
け

る
速

度
調

整
導

入
時

の
経

路
進

展
及

び
燃

料
消

費
の

削
減

効
果

 
20

13
20

13
/1

1/
20

福
田

紘
之

（
院

生
、

西
成

研
）

日
本

航
空

宇
宙

学
会

第
51

回
飛

行
機

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

学
生

優
秀

講
演

賞
日

本
航

空
宇

宙
学

会
単

滑
走

路
空

港
に

お
け

る
離

陸
待

ち
時

間
低

減
へ

の
滑

走
路

運
用

法

20
13

20
13

/1
1/

22
鮎

澤
信

宏
特

任
研

究
員

第
17

回
 日

本
心

血
管

内
分

泌
代

謝
学

会
学

術
総

会
若

手
研

究
奨

励
賞

日
本

心
血

管
内

分
泌

代
謝

学
会

Ra
c1

は
圧

負
荷

性
心

不
全

に
お

け
る

M
R

活
性

化
に

寄
与

す
る

20
13

20
13

/1
1/

28
阿

部
匡

樹
特

任
研

究
員

第
3

回
社

会
神

経
科

学
研

究
会

「
社

会
的

行
動

の
決

定
機

構
」ト

ラ
ベ

ル
ア

ワ
ー

ド

生
理

研
研

究
会

Jo
in

t a
ct

io
n

に
埋

め
込

ま
れ

た
社

会
性

：
共

同
力

発
揮

課
題

の
エ

ラ
ー

修
正

と
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

指
数

の
関

連
 

20
13

20
13

/1
2

瀬
川

浩
司

教
授

ソ
ー

ラ
ー

ア
ワ

ー
ド

（
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
部

門
）

ソ
ー

ラ
ー

ア
ワ

ー
ド

20
13

実
行

委
員

会
蓄

電
機

能
が

あ
る

色
素

増
感

太
陽

電
池

20
13

20
13

/1
2

田
中

観
自

特
別

研
究

員
、

陳
娜

（
院

生
、

渡
邊

研
）、

坂
井

信
之

（
東

北
大

学
）、

渡
邊

克
巳

准
教

授
 

20
13

年
度

電
子

情
報

通
信

学
会

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

賞
（

H
IP

部
門

）
受

賞

電
子

情
報

通
信

学
会

食
器

の
材

質
・

質
感

に
お

け
る

感
覚

間
統

合
が

味
覚

評
価

に
及

ぼ
す

影
響

20
13

20
13

/1
2

高
橋

康
介

特
任

助
教

、
渡

邊
克

巳
准

教
授

第
5

回
錯

視
コ

ン
テ

ス
ト

入
賞

日
本

基
礎

心
理

学
会

3D
CG

 が
拓

く
新

し
い

錯
視

の
世

界
20

13
20

13
/1

2
山

本
健

太
郎

特
別

研
究

員
、渡

邊
克

巳
准

教
授

第
5

回
錯

視
コ

ン
テ

ス
ト

入
賞

日
本

基
礎

心
理

学
会

同
速

回
転

錯
視

20
13

20
13

/1
2

高
橋

康
介

特
任

助
教

、
渡

邊
克

巳
准

教
授

第
5

回
錯

視
コ

ン
テ

ス
ト

グ
ラ

ン
プ

リ
日

本
基

礎
心

理
学

会
拡

大
縮

小
運

動
盲

20
13

20
13

/1
2

大
沼

直
紀

特
任

研
究

員
 

文
部

科
学

大
臣

表
彰

（
特

別
支

援
教

育
功

労
者

）
文

部
科

学
省

な
し

20
13

20
13

/1
2/

12
木

下
卓

巳
特

任
助

教
優

秀
講

演
賞

第
32

回
固

体
表

面
光

化
学

討
論

会
ス

ピ
ン

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

よ
る

広
帯

域
色

素
増

感
太

陽
電

池
の

高
効

率
化

 
20

13
20

13
/1

2/
13

岡
本

晃
充

教
授

 
第

10
回

日
本

学
術

振
興

会
賞

受
賞

日
本

学
術

振
興

会
化

学
を

基
盤

と
し

た
核

酸
機

能
観

察
系

の
構

築
20

13
20

13
/1

2/
20

西
成

活
裕

教
授

文
部

科
学

省
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
「

科
学

技
術

へ
の

顕
著

な
貢

献
20

13
」（

ナ
イ

ス
ス

テ
ッ

プ
な

研
究

者
）

文
部

科
学

省
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
数

理
物

理
学

を
基

盤
に

し
た

「
渋

滞
学

」
及

び
「

無
駄

学
」

と
い

う
新

た
な

研
究

領
域

の
開

拓

20
13

鈴
木

宏
正

教
授

精
密

工
学

会
フ

ェ
ロ

ー
精

密
工

学
会

な
し

20
14

20
14

/1
松

吉
大

輔
特

任
助

教
第

11
回

日
本

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

学
会

大
会

優
秀

発
表

賞
日

本
ワ

ー
キ

ン
グ

メ
モ

リ
学

会
過

負
荷

に
よ

る
視

覚
的

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

不
全

―
個

人
差

・
年

齢
差

に
よ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

20
14

20
14

/1
/2

近
藤

武
夫

准
教

授
M

ic
ro

so
ft 

M
os

t V
al

ua
bl

e 
Pr

of
es

sio
na

l （
M

V
P）

 A
w

ar
d

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
な

し

20
14

20
14

/1
/1

6
井

村
亮

太
（

院
生

、
宮

山
研

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
20

13
年

秋
季

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

ポ
ス

タ
ー

発
表

賞
（

公
社

）
日

本
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
協

会
Ca

置
換

Ba
T

iO
3

単
結

晶
に

お
け

る
ド

メ
イ

ン
構

造
制

御
と

物
性

評
価
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
14

20
14

/1
/3

0
森

正
人

助
教

、
木

本
昌

秀
教

授
・

渡
部

雅
浩

准
教

授
・

今
田

由
紀

子
（

大
気

海
洋

研
究

所
）、

石
井

正
好

（
気

象
研

究
所

）、
横

井
覚

・
望

月
崇

・
建

部
洋

晶
・

坂
本

天
・

小
室

芳
樹

・
小

山
博

司
（

海
洋

研
究

開
発

機
構

）、
近

本
喜

光（
米

国
国

際
太

平
洋

研
究

セ
ン

タ
ー

）、
野

沢
徹

（
国

立
環

境
研

究
所

）

日
本

気
象

学
会

気
象

集
誌

論
文

賞
日

本
気

象
学

会
H

in
dc

as
t p

re
di

ct
io

n 
an

d 
ne

ar
-fu

tu
re

 p
ro

je
ct

io
n 

of
 tr

op
ic

al
 

cy
cl

on
e 

ac
tiv

ity
 o

ve
r 

th
e 

w
es

te
rn

 N
or

th
 P

ac
ifi

c 
us

in
g 

CM
IP

5 
ne

ar
-te

rm
 e

xp
er

im
en

ts
 w

ith
 M

IR
O

C.

20
14

20
14

/3
木

下
卓

巳
特

任
助

教
日

本
化

学
会

第
94

春
季

年
会

優
秀

講
演

賞
（

学
術

）
日

本
化

学
会

ス
ピ

ン
反

転
励

起
を

用
い

た
広

帯
域

色
素

増
感

太
陽

電
池

20
14

20
14

/3
/1

9
財

津
優

（
院

生
、

中
野

研
）

第
13

回
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
ソ

サ
イ

エ
テ

ィ
学

生
奨

励
賞

電
子

情
報

通
信

学
会

半
導

体
レ

ー
ザ

と
の

モ
ノ

リ
シ

ッ
ク

集
積

に
適

し
た

In
P

ハ
ー

フ
リ

ッ
ジ

型
偏

波
変

換
器

20
14

20
14

/3
/2

0
木

下
卓

巳
特

任
助

教
H

on
da

-F
uj

ish
im

a 
Pr

iz
e

El
ec

tr
oc

he
m

ic
al

 S
oc

ie
ty

 o
f 

Ja
pa

n
ス

ピ
ン

反
転

励
起

を
用

い
た

広
帯

域
色

素
増

感
太

陽
電

池
の

創
成

20
14

20
14

/3
/3

1
瀬

川
浩

司
教

授
貴

金
属

に
か

か
わ

る
研

究
「

プ
ラ

チ
ナ

賞
」

田
中

貴
金

属
グ

ル
ー

プ
/

T
A

N
A

K
A

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

新
規

Ru
錯

体
の

ス
ピ

ン
反

転
励

起
を

用
い

た
広

帯
域

有
機

系
太

陽
電

池

20
14

20
14

/4
日

暮
栄

治
准

教
授

、
中

筋
香

織
（

院
生

、
日

暮
研

）・
須

賀
唯

知
教

授
（

工
学

系
研

究
科

）
O

ut
st

an
di

ng
 T

ec
hn

ic
al

 P
ap

er
 

A
w

ar
d

20
13

 In
te

rn
at

io
na

l C
on

fe
re

nc
e 

on
 E

le
ct

ro
ni

cs
 P

ac
ka

gi
ng

 
（

IC
EP

 2
01

3）

Ro
om

-T
em

pe
ra

tu
re

 D
ire

ct
 B

on
di

ng
 o

f G
aA

s 
an

d 
Si

C 
W

af
er

s 
fo

r 
Im

pr
ov

ed
 H

ea
t D

iss
ip

at
io

n 
in

 H
ig

h-
Po

w
er

 S
em

ic
on

du
ct

or
 

La
se

rs

20
14

20
14

/4
/8

西
本

光
宏

特
任

研
究

員
T

he
 1

8t
h 

In
te

rn
at

io
na

l V
as

cu
la

r 
Bi

ol
og

y 
M

ee
tin

g 
Ex

ce
pt

io
na

l A
bs

tr
ac

t A
w

ar
d

In
te

rn
at

io
na

l V
as

cu
la

r 
Bi

ol
og

y 
M

ee
tin

g（
IV

BM
）

ST
IM

1
欠

損
に

よ
る

血
管

内
皮

機
能

障
害

に
伴

う
高

血
圧

発
症

20
14

20
14

/4
/9

野
口

祐
二

准
教

授
A

PE
X

/J
JA

P 
Ed

ito
ria

l 
Co

nt
rib

ut
io

n 
A

w
ar

d
応

用
物

理
学

会
な

し

20
14

20
14

/4
/1

6
大

澤
毅

特
任

助
教

T
he

 2
2n

d 
Y

ou
ng

 In
ve

st
ig

at
or

s 
A

w
ar

d
日

本
血

管
生

物
医

学
会

H
yp

ox
ia

 a
nd

 lo
w

 n
ut

rit
io

n 
do

ub
le

-d
ep

riv
at

io
n 

st
re

ss
 in

du
ce

s 
tu

m
or

 a
gg

re
ss

iv
en

es
s. （

腫
瘍

微
小

環
境

に
お

け
る

癌
の

悪
性

化
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
）

20
14

20
14

/5
嶋

田
直

矢
（

先
端

学
際

院
生

、生
田

研
）、

浅
野

剛
次

（
名

古
屋

大
学

）、
池

内
真

志
助

教
、

生
田

幸
士

教
授

ロ
ボ

テ
ィ

ク
ス

・
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

講
演

会
20

14
RO

BO
M

EC
表

彰
日

本
機

械
学

会
光

駆
動

マ
イ

ク
ロ

ロ
ボ

ッ
ト

を
用

い
た

リ
ア

ル
タ

イ
ム

３
次

元
力

計
測

シ
ス

テ
ム

 

20
14

20
14

/5
安

川
あ

か
ね

（
院

生
、

生
田

研
）

日
本

機
械

学
会

若
手

優
秀

講
演

フ
ェ

ロ
ー

賞
日

本
機

械
学

会
再

生
医

療
用

新
概

念
培

養
デ

バ
イ

ス
に

よ
る

胚
様

体
分

化
誘

導
の

実
証

20
14

20
14

/5
/2

9
北

中
佑

樹
（

特
任

研
究

員
、

宮
山

研
）

第
30

回
強

誘
電

体
応

用
会

議
　

最
優

秀
発

表
賞

 
強

誘
電

体
応

用
会

議
（

Bi
1/

2N
a1

/2
）

T
iO

3-
Ba

T
iO

3
強

誘
電

・
圧

電
単

結
晶

の
電

界
誘

起
歪

み
特

性
と

結
晶

解
析

 
20

14
20

14
/5

/3
0

鈴
木

誠
助

教
、

森
川

博
之

教
授

N
E 

ジ
ャ

パ
ン

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・

ア
ワ

ー
ド

20
14

優
秀

賞
日

経
BP

社
、日

経
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
同

時
送

信
型

の
省

電
力

マ
ル

チ
ホ

ッ
プ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

20
14

20
14

/6
/1

森
川

博
之

教
授

第
64

回
「

電
波

の
日

」
総

務
大

臣
表

彰
総

務
省

モ
バ

イ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
及

び
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
先

進
的

な
研

究
開

発
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、「
新

世
代

M
2M

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」

会
長

及
び

「
T

V
ホ

ワ
イ

ト
ス

ペ
ー

ス
利

用
シ

ス
テ

ム
運

用
調

整
連

絡
会

」
会

長
を

歴
任

し
、電

波
の

新
た

な
有

効
利

用
手

法
の

整
備

に
つ

い
て

主
導

的
な

役
割

を
果

た
す

な
ど

、電
波

の
有

効
利

用
促

進
に

多
大

な
貢

献
を

し
た

。
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
14

20
14

/6
/1

3
芝

原
貴

史
（

院
生

、
西

村
研

）、
柄

澤
薫

冬
（

院
生

、
西

村
研

）、
中

島
健

太
郎

（
院

生
、

西
村

研
）

第
9

回
土

木
計

画
学

公
共

政
策

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

ペ
土

木
計

画
学

委
員

会
賞

土
木

計
画

学
研

究
委

員
会

動
と

景
の

結
び

目
−

駅
間

回
遊

に
着

目
し

た
港

町
の

再
編

−

20
14

20
14

/6
/1

5
藤

田
敏

郎
名

誉
教

授
20

14
国

際
高

血
圧

学
会

（
IS

H
） 

Fr
an

z 
V

ol
ha

rd
 A

w
ar

d
国

際
高

血
圧

学
会

（
IS

H
）

食
塩

に
よ

る
高

血
圧

発
症

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
解

明
し

、腎
臓

の
生

理
学

の
分

野
に

お
い

て
特

筆
す

べ
き

研
究

業
績

を
上

げ
た

 
20

14
20

14
/7

中
村

泰
信

教
授

20
14

 T
ho

m
so

n 
Re

ut
er

s 
H

ig
hl

y 
Ci

te
d 

Re
se

ar
ch

er
T

ho
m

so
n 

Re
ut

er
s

な
し

20
14

20
14

/7
/1

峯
岸

諒
博

士
研

究
員

、倉
林

大
輔

教
授

（
東

京
工

業
大

学
）、

神
崎

亮
平

教
授

 
日

本
比

較
生

理
生

化
学

会
大

会
最

優
秀

論
文

賞
・

会
長

賞
日

本
比

較
生

理
化

学
会

A
na

ly
sis

 o
f p

ro
to

ce
re

br
al

 n
eu

ra
l a

ct
iv

ity
 r

el
at

in
g 

to
 o

do
r 

so
ur

ce
 s

ea
rc

hi
ng

 lo
co

m
ot

io
n 

of
 s

ilk
w

or
m

 m
ot

h
20

14
20

14
/7

/1
巖

淵
守

准
教

授
M

ic
ro

so
ft 

M
os

t V
al

ua
bl

e 
Pr

of
es

sio
na

l （
M

V
P）

 A
w

ar
d 

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
K

in
ec

t f
or

 W
in

do
w

s

20
14

20
14

/7
/6

西
村

幸
夫

教
授

若
狭

町
制

施
行

10
周

年
功

労
賞

表
彰

若
狭

町
な

し
20

14
20

14
/7

/7
岩

崎
晃

教
授

フ
ェ

ロ
ー

日
本

航
空

宇
宙

学
会

永
年

の
功

績
に

対
し

て
20

14
20

14
/8

/1
志

垣
俊

介
、

福
島

俊
平

、
峯

岸
諒

博
士

研
究

員
・

倉
林

大
輔

教
授

（
東

京
工

業
大

学
）、

安
藤

規
泰

助
教

、
神

崎
亮

平
教

授
 

計
測

自
動

制
御

学
会

 第
20

回
創

発
シ

ス
テ

ム
・

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

講
演

賞
計

測
自

動
制

御
学

会
昆

虫
羽

ば
た

き
時

の
筋

肉
活

動
電

位
を

用
い

た
行

動
弁

別

20
14

20
14

/9
/2

蔡
兆

申
（

理
化

学
研

究
所

）、
中

村
泰

信
教

授
江

崎
玲

於
奈

賞
（

一
財

）
茨

城
県

科
学

技
術

振
興

団
超

伝
導

量
子

ビ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の

研
究

20
14

20
14

/9
/4

W
iro

j S
ud

at
ha

m
（

院
生

）・
松

本
弘

一
特

任
研

究
員

（
工

学
系

研
究

科
）、

高
橋

哲
教

授
、

高
増

潔
教

授
（

工
学

系
研

究
科

） 

Ex
ce

lle
nt

 P
ap

er
 A

w
ar

d 
（

LM
PM

I2
01

4）
La

se
r 

M
et

ro
lo

gy
 fo

r 
Pr

ec
isi

on
 

M
ea

su
re

m
en

t a
nd

 In
sp

ec
tio

n 
in

 In
du

st
ry

（
LM

PM
I）

N
on

-C
on

ta
ct

 M
ea

su
re

m
en

t T
ec

hn
iq

ue
 fo

r 
D

im
en

sio
na

l 
M

et
ro

lo
gy

 U
sin

g 
O

pt
ic

al
 C

om
b

20
14

20
14

/9
/4

狩
野

竜
示

（
情

報
理

工
学

系
20

12
年

度
卒

業
生

）、
宇

佐
美

憲
一

（
医

学
系

研
究

科
）、

野
田

貴
大

研
究

員
（

ミ
ュ

ン
ヘ

ン
工

科
大

学
）、

磯
口

知
世

特
任

研
究

員
、

神
崎

亮
平

教
授

、
川

合
謙

介
（

医
学

系
研

究
科

）、
高

橋
宏

知
講

師
 

平
成

25
年

電
気

学
会

電
子

・
情

報
・

シ
ス

テ
ム

部
門

大
会

論
文

奨
励

賞
電

気
学

会
ラ

ッ
ト

大
脳

皮
質

の
局

所
電

場
電

位
に

お
け

る
迷

走
神

経
刺

激
に

よ
る

同
期

度
の

変
化

20
14

20
14

/9
/4

白
松

（
磯

口
）

知
世

特
任

研
究

員
、野

田
貴

大
研

究
員

（
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

工
科

大
学

）、
神

崎
亮

平
教

授
、

高
橋

宏
知

講
師

 

平
成

25
年

電
気

学
会

電
子

・
情

報
・

シ
ス

テ
ム

部
門

大
会

優
秀

論
文

賞
電

気
学

会
和

音
の

質
感

が
聴

皮
質

の
神

経
活

動
の

位
相

同
期

に
及

ぼ
す

影
響

20
14

20
14

/9
/1

1
藤

田
敏

郎
名

誉
教

授
20

14
米

国
心

臓
病

協
会

（
A

H
A

） 
高

血
圧

研
究

部
門

 （
H

ig
h 

Bl
oo

d 
Pr

es
su

re
 R

es
ea

rc
h 

Co
un

ci
l）

 
T

he
 E

xc
el

le
nc

e 
A

w
ar

d 
fo

r 
H

yp
er

te
ns

io
n 

Re
se

ar
ch

米
国

心
臓

病
協

会
（

A
H

A
）

高
血

圧
の

発
症

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明

20
14

20
14

/9
/1

2
児

玉
千

絵
（

院
生

、
西

村
研

）
優

秀
修

士
論

文
賞

日
本

建
築

学
会

建
築

基
準

法
第

39
条

災
害

危
険

区
域

の
理

念
と

実
践

−
名

古
屋

市
臨

海
部

防
災

区
域

建
築

条
例

の
経

過
に

着
目

し
て

−
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
14

20
14

/9
/1

8
田

原
弘

之
（

院
生

、
高

橋
研

）、
鈴

木
裕

貴
（

院
生

、
高

橋
研

）、
高

橋
哲

教
授

、
高

増
潔

教
授

（
工

学
系

研
究

科
）

ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞
 （

20
14

年
度

精
密

工
学

会
秋

季
大

会
学

術
講

演
会

）

精
密

工
学

会
エ

バ
ネ

ッ
セ

ン
ト

露
光

型
ナ

ノ
光

造
形

法
に

関
す

る
研

究
（

第
20

 報
）

−
マ

ス
ク

レ
ス

露
光

に
よ

る
面

内
形

状
形

成
の

検
討

−
 

20
14

20
14

/1
0

瀬
川

浩
司

教
授

特
別

講
演

賞
光

化
学

協
会

電
荷

移
動

と
光

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
20

14
20

14
/1

0/
31

今
井

武
晃

（
院

生
、

西
成

研
）、

西
成

活
裕

教
授

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 平

成
26

年
度

共
同

利
用

研
究

集
会

 「
非

線
形

波
動

研
究

の
現

状
ｰ課

題
と

展
望

を
探

る
ｰ」

 
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

九
州

大
学

応
用

力
学

研
究

所
 共

同
利

用
研

究
集

会
情

報
提

供
に

よ
る

、
分

岐
の

あ
る

道
路

に
お

け
る

交
通

流
の

最
適

化

20
14

20
14

/1
1

池
内

真
志

助
教

、
豊

田
悠

司
（

日
東

電
工

（
株

））
、

宮
本

義
孝

（
国

立
成

育
医

療
セ

ン
タ

ー
）、

生
田

幸
士

教
授

第
41

回
日

本
臓

器
保

存
生

物
医

学
会

学
術

集
会

会
長

賞
日

本
臓

器
保

存
生

物
医

学
会

胚
様

体
の

均
一

・
大

量
生

産
を

実
現

す
る

培
養

デ
バ

イ
ス

T
A

SC
L

の
量

産
化

20
14

20
14

/1
1

Lu
dm

ila
 C

oj
oc

ar
u

特
任

研
究

員
Y

ou
ng

 R
es

ea
rc

he
r 

A
w

ar
d

W
CP

EC
-6

Ch
lo

rid
e 

A
ss

ist
ed

 P
er

ov
sk

ite
 S

ol
ar

 C
el

ls 
w

ith
 H

ig
h 

Effi
ci

en
cy

20
14

20
14

/1
1/

3
西

村
幸

夫
教

授
市

川
市

市
政

功
労

者
表

彰
市

川
市

な
し

20
14

20
14

/1
1/

13
梁

瀬
将

史
（

院
生

、
岡

本
研

）
日

本
化

学
会

秋
季

事
業

　
第

4
回

 C
SJ

化
学

フ
ェ

ス
タ

 2
01

4
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

日
本

化
学

会
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

解
析

を
指

向
す

る
ヒ

ド
ロ

キ
シ

チ
ロ

シ
ン

含
有

タ
ン

パ
ク

質
の

選
択

的
濃

縮
法

の
開

発

20
14

20
14

/1
1/

27
庄

司
靖

特
任

研
究

員
、

玉
置

亮
特

任
研

究
員

、
A

le
ja

nd
ro

 D
at

as
 M

ed
in

a
研

究
員

（
マ

ド
リ

ー
ド

工
科

大
学

）、
A

nt
on

io
 

M
ar

tí 
V

eg
a

教
授

（
マ

ド
リ

ー
ド

工
科

大
学

）、
A

nt
on

io
 L

uq
ue

 L
óp

ez
教

授
（

マ
ド

リ
ー

ド
工

科
大

学
教

）、
岡

田
至

崇
教

授
 

第
6

回
太

陽
光

発
電

世
界

会
議

（
W

CP
EC

-6
）

ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
賞

第
6

回
太

陽
光

発
電

世
界

会
議

（
W

CP
EC

-6
）

組
織

委
員

会
Eff

ec
t o

f F
ie

ld
 D

am
pi

ng
 L

ay
er

 o
n 

T
w

o 
St

ep
 A

bs
or

pt
io

n 
of

 
Q

ua
nt

um
 D

ot
s 

So
la

r 
Ce

lls

20
14

20
14

/1
1/

27
T

om
os

 T
ho

m
as

（
イ

ン
ペ

リ
ア

ル
カ

レ
ッ

ジ
 ロ

ン
ド

ン
院

生
）、

 M
ar

ku
s 

Fu
hr

er
研

究
員

（
イ

ン
ペ

リ
ア

ル
カ

レ
ッ

ジ
 ロ

ン
ド

ン
）、

 D
ie

go
 A

lo
ns

o-
A

lv
ar

ez
助

教
（

イ
ン

ペ
リ

ア
ル

カ
レ

ッ
ジ

 ロ
ン

ド
ン

）、
N

ic
ho

la
s 

J. 
Ek

in
s-D

au
ke

s准
教

授（
イ

ン
ペ

リ
ア

ル
カ

レ
ッ

ジ
 ロ

ン
ド

ン
）、

D
av

id
 

La
ck

ne
r研

究
員

（
フ

ラ
ウ

ン
ホ

ー
フ

ァ
ー

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
研

究
所

）、
 

Pe
te

r 
K

ai
lu

w
ei

t研
究

員
（

フ
ラ

ウ
ン

ホ
ー

フ
ァ

ー
太

陽
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

研
究

所
）、

 S
.P

. P
hi

lip
ps

研
究

員（
フ

ラ
ウ

ン
ホ

ー
フ

ァ
ー

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
研

究
所

）、
A

nd
re

as
 W

. B
et

t（
フ

ラ
ウ

ン
ホ

ー
フ

ァ
ー

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
研

究
所

室
長

）、
K

as
id

it 
T

op
ra

se
rt

po
ng

（
院

生
、

工
学

系
研

究
科

）、
杉

山
正

和
准

教
授

（
工

学
系

研
究

科
）、

岡
田

至
崇

教
授

第
6

回
太

陽
光

発
電

世
界

会
議

（
W

CP
EC

-6
）

ベ
ス

ト
論

文
賞

第
6

回
太

陽
光

発
電

世
界

会
議

（
W

CP
EC

-6
）

組
織

委
員

会
Po

te
nt

ia
l f

or
 R

ea
ch

in
g 

50
%

 P
ow

er
 C

on
ve

rs
io

n 
Effi

ci
en

cy
 

U
sin

g 
Q

ua
nt

um
 H

et
er

os
tr

uc
tu

re
s
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
14

20
14

/1
1/

27
鈴

木
智

也
（

埼
玉

大
学

院
生

）、
長

田
一

輝
（

埼
玉

大
学

院
生

）、
八

木
修

平
（

埼
玉

大
学

助
教

）、
内

藤
駿

弥
（

院
生

、
岡

田
研

）、
土

方
泰

人
准

教
授

（
埼

玉
大

学
）、

岡
田

至
崇

教
授

、
矢

口
裕

之
教

授
（

埼
玉

大
学

）

第
6

回
太

陽
光

発
電

世
界

会
議

（
W

CP
EC

-6
）

ヤ
ン

グ
リ

サ
ー

チ
ャ

ー
賞

第
6

回
太

陽
光

発
電

世
界

会
議

（
W

CP
EC

-6
）

組
織

委
員

会
M

ol
ec

ul
ar

 B
ea

m
 E

pi
ta

xy
 G

ro
w

th
 o

f I
nt

er
m

ed
ia

te
 B

an
d 

M
at

er
ia

ls 
Ba

se
d 

on
 G

aA
s:N

 δ
-D

op
ed

 S
up

er
la

tt
ic

es

20
14

20
14

/1
2/

6
松

吉
大

輔
特

任
助

教
20

14
年

度
日

本
基

礎
心

理
学

会
第

33
回

大
会

優
秀

発
表

賞
受

賞
日

本
基

礎
心

理
学

会
倒

立
は

質
的

に
も

量
的

に
も

顔
処

理
を

変
化

さ
せ

る

20
14

20
14

/1
2/

14
白

松
（

磯
口

） 
知

世
特

任
研

究
員

、
高

橋
宏

知
講

師
 

生
物

音
響

学
会

優
秀

賞
（

第
1

回
生

物
音

響
学

会
年

次
研

究
発

表
会

）
生

物
音

響
学

会
O

sc
ill

at
io

n 
in

 r
at

 a
ud

ito
ry

 c
or

te
x 

re
pr

es
en

tin
g 

te
xt

ur
e 

of
 

ch
or

d
20

14
20

14
/1

2/
19

加
田

智
之

（
神

戸
大

学
院

生
）、

朝
日

重
雄

特
命

助
教

（
神

戸
大

学
）、

海
津

利
行

助
教

（
神

戸
大

学
）、

喜
多

隆
教

授
（

神
戸

大
学

）、
玉

置
亮

特
任

研
究

員
、

岡
田

至
崇

教
授

、
宮

野
健

次
郎

名
誉

教
授

 

第
25

回
光

物
性

研
究

会
奨

励
賞

第
25

回
光

物
性

研
究

会
In

A
s/

Ga
A

s量
子

ド
ッ

ト
超

格
子

太
陽

電
池

に
お

け
る

高
効

率
2

段
階

光
吸

収
過

程

20
14

金
相

賢
助

手
・

板
岡

暖
美

（
早

稲
田

大
学

）、
盛

川
浩

志
助

教
（

青
山

学
院

大
学

）、
三

家
礼

子
客

員
准

教
授

・
河

合
隆

史
教

授
（

早
稲

田
大

学
）、

渡
邊

克
巳

准
教

授

Be
st

 P
ap

er
 A

w
ar

ds
 o

f T
he

 1
st

 
A

sia
n 

Co
nf

er
en

ce
 o

n 
Er

go
no

m
ic

s 
an

d 
D

es
ig

n 
20

14

A
CE

D
20

14
組

織
委

員
会

Co
gn

iti
ve

 c
ha

ra
ct

er
ist

ic
s 

of
 d

ire
ct

io
na

l j
ud

gm
en

t t
hr

ou
gh

 
bi

no
cu

la
r 

di
sp

ar
ity

 o
n 

a 
vi

rt
ua

l t
ilt

ed
 s

cr
ee

n.

20
15

20
15

/1
/1

1
今

井
武

晃
（

院
生

、
西

成
研

）、
西

成
活

裕
教

授
IC

M
M

A
20

14
 'C

ro
w

d 
D

yn
am

ic
s' 

In
ce

nt
iv

e 
A

w
ar

d 
fo

r 
Po

st
er

 
Pr

es
en

ta
tio

n

IC
M

M
A

20
14

O
pt

im
al

 in
fo

rm
at

io
n 

fo
r 

m
ax

im
iz

in
g 

flo
w

 in
 a

 fo
rk

ed
 e

xc
lu

sio
n 

m
od

el

20
15

20
15

/2
/2

7
岩

松
琢

磨
特

特
別

研
究

員（
院

生
、神

崎
研

）
平

成
26

年
度

文
科

省
 E

D
GE

 プ
ロ

グ
ラ

ム
東

京
大

学
シ

リ
コ

ン
バ

レ
ー

研
修

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

（
英

語
）

優
秀

賞

文
部

科
学

省
O

do
ra

nt
 s

en
so

r 
us

in
g 

in
se

ct
 o

lfa
ct

or
y 

re
ce

pt
or

s

20
15

20
15

/3
/1

3
後

藤
正

英
・

萩
原

啓
・

井
口

義
則

・
大

竹
浩

（
N

H
K

）、
更

屋
拓

哉
助

手
（

生
産

研
）、

日
暮

栄
治

准
教

授
、

年
吉

洋
教

授
、

平
本

俊
郎

教
授

（
生

産
研

） 

第
6

回
応

用
物

理
学

会
シ

リ
コ

ン
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
分

科
会

論
文

賞
応

用
物

理
学

会
3-

D
 S

ili
co

n-
on

-In
su

la
to

r 
In

te
gr

at
ed

 C
irc

ui
ts

 W
ith

 N
FE

T
 a

nd
 

PF
ET

 o
n 

Se
pa

ra
te

 L
ay

er
s 

U
sin

g 
A

u/
Si

O
2 

H
yb

rid
 B

on
di

ng

20
15

20
15

/3
/1

3
後

藤
正

英
・

萩
原

啓
・

井
口

義
則

・
大

竹
浩

（
N

H
K

）、
更

屋
拓

哉
助

手
（

生
産

研
）、

日
暮

栄
治

准
教

授
、

年
吉

洋
教

授
、

平
本

俊
郎

教
授

（
生

産
研

） 

第
6

回
集

積
化

Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

論
文

賞
応

用
物

理
学

会
集

積
化

M
EM

S技
術

研
究

会
21

pm
2-

c3
：

画
素

並
列

信
号

処
理

を
行

う
撮

像
デ

バ
イ

ス
の

実
現

に
向

け
た

３
次

元
集

積
回

路
の

試
作

と
評

価
 

20
15

20
15

/3
/1

4
望

月
輝

（
院

生
、

神
崎

研
）、

安
藤

規
泰

助
教

、
神

崎
亮

平
教

授
 

第
67

回
日

本
動

物
学

会
関

東
支

部
大

会
　

ポ
ス

タ
ー

発
表

最
優

秀
賞

日
本

動
物

学
会

昆
虫

の
匂

い
源

探
索

行
動

に
お

け
る

濃
度

情
報

の
利

用

20
15

20
15

/3
/1

8
小

谷
潔

准
教

授
K

D
D

I財
団

賞
K

D
D

I財
団

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

た
め

の
生

体
信

号
解

析
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
20

15
20

15
/3

/1
9

鈴
木

裕
貴

（
院

生
、

高
橋

研
）、

田
原

弘
之

（
院

生
、

高
橋

研
）、

高
橋

哲
教

授
、

高
増

潔
教

授
（

工
学

系
研

究
科

） 

20
15

年
度

精
密

工
学

会
春

季
大

会
学

術
講

演
会

ベ
ス

ト
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞

精
密

工
学

会
エ

バ
ネ

ッ
セ

ン
ト

露
光

型
ナ

ノ
光

造
形

法
に

関
す

る
研

究
（

第
22

 報
）

−
窒

素
パ

ー
ジ

を
利

用
し

た
超

高
分

解
能

露
光

の
実

験
的

検
討

−
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
15

20
15

/3
/2

5
山

根
大

輔
助

教（
東

京
工

業
大

学
）、

小
西

敏
文

・
松

島
隆

明
（

N
T

T
ア

ド
バ

ン
ス

ア
ン

ド
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（

株
））

、
年

吉
洋

教
授

、
町

田
克

之
（

N
T

ア
ド

バ
ン

ス
ア

ン
ド

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
株

））
、益

一
哉

教
授

（
東

京
工

業
大

学
） 

平
成

26
年

電
気

学
会

全
国

大
会

優
秀

論
文

発
表

賞
電

気
学

会
M

EM
S

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
Su

b-
1G

検
出

の
基

礎
検

討

20
15

20
15

/4
池

内
真

志
助

教
第

９
回

科
学

技
術

の
「

美
」

パ
ネ

ル
展

優
秀

賞
科

学
技

術
団

体
連

合
コ

ラ
ー

ゲ
ン

膜
で

作
ら

れ
た

人
工

毛
細

血
管

床

20
15

20
15

/4
/2

9
藤

田
敏

郎
名

誉
教

授
紫

綬
褒

章
日

本
国

内
科

学
研

究
功

績
20

15
20

15
/5

/2
2

黒
瀬

武
史

助
教

（
工

学
部

）、
西

村
幸

夫
教

授
日

本
都

市
計

画
学

会
年

間
優

秀
論

文
賞

日
本

都
市

計
画

学
会

「
連

邦
・

州
政

府
の

支
援

を
活

用
し

た
自

治
体

の
ブ

ラ
ウ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

再
生

戦
略

に
関

す
る

研
究

−
米

国
マ

サ
チ

ュ
ー

セ
ッ

ツ
州

Lo
w

el
l市

を
事

例
と

し
て

−
」 

20
15

20
15

/5
/2

6
道

畑
正

岐
助

教
マ

ザ
ッ

ク
高

度
生

産
シ

ス
テ

ム
論

文
賞

マ
ザ

ッ
ク

財
団

M
ea

su
re

m
en

t o
f s

ty
lu

s-p
ro

be
 s

ph
er

e 
di

am
et

er
 fo

r 
m

ic
ro

-
CM

M
 b

as
ed

 o
n 

sp
ec

tr
al

 fi
ng

er
pr

in
t o

f w
hi

sp
er

in
g 

ga
lle

ry
 

m
od

e, 
CI

RP
 A

nn
al

s 
- M

an
uf

ac
tu

rin
g 

T
ec

hn
ol

og
y,

 V
ol

. 6
3, 

N
o. 

1 （
20

14
） 

pp
.46

9-
47

2. 

20
15

20
15

/5
/2

7
小

坂
優

准
教

授
、

謝
尚

平
教

授
 （

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

学
ス

ク
リ

プ
ス

海
洋

研
究

所
） 

日
本

地
球

惑
星

科
学

連
合

20
15

年
大

会
 

ハ
イ

ラ
イ

ト
論

文
日

本
地

球
惑

星
科

学
連

合
熱

帯
太

平
洋

自
然

変
動

に
よ

る
地

球
温

暖
化

の
停

滞
と

加
速

20
15

20
15

/5
/2

9
諫

本
圭

史
・

戸
塚

弘
毅

・
酒

井
徹

・
鈴

木
卓

也
・

両
澤

淳
・

鄭
昌

鎬
（

サ
ン

テ
ッ

ク
（

株
））

、
藤

田
博

之
教

授
（

生
産

研
）、

年
吉

洋
教

授

第
71

回
電

気
学

術
振

興
賞

（
論

文
賞

） 
電

気
学

会
第

10
3

回
通

常
総

会
高

速
M

EM
S

ス
キ

ャ
ナ

を
用

い
た

第
三

世
代

SS
-O

CT
用

波
長

走
査

型
光

源

20
15

20
15

/6
/1

7
太

期
健

二
特

任
助

教
Ge

rr
y 

Sc
ot

ti 
re

se
ar

ch
 g

ra
nt

 
aw

ar
d

Is
tit

ut
o 

Cl
in

ic
o 

H
um

an
ita

s, 
It

al
y

ペ
ン

ト
ラ

キ
シ

ン
3（

PT
X

3）
に

よ
る

新
規

感
染

防
御

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

20
15

20
15

/6
/2

0
篠

原
聡

兵
衛

（
院

生
、

森
川

研
/K

D
D

I総
研

）、
森

川
博

之
教

授
、

辻
正

次
（

兵
庫

県
立

大
学

）

第
16

回
情

報
通

信
学

会
論

文
賞

佳
作

情
報

通
信

学
会

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
は

モ
バ

イ
ル

・
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

市
場

を
ど

う
変

え
た

か
−

O
EC

D
 3

4
ヶ

国
で

の
分

析
−

20
15

20
15

/7
/7

岩
崎

晃
教

授
Be

st
 r

ev
ie

w
er

 a
w

ar
d

In
st

itu
te

 o
f E

le
ct

ric
al

 a
nd

 
El

ec
tr

on
ic

s 
En

gi
ne

er
s（

IE
EE

） 
論

文
の

査
読

に
対

し
て

20
15

20
15

/7
/1

7
玉

置
亮

特
任

助
教

、
庄

司
靖

特
任

助
教

、
岡

田
至

崇
教

授
、

宮
野

健
次

郎
名

誉
教

授
 

 

第
34

回
電

子
材

料
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

EM
S-

34
）

EM
S

賞
電

子
材

料
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
運

営
委

員
会

Ba
nd

ga
p 

en
gi

ne
er

in
g 

fo
r 

effi
ci

en
t t

w
o-

st
ep

 p
ho

to
n 

ab
so

rp
tio

n 
in

 In
Ga

A
s 

qu
an

tu
m

 d
ot

 s
ol

ar
 c

el
ls　

バ
ン

ド
ギ

ャ
ッ

プ
制

御
に

よ
る

In
Ga

A
s量

子
ド

ッ
ト

太
陽

電
池

に
お

け
る

高
効

率
２

段
階

光
吸

収

20
15

20
15

/7
/1

8
西

本
光

宏
特

任
研

究
員

第
7

回
腎

疾
患

と
高

血
圧

研
究

会
　

奨
励

賞
腎

疾
患

と
高

血
圧

研
究

会
食

塩
感

受
性

高
血

圧
発

症
に

お
け

る
鉱

質
コ

ル
チ

コ
イ

ド
受

容
体

の
活

性
化

の
関

与
20

15
20

15
/9

/5
阿

部
陽

平
特

任
研

究
員

第
13

回
日

本
心

臓
財

団
・

ア
ス

テ
ラ

ス
「

動
脈

硬
化

U
pd

at
e」

最
優

秀
賞

日
本

心
臓

財
団

環
境

因
子

に
応

答
し

た
ヒ

ス
ト

ン
脱

メ
チ

ル
化

酵
素

 J
M

JD
1A

 に
よ

る
熱

産
生

関
連

遺
伝

子
制

御
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
20

15
20

15
/9

/5
高

梨
遼

太
郎

（
院

生
、

西
村

研
）

優
秀

修
士

論
文

賞
日

本
建

築
学

会
デ

ト
ロ

イ
ト

に
お

け
る

地
区

単
位

の
積

極
的

非
都

市
化

に
関

す
る

研
究

　
−

縮
退

の
価

値
を

反
転

さ
せ

た
多

元
的

非
営

利
セ

ク
タ

ー
の

相
互
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
15

20
15

/9
/6

堀
田

陽
亮

（
院

生
、

高
橋

研
）、

儲
 博

懐
（

院
生

、
高

橋
研

）、
道

畑
正

岐
助

教
、

高
橋

哲
教

授
、

高
増

潔
教

授
（

工
学

系
研

究
科

）

20
15

年
度

精
密

工
学

会
秋

季
大

会
学

術
講

演
会

ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞

精
密

工
学

会
全

方
位

姿
勢

制
御

型
光

触
媒

ナ
ノ

加
工

工
具

に
関

す
る

研
究

ｰ姿
勢

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

創
製

に
関

す
る

実
験

的
検

討
ｰ 

20
15

20
15

/9
/1

2
末

岡
拓

馬
（

院
生

、
岡

本
研

）
ポ

ス
タ

ー
賞

（
M

ol
ec

ul
ar

 
Bi

os
ys

te
m

s）
第

9
回

バ
イ

オ
関

連
化

学
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
化

学
合

成
ヒ

ス
ト

ン
H

2A
を

用
い

た
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ク
ス

研
究

へ
の

応
用

20
15

20
15

/9
/1

5
松

村
欣

宏
特

任
助

教
第

40
回

内
藤

コ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
 エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ク
ス

 優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞
内

藤
記

念
科

学
振

興
財

団
Li

ne
ag

e-
sp

ec
ifi

c 
ge

ne
-b

od
y 

D
N

A
 m

et
hy

la
tio

n 
an

d 
no

n-
ca

no
ni

ca
l H

3K
4/

H
3K

9m
e3

 b
iv

al
en

t c
hr

om
at

in
 d

om
ai

ns
 

m
ai

nt
ai

n 
ad

ip
oc

yt
e 

lin
ea

ge

20
15

20
15

/1
0

田
渕

豊
特

別
研

究
員

第
10

回
（

20
16

年
）

日
本

物
理

学
会

若
手

奨
励

賞
（

領
域

1）
日

本
物

理
学

会
超

伝
導

量
子

ビ
ッ

ト
と

強
磁

性
体

中
の

単
一

マ
グ

ノ
ン

と
の

コ
ヒ

ー
レ

ン
ト

結
合

の
実

現
20

15
20

15
/1

0
野

口
篤

史
特

任
助

教
第

10
回

（
20

16
年

）
日

本
物

理
学

会
若

手
奨

励
賞

（
領

域
1）

日
本

物
理

学
会

量
子

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
向

け
た

冷
却

イ
オ

ン
の

ス
ピ

ン
お

よ
び

配
列

自
由

度
の

量
子

状
態

制
御

20
15

20
15

/1
0/

6
福

島
智

教
授

本
間

一
夫

文
化

賞
日

本
点

字
図

書
館

バ
リ

ア
撤

廃
の

研
究

に
尽

力
20

15
20

15
/1

0/
20

橘
一

輝
（

院
生

、
高

橋
研

）、
道

畑
正

岐
助

教
、

高
橋

哲
教

授
、

高
増

潔
（

工
学

系
研

究
科

）

M
an

uf
ac

tu
rin

g 
an

d 
M

ac
hi

ne
 

T
oo

l D
iv

isi
on

, C
er

tifi
ca

te
 o

f M
er

it 
fo

r 
O

ut
st

an
di

ng
 P

re
se

nt
at

io
n,

 
LE

M
20

15
（

生
産

加
工

・
工

作
機

械
部

門
：

優
秀

講
演

論
文

表
彰

）

LE
M

21
（

日
本

機
械

学
会

　
生

産
加

工
・

工
作

機
械

部
門

）
H

ig
h-

se
ns

iti
ve

 o
pt

ic
al

 m
ea

su
re

m
en

t o
f fi

ne
 p

ar
tic

ul
at

e 
de

fe
ct

s 
on

 S
i w

af
er

 s
ur

fa
ce

 w
ith

 li
qu

id
 p

ro
be

20
15

20
15

/1
0/

26
神

崎
亮

平
教

授
、

加
沢

知
毅

特
任

研
究

員
、

宮
本

大
輔

特
別

研
究

員
（

院
生

、神
崎

研
）、

後
藤

昴
彦

（
院

生
、神

崎
研

）、
朴

希
原

（
院

生
、

神
崎

研
）、

福
田

哲
也

（
院

生
、

神
崎

研
）

第
2

回
H

PC
I（

京
）

利
用

研
究

課
題

 
優

秀
成

果
賞

高
度

情
報

科
学

技
術

研
究

機
構

昆
虫

嗅
覚

系
全

脳
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

20
15

20
15

/1
0/

28
山

本
大

樹
（

院
生

、
西

成
研

）、
西

成
活

裕
教

授
IC

M
M

A
20

15
 'S

el
f-O

rg
an

iz
at

io
n 

M
od

el
in

g 
an

d 
A

na
ly

sis
'  

Po
st

er
 A

w
ar

d

IC
M

M
A

20
15

V
el

oc
ity

 c
on

tr
ol

 in
 a

 o
ne

-la
ne

 la
tti

ce
 in

 o
rd

er
 to

 m
ax

im
iz

e 
flo

w

20
15

20
15

/1
0/

30
三

屋
裕

幸
（（

株
）

鷺
宮

製
作

所
）、

小
野

新
平

・
三

輪
一

元
（

電
力

中
央

研
究

所
）、

年
吉

洋
教

授
、

藤
田

博
之

教
授

（
生

産
研

） 
 

第
32

回
「

セ
ン

サ
・

マ
イ

ク
ロ

マ
シ

ン
と

応
用

シ
ス

テ
ム

」
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・

優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞

電
気

学
会

ゲ
ル

化
イ

オ
ン

液
体

に
よ

る
エ

ナ
ジ

ー
ハ

ー
ベ

ス
タ

応
用

20
15

20
15

/1
1/

1
藤

田
敏

郎
名

誉
教

授
日

本
医

師
会

医
学

賞
日

本
医

師
会

高
血

圧
の

発
症

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

20
15

20
15

/1
1/

3
神

崎
亮

平
教

授
和

歌
山

県
橋

本
市

文
化

賞
橋

本
市

学
術

（
自

然
科

学
）

に
貢

献
20

15
20

15
/1

1/
12

池
田

拓
也

（
院

生
、

石
北

研
）

第
 5

 回
 C

SJ
 化

学
フ

ェ
ス

タ
 2

01
5 

優
秀

ポ
ス

タ
ー

発
表

賞
日

本
化

学
会

タ
ン

パ
ク

質
に

お
け

る
プ

ロ
ト

ン
移

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明

20
15

20
15

/1
1/

12
坂

下
尚

紀
（

院
生

、
石

北
研

）
第

 5
 回

 C
SJ

 化
学

フ
ェ

ス
タ

 2
01

5  
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

日
本

化
学

会
水

チ
ャ

ネ
ル

タ
ン

パ
ク

質
A

qu
ap

or
in

の
水

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

水
素

結
合

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
解

析
20

15
20

15
/1

1/
24

池
内

恵
准

教
授

第
69

回
毎

日
出

版
文

化
賞

　
特

別
賞

毎
日

新
聞

社
『

イ
ス

ラ
ー

ム
国

の
衝

撃
』（

文
藝

春
秋

）
20

15
20

15
/1

2/
1

櫻
井

健
志

特
任

講
師

第
24

回
日

本
比

較
生

理
生

化
学

会
吉

田
奨

励
賞

日
本

比
較

生
理

生
化

学
会

ガ
類

の
性

フ
ェ

ロ
モ

ン
受

容
・

識
別

の
分

子
神

経
機

構
に

関
す

る
研

究
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
15

20
15

/1
2/

17
坂

元
亮

介
（

院
生

、
岡

本
研

）
St

ud
en

t P
os

te
r 

A
w

ar
d

Pa
ci

fiC
he

m
20

15
 F

ro
nt

ie
rs

 
in

 C
hr

om
at

in
 B

io
lo

gy
 a

nd
 

Ch
em

ic
al

 E
pi

ge
ne

tic
s/

Ep
ig

en
om

ic
s

Sy
nt

he
sis

 s
tr

at
eg

y 
of

 li
nk

er
 h

ist
on

e 
H

1 
fo

r 
ch

ro
m

at
in

 
re

se
ar

ch

20
15

20
15

/1
2/

19
西

本
光

宏
特

任
研

究
員

第
10

回
高

血
圧

と
冠

動
脈

疾
患

研
究

会
奨

励
賞

高
血

圧
と

冠
動

脈
疾

患
研

究
会

ST
IM

1
は

血
管

内
皮

細
胞

に
お

い
て

N
O

産
生

を
介

し
て

血
圧

調
節

に
関

与
す

る
20

16
20

16
/2

江
崎

貴
裕

（
特

別
研

究
員

、
西

成
研

）
第

32
回

（
20

15
年

度
）

井
上

研
究

奨
励

賞
井

上
科

学
振

興
財

団
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

に
お

け
る

密
度

依
存

輸
送

の
理

論

20
16

20
16

/2
西

成
活

裕
教

授
平

成
27

年
度

「
近

畿
化

学
工

業
界

」
誌

エ
デ

ィ
タ

ー
賞

近
畿

化
学

協
会

利
他

行
動

と
渋

滞
学

20
16

20
16

/3
/8

小
坂

優
准

教
授

20
16

 A
dv

an
ce

s 
in

 A
tm

os
ph

er
ic

 
Sc

ie
nc

es
 E

di
to

r's
 A

w
ar

d
A

dv
an

ce
s 

in
 A

tm
os

ph
er

ic
 

Sc
ie

nc
es

誌
編

集
委

員
会

Fo
r 

re
le

va
nt

, f
ru

itf
ul

 a
nd

 c
on

st
ru

ct
iv

e 
co

m
m

en
ts

 th
at

 g
re

at
ly

 
he

lp
ed

 a
ut

ho
rs

 to
 e

nh
an

ce
 th

e 
qu

al
ity

 o
f p

ap
er

.
20

16
20

16
/3

/1
0

藤
田

隆
史

・
東

信
博

・
大

羽
巧

・
相

原
正

夫
（

N
T

T
）、

森
川

博
之

教
授

情
報

通
信

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

賞
電

子
情

報
通

信
学

会
情

報
通

信
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
専

門
委

員
会

共
用

型
M

2M
エ

リ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

20
16

20
16

/3
/1

1
道

畑
正

岐
助

教
日

本
機

械
学

会
関

西
支

部
賞

 奨
励

賞
日

本
機

械
学

会
W

hi
sp

er
in

g 
ga

lle
ry

 m
od

eを
用

い
た

マ
イ

ク
ロ

球
の

直
径

計
測

に
関

す
る

研
究

20
16

20
16

/3
/1

7
陳

梅
雲

（
院

生
）、

高
橋

哲
教

授
、

高
増

潔
（

工
学

系
研

究
科

）
20

16
年

度
精

密
工

学
会

春
季

大
会

学
術

講
演

会
ベ

ス
ト

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
賞

精
密

工
学

会
Pr

ec
isi

on
 fl

at
ne

ss
 m

ea
su

re
m

en
t b

y 
an

 o
pt

ic
al

 m
ul

ti-
be

am
 

an
gl

e 
se

ns
or

 （
2n

d 
re

po
rt

）
-C

al
ib

ra
tio

n 
of

 th
e 

se
ns

or
 a

nd
 

cy
lin

dr
ic

al
 s

ur
fa

ce
 m

ea
su

re
m

en
t-

20
16

20
16

/3
/1

7
橘

一
輝

（
院

生
、高

橋
研

）、
浅

井
祥

平
（

院
生

、
高

橋
研

）、
道

畑
正

岐
助

教
、

高
橋

哲
教

授
、

高
増

潔
（

工
学

系
研

究
科

）

20
16

年
度

精
密

工
学

会
春

季
大

会
学

術
講

演
会

ベ
ス

ト
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞

精
密

工
学

会
自

律
的

欠
陥

探
索

・
分

裂
型

マ
ル

チ
プ

ロ
ー

ブ
に

よ
る

ナ
ノ

異
物

検
出

に
関

す
る

研
究

 （
第

2
報

）
ｰF

D
T

D
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

基
づ

い
た

光
学

的
検

出
特

性
解

析
ｰ

20
16

20
16

/3
/1

9
高

安
基

大
・

山
根

大
輔

助
教

（
東

京
工

業
大

学
）、

小
西

敏
文

（
N

T
T

ア
ド

バ
ン

ス
ア

ン
ド

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
株

））
、伊

藤
浩

之
准

教
授

・
道

正
志

郎
教

授
・

石
原

昇
教

授
（

東
京

工
業

大
学

）、
年

吉
洋

教
授

、
益

一
哉

教
授

（
東

京
工

業
大

学
）、

町
田

克
之

（
N

T
T

ア
ド

バ
ン

ス
ア

ン
ド

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
株

）
/

東
京

工
業

大
学

） 

第
6回

集
積

化
M

EM
S

技
術

研
究

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
研

究
奨

励
賞

 
応

用
物

理
学

会
集

積
化

M
EM

S技
術

研
究

会
M

EM
S 

慣
性

セ
ン

サ
を

用
い

た
移

動
体

制
御

の
検

討

20
16

20
16

/3
/1

9
後

藤
正

英
・

萩
原

啓
・

井
口

義
則

・
大

竹
浩

（
N

H
K

）、
更

屋
拓

哉
助

手
・

小
林

正
治

准
教

授
（

生
産

研
）、

日
暮

栄
治

准
教

授
、

年
吉

洋
教

授
、

平
本

俊
郎

教
授

（
東

京
大

学
） 

第
7

回
集

積
化

Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

優
秀

論
文

賞
応

用
物

理
学

・
集

積
化

M
EM

S
技

術
研

究
会

画
素

並
列

信
号

処
理

を
行

う
SO

I積
層

型
3

次
元

構
造

撮
像

デ
バ

イ
ス

の
試

作
と

評
価

20
16

20
16

/3
/1

9
玉

置
亮

特
任

助
教

、
庄

司
靖

特
任

助
教

、
岡

田
至

崇
教

授
第

39
回

（
20

15
年

秋
季

）
応

用
物

理
学

会
講

演
奨

励
賞

応
用

物
理

学
会

赤
外

光
電

流
ス

ペ
ク

ト
ル

計
測

に
よ

る
２

段
階

光
吸

収
の

最
適

化
設

計

20
16

20
16

/3
/2

7
岡

島
悟

（
院

生
、

中
村

・
小

坂
研

）
日

本
海

洋
学

会
20

16
年

度
春

季
大

会
若

手
優

秀
ポ

ス
タ

ー
発

表
賞

日
本

海
洋

学
会

暖
候

期
に

北
太

平
洋

中
緯

度
の

水
温

偏
差

が
大

規
模

大
気

循
環

に
与

え
う

る
影

響
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

そ
の

季
節

性
20

16
20

16
/4

/2
稲

見
昌

彦
教

授
W

or
ld

 O
M

O
SH

IR
O

I A
w

ar
d 

2n
d

一
般

社
団

法
人

ナ
レ

ッ
ジ

キ
ャ

ピ
タ

ル
な

し
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
16

20
16

/4
/1

9
後

藤
正

英
・

萩
原

啓
・

本
田

悠
葵

、
難

波
正

和
 ・

井
口

義
則

 （
N

H
K

）、
更

屋
拓

哉
助

手
・

小
林

正
治

准
教

授
 （

生
産

研
）、

 日
暮

栄
治

准
教

授
（

工
学

系
研

究
科

）、
年

吉
洋

教
授

、
平

本
俊

郎
教

授
 （

生
産

研
）

O
ut

st
an

di
ng

 T
ec

hn
ic

al
 P

ap
er

 
A

w
ar

ds
20

16
 In

te
rn

at
io

na
l C

on
fe

re
nc

e 
on

 E
le

ct
ro

ni
cs

 P
ac

ka
gi

ng
 

（
IC

EP
 2

01
6）

T
hr

ee
-D

im
en

sio
na

l I
nt

eg
ra

tio
n 

T
ec

hn
ol

og
y 

of
 S

ep
ar

at
e 

SO
I 

La
ye

rs
 fo

r 
Ph

ot
od

et
ec

to
rs

 a
nd

 S
ig

na
l P

ro
ce

ss
or

s 
of

 C
M

O
S 

Im
ag

e 
Se

ns
or

s

20
16

20
16

/4
/2

0
小

坂
優

准
教

授
平

成
28

年
度

科
学

技
術

分
野

文
部

科
学

大
臣

表
彰

若
手

科
学

者
賞

文
部

科
学

省
異

常
気

象
や

地
球

温
暖

化
に

関
わ

る
熱

帯
気

候
変

動
と

遠
隔

影
響

の
研

究
 

20
16

20
16

/4
/2

1
稲

垣
毅

特
任

准
教

授
第

89
回

日
本

内
分

泌
学

会
研

究
奨

励
賞

日
本

内
分

泌
学

会
転

写
調

節
因

子
と

ク
ロ

マ
チ

ン
構

造
変

化
を

介
し

た
糖

脂
質

代
謝

制
御

機
構

の
解

明
20

16
20

16
/4

/2
3

泉
田

森
（

院
生

、
岡

本
研

）
ポ

ス
タ

ー
賞

第
16

回
東

京
大

学
生

命
科

学
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
細

胞
膜

内
面

の
in

 v
itr

o
解

析
を

指
向

し
た

細
胞

膜
シ

ー
ト

の
開

発

20
16

20
16

/5
/2

4
小

坂
優

准
教

授
、 

謝
尚

平
教

授
 （

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

学
ス

ク
リ

プ
ス

海
洋

研
究

所
）、

 
久

保
田

尚
之

（
大

気
海

洋
研

究
所

）、
Y

an
 

D
u（

中
国

科
学

院
南

シ
ナ

海
海

洋
学

研
究

所
）、

K
ai

m
in

g 
H

u（
中

国
科

学
院

大
気

物
理

研
究

所
）、

Ja
st

i S
. C

ho
w

da
ry

（
イ

ン
ド

熱
帯

気
象

研
究

所
）、

Ga
ng

 H
ua

ng
（

中
国

科
学

院
大

気
物

理
研

究
所

） 

日
本

地
球

惑
星

科
学

連
合

20
16

年
大

会
 

ハ
イ

ラ
イ

ト
論

文
日

本
地

球
惑

星
科

学
連

合
イ

ン
ド

洋
-西

太
平

洋
キ

ャ
パ

シ
タ

ー
モ

ー
ド

と
EN

SO
衰

退
年

夏
季

の
異

常
気

象

20
16

20
16

/5
/2

8
大

住
倫

弘
特

任
助

教
（

畿
央

大
学

）、
住

谷
昌

彦
（

東
京

大
学

）、
大

竹
裕

子
（

東
京

大
学

）、
熊

谷
晋

一
郎

准
教

授
、

森
岡

周
教

授
（

畿
央

大
学

） 

20
17

年
第

2
回

日
本

運
動

器
理

学
療

法
学

会
学

術
集

会
 学

術
集

会
長

賞
日

本
運

動
器

理
学

療
法

学
会

複
合

性
局

所
疼

痛
症

候
群

に
お

け
る

知
覚

運
動

協
応

の
分

析

20
16

20
16

/5
/2

8
広

浜
大

五
郎

特
任

研
究

員
T

he
 9

th
 In

te
rn

at
io

na
l 

A
ld

os
te

ro
ne

 F
or

um
 in

 J
ap

an
 

A
w

ar
d 

Fi
rs

t P
riz

e

In
te

rn
at

io
na

l A
ld

os
te

ro
ne

 
Fo

ru
m

 in
 J

ap
an

（
IA

F-
J）

 
腎

Pe
nd

rin
、

N
CC

発
現

に
対

す
る

ア
ン

ジ
オ

テ
ン

シ
ン

II
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
の

異
な

る
役

割

20
16

20
16

/5
/3

1
渡

邉
宙

志
助

教
第

19
回

理
論

化
学

討
論

会
 優

秀
講

演
賞

理
論

化
学

研
究

会
Si

ze
-C

on
sis

te
nt

 M
ul

tip
ar

tit
io

ni
ng

 Q
M

/M
M

 m
et

ho
d 

20
16

20
16

/6
/2

熊
谷

幸
汰

（
宇

都
宮

大
学

）、
 落

合
陽

一
助

教
（

筑
波

大
学

）、
 星

貴
之

助
教

、
長

谷
川

智
士

助
教

（
宇

都
宮

大
学

）、
 早

崎
芳

夫
教

授
（

宇
都

宮
大

学
）

20
15

 年
度

 （
第

 6
 回

） 
H

O
D

IC
 鈴

木
・

岡
田

記
念

賞
 技

術
部

門
奨

励
賞

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

・
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
研

究
会

ホ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

並
列

光
ア

ク
セ

ス
型

ボ
リ

ュ
ー

ム
デ

ィ
ス

プ
レ

イ

20
16

20
16

/6
/2

9
浦

山
健

一
郎

・
赤

堀
耕

一
郎

・
足

立
誠

幸
（

日
本

無
線

（
株

））
、

藤
田

博
之

教
授

（
生

産
研

）、
年

吉
洋

教
授

英
文

特
集

号
優

秀
論

文
電

気
学

会
セ

ン
サ

・
マ

イ
ク

ロ
マ

シ
ン

部
門

D
ig

ita
lly

 T
un

ed
 R

F-
M

EM
S 

V
ar

ac
to

rs
 Im

pl
em

en
te

d 
in

 a
n 

80
-

M
H

z 
Lo

w
 P

ha
se

 N
oi

se
 V

CO

20
16

20
16

/7
/1

池
内

恵
准

教
授

第
12

回
中

曽
根

康
弘

賞
優

秀
賞

（
公

財
）

世
界

平
和

研
究

所
イ

ス
ラ

ム
政

治
思

想
研

究
・

中
東

研
究

に
対

し
て

20
16

20
16

/7
/5

丸
茂

丈
史

特
任

准
教

授
第

57
回

日
本

腎
臓

学
会

学
術

総
会

優
秀

演
題

賞
日

本
腎

臓
学

会
糖

尿
病

性
腎

症
に

み
ら

れ
る

治
療

抵
抗

性
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

異
常
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年
日

付
受

賞
・

表
彰

者
・

グ
ル

ー
プ

名
等

賞
の

名
称

授
与

組
織

等
貢

献
内

容
等

（
受

賞
対

象
と

な
っ

た
研

究
課

題
名

）

20
16

20
16

/7
/1

0
河

島
圭

佑
（

院
生

、
石

北
研

）
第

24
回

光
合

成
セ

ミ
ナ

ー
20

16
三

室
賞

光
合

成
セ

ミ
ナ

ー
光

合
成

反
応

中
心

に
お

け
る

同
一

キ
ノ

ン
分

子
が

示
す

異
な

る
酸

化
還

元
電

位
20

16
20

16
/7

/1
2

丸
茂

丈
史

特
任

准
教

授
第

6
回

腎
疾

患
と

高
血

圧
研

究
会

優
秀

研
究

賞
腎

疾
患

と
高

血
圧

研
究

会
糖

尿
病

性
腎

症
に

み
ら

れ
る

治
療

抵
抗

性
D

N
A

メ
チ

ル
化

異
常

20
16

20
16

/7
/1

4
Sa

na
 R

az
a-

Iq
ba

l（
児

玉
研

）、
田

中
十

志
也

特
任

教
授

、
穴

井
元

暢
特

任
准

教
授

、
稲

垣
毅

特
任

准
教

授
、

松
村

欣
宏

助
教

、
池

田
薫

特
任

研
究

員
、

田
口

明
糸

特
任

研
究

員
、

Fr
an

k 
J.G

on
za

le
z（

N
at

io
na

l C
an

ce
r 

In
st

itu
te

）、
酒

井
寿

郎
教

授
、

児
玉

龍
彦

教
授

Jo
ur

na
l o

f A
th

er
os

cl
er

os
is 

an
d 

T
hr

om
bo

sis
 A

w
ar

ds
 2

01
5

日
本

動
脈

硬
化

学
会

T
ra

ns
cr

ip
to

m
e 

A
na

ly
sis

 o
f K

-8
77

 （
a 

N
ov

el
 S

el
ec

tiv
e 

PP
A

R
α

 M
od

ul
at

or
 （

SP
PA

RM
α

））
-R

eg
ul

at
ed

 G
en

es
 in

 P
rim

ar
y 

H
um

an
 H

ep
at

oc
yt

es
 a

nd
 th

e 
M

ou
se

 L
iv

er

20
16

20
16

/8
/8

木
下

卓
巳

特
任

助
教

Y
ou

ng
 R

es
ea

rc
he

r 
O

ra
l 

Pr
es

en
ta

tio
n 

A
w

ar
d

26
th

 IU
PA

C 
In

te
rn

at
io

na
l 

Sy
m

po
siu

m
 o

n 
Ph

ot
oc

he
m

ist
ry

W
id

eb
an

d 
dy

e-
se

ns
iti

ze
d 

so
la

r 
ce

lls
 e

m
pl

oy
in

g 
sin

gl
et

-tr
ip

le
t 

tr
an

sit
io

ns
 

20
16

20
16

/8
/8

-
10

木
下

卓
巳

特
任

助
教

第
28

回
配

位
化

合
物

の
光

化
学

討
論

会
優

秀
講

演
賞

 
英

国
王

立
化

学
会

　
Ru

（
II

）
錯

体
の

ス
ピ

ン
反

転
遷

移
を

利
用

す
る

広
帯

域
光

増
感

と
そ

の
高

性
能

化

20
16

20
16

/8
/2

6
小

熊
久

美
子

准
教

授
ク

リ
タ

 水
・

環
境

科
学

研
究

優
秀

賞
ク

リ
タ

 水
・

環
境

科
学

振
興

財
団

紫
外

発
光

ダ
イ

オ
ー

ド
を

利
用

し
た

小
型

浄
水

装
置

の
開

発
と

性
能

評
価

20
16

20
16

/8
/3

1
安

田
秀

策
（

院
生

、神
崎

研
）、

矢
田

祐
一

郎
（

院
生

、
神

崎
研

）、
三

田
毅

（
院

生
、

神
崎

研
）、

神
崎

亮
平

教
授

、
高

橋
宏

知
講

師
 

平
成

27
年

電
気

学
会

 電
気

学
会

優
秀

論
文

発
表

A
賞

（
IE

EJ
 E

xc
el

le
nt

 
Pr

es
en

ta
tio

n 
A

w
ar

d）

電
気

学
会

培
養

神
経

細
胞

に
よ

る
FO

RC
E

学
習

を
用

い
た

ロ
ボ

ッ
ト

制
御

20
16

20
16

/9
/2

ピ
ク

シ
ー

ダ
ス

ト
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
ズ

 
（

落
合

陽
一

助
教

（
筑

波
大

学
）、

星
貴

之
助

教
）

In
no

va
tiv

e 
T

ec
hn

ol
og

ie
s 

20
16

経
済

産
業

省
ホ

ロ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ウ

ィ
ス

パ
ー

20
16

20
16

/9
/9

梁
瀬

将
史

（
院

生
、

岡
本

研
）

ポ
ス

タ
ー

賞
第

10
回

バ
イ

オ
関

連
化

学
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
光

分
解

性
D

N
A

 を
鋳

型
と

し
た

ペ
プ

チ
ド

連
結

反
応

の
開

発

20
16

20
16

/9
/1

5
杉

浦
裕

太
助

教
（

慶
應

義
塾

大
学

）、
戸

田
光

紀
（（

株
）

ZM
P）

、菊
地

高
史

（
キ

ヤ
ノ

ン
（

株
））

、
星

貴
之

助
教

、
神

山
洋

一
（

慶
應

義
塾

大
学

）、
五

十
嵐

健
夫

教
授

（
情

報
理

工
学

系
研

究
科

）、
稲

見
昌

彦
教

授

第
18

回
日

本
バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
学

会
論

文
賞

日
本

バ
ー

チ
ャ

ル
リ

ア
テ

ィ
学

会
Gr

affi
ti 

Fu
r：

被
毛

を
有

す
る

布
を

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

化
す

る
手

法

20
16

20
16

/9
/2

3
佐

藤
悠

志
（

院
生

、
井

上
研

）
日

本
金

属
学

会
秋

季
講

演
大

会
優

秀
ポ

ス
タ

ー
賞

日
本

金
属

学
会

粒
子

フ
ィ

ル
タ

を
用

い
た

結
晶

塑
性

モ
デ

ル
物

性
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定

20
16

20
16

/9
/2

3
堀

旭
伸

（
院

生
、

井
上

研
）

日
本

金
属

学
会

秋
季

講
演

大
会

優
秀

ポ
ス

タ
ー

賞
日

本
金

属
学

会
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第6節　図書室

1.　図書室業務

　先端研図書室のルーツは、東京帝国大学附属航空研究所（航空研）図書部である。1981 年、当時
の宇宙航空研究所（宇航研）が文部省直轄の宇宙科学研究所（宇科研）と東京大学工学部附属境界領
域研究施設（境界研）に分割されるに際して、宇宙関係の蔵書は宇科研へ、それ以外は境界研へと、
図書は整理分割された。これに伴い、1624 年版の『Napier の対数表』などの貴重書を含む資料は、
14 号館地下書庫から 13 号館地下書庫に移されたのである。
　先端研図書室が 2 号館に開室したのは、1988 年 6 月 1 日のことであった。当初は 13 号館、14 号
館、16 号館にも書庫があったが、1999 年に新 4 号館が完成すると、図書室は点在していた資料を統
合する形で 4 号館 2 階に移転した。1996 年に柳田博明元センター長より 100 万円、1997 年に氏平祐
輔元教授より 50 万円、それぞれ退官時に図書費として寄附を受けたことから、通称「柳田基金」と
して教員アンケートなどをもとに幅広い分野の図書を購入するなど（2006 年度まで）、図書の充実が
図られてきた。
　2004 年度の国立大学法人への移行にあたっては、図書資産の承継に関わる業務も多く発生するな
か、2006 年度に図書系の係長職が廃止され、図書室は常勤職員 1 名、非常勤職員 2 名の体制になり、
さらに 2007 年度の事務組織改編に伴って企画調整チームに属することとなった。2007 ～ 2008 年に
は、書庫内の資料配架プランの見直しと移動が行われている。2011 年 3 月 11 日の東日本大震災にお
いては書架からの図書の落下が大量にあり（約 2,200 冊）、うち 93 冊は修理が必要となる被害があっ
た。図書室は当日より同月 31 日まで閉室となった。節電のための窓への遮光フィルム貼付や扇風機
購入がなされ、書架からの図書落下防止のためのシートが敷かれた。
　2013 年度は通常の予算の他に「卓越した大学院拠点形成補助金」を獲得することができ、図書資
料 460 万円余りの購入と椅子や端末の更新などが行われた。また、2014 年 3 月には、東京大学総合
図書館改修のため図書約 14,300 冊、雑誌約 78,700 冊が駒場リサーチキャンパス 15 号館保存書庫に移
転され、先端研図書室では出納と複写業務について協力を行っている。

　この 10 年あまりにおける大きな変化は、デジタル化の進展であろう。資料 2-6-1 をみると、2004
年度から電子ジャーナルを導入した影響で、2005 年度には紙媒体の雑誌取り扱い数が大幅に減少し
ているのが確認できる。また、電子ジャーナルの普及や資料のデジタル化の進展によって、購入雑誌
のタイトル数や図書室経由での文献複写件数などについては減少傾向にある。こうした、新たな情報
環境に対応して、2009 年度からは情報基盤センターと生産技術研究所（生研）との共催で駒場リサ
ーチキャンパス在籍者を対象にした情報検索ガイダンスが開催されるようになった。「秘書さんのた
めの論文の探し方講習会」、「はじめての論文の探し方」、「文献検索早わかり」、「論文準備ここからス
タート」等の入門的講習のほか、RefWorks、EndNote Web 等の文献管理ツール、SciFinder などの
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データベースに特化した講習も行われている。
　また、文献情報のデジタル化に伴い、東京大学及び他大学の図書システムとの連携も進展した。
2011 年 9 月には貸出方式が従来の手書き式から図書館システムによる方式に変更されている。学内
各図書館室間の配送システムが整備されたこともあり、資料 2-6-2 にみえるようにとりわけ大学内で
の相互貸借制度の利用は活発であり、2012 年度は ILL（他図書館との相互利用）料金について私費
払い対応を開始した。さらに、2014 年 7 月には国立国会図書館による図書館向けデジタル化資料送
信サービスに参加し、先端研図書室において国立国会図書館でデジタル化された資料の閲覧・複写が
可能になっている。
　利用者の利便性を確保するため、2012 年 9 月には閲覧室に ECCS（教育用計算機システム）有線
LAN 及び無線 LAN サービスの utroam が導入され、2017 年からは UTokyoWifi が運用されている。

2.　1号館風洞資料のデジタル化と保存への協力

　2011 年、航空研時代の建物である先端研 1 号館を整理中に 1,200 点を超える風洞関連図面類が発見
された。1 号館には寄木造りの木製風洞（通称：3m 風洞、1930 年実験開始）があり、長距離飛行世
界記録を作った航研機や国産旅客機 YS-11 等の設計に関わった日本の航空史を語るうえで極めて重
要な施設とされている（第 1 章第 3 節参照）。
　図面類の歴史的価値に鑑み、2013 年にデジタル化、データベース化のための科研費が風洞運営委
員長の岩崎晃教授により申請・獲得され、河内啓二名誉教授により図面の調査分析と記録化が行わ
れ、図書室は図面リストの作成やデジタル化業者への対応などで協力をすることになった。
　2013、2014 年度にデジタル化された図面類 741 点は、2015 年 3 月に「東京大学航空研究所低速風
洞設計データベース」（http://www.fudo.rcast.u-tokyo.ac.jp/）として先端研ホームページ上で公開さ
れた。1 号館建物の耐震工事が計画されているため、先端研の助成金により 2017 年度には図書室書
庫に保存キャビネットを設置し、図面類の保存を行うこととなっている。

閲覧室と書架
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資料2-6-1　先端研図書室の規模

年度

蔵書冊数
　和図書
　洋図書
　合　計

所蔵雑誌タイトル数
　和雑誌
　外国雑誌
　合　計

図書室予算
（資料購入費） （千円）
　図書
　雑誌
　新聞その他
　電子ジャーナル等

図書室員数
（かっこ=非常勤内数）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

15,903
30,344
46,247

16,035
30,440
46,475

16,045
30,477
46,522

16,117
30,233
46,350

16,250
30,244
46,494

16,719
30,348
47,067

16,876
30,228
47,104

16,855
30,253
47,108

16,876
30,437
47,313

17,312
30,280
47,592

65
389
454

69
410
479

69
412
481

70
411
481

69
413
482

81
433
514

77
413
490

80
414
494

80
414
494

80
414
494

762
720
404

3,436

1,089
176
502

0

1,042
109
516

0

951
112
522

0

554
509
523

0

1,119
533
523

0

1,090
570
523

0

5,877
541
523

0

1,249
605
538
60

1,762
19

447
50

3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2)

年度
窓口での貸出（学内者）
相互協力業務
貸出（冊）　＊1

　学内
　他大学
　大学分合計
　その他の国内機関
　海外の機関
総合図書館15号館保存
書庫貸出協力（冊）　＊2

借受（冊）　＊1

学内
他大学
大学分合計
その他の国内機関
海外の機関
複写受付（件）
学内
他大学
大学分合計
その他の国内機関
海外の機関
総合図書館15号館保存
書庫複写協力（件）　＊2

複写依頼（件）
学内
他大学
大学分合計
その他の国内機関
海外の機関

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
634 668 579 516 385 365 640 775 788 923

131
4

135
3
0

104
6

110
2
0

102
5

107
0
0

103
9

112
0
0

93
4

97
0
0

178
8

186
4
0

304
1

305
0
0

355
1

356
0
0

404
3

407
0
0

485
3

488
0
0

6 104 122

468
187
655
18
2

412
174
586
11
0

421
106
527

5
0

510
96

606
6
0

377
104
481

0
0

532
53

585
0
0

496
23

519
1
0

714
26

740
2
1

1,115
54

1,169
9
0

1,219
34

1,253
6
0

31
8

39
17
0

19
12
31
0
0

24
18
42
0
0

16
30
46
0
0

8
15
23
0
0

5
24
29
0
0

10
11
21
0
0

6
10
16
0
0

10
7

17
2
0

4
5
9
0
0

8 67 57

543
299
842
32
20

293
244
537
10
8

186
236
422
34
1

163
189
352
32
2

156
151
307
20
1

179
82

261
8
1

9
46
55
7
1

10
14
24
1
1

0
31
31
15
2

165
53

218
7
0

＊1：2002 ～ 2010 年は学内他図書館含む。2011 年以降は学外のみ
＊2：15 号館保存書庫の総合図書館資料の貸出及び複写サービスに協力している

資料2-6-2　先端研図書室の利用状況




